
ISSN0915-9428

LLA関西支部研究集録

5

マルチメディアと外国語教育

1994

語学ラボラトリー学会関西支部



目 次

メディアとコミュニケーション能力の育成

伊東 治巳

(奈良教育大学)

LL活用の現状と今後の見通 し:

LLA関西支部アンケー ト｢LLの活川と問題点｣をもとに

枝揮 康代

竹内 君臣

佐伯林規江

(同志社女子短,gl大学部)

マルチメディア時代の LLを考える

空相寸 和宏

(流通科学大学)

聴解能力促進のために映像の効果的使用法

小甘 久二子

聖和大学短期大学部英文科

FoTCignLlngUagCEducationandMedia:

FromASituationallcamer'sPcrspcctivc

XiaorninKci

GraduiltCSch(101nfHumanScic】1ccS

OsakaUnivers]ty

大学英語教育における ｢グループ ･ワーク｣の試み

中田 武四郎

和歌山大学教一軒半獣

91



メディアとコミュニケーション能力の育成

メディアとコミュニケーション能力の育成

伊東 治己

奈良教育大学

0.はじめに

今日､社会の国際化および情報化が急速なテンポで進展していく中で 外国語､それ

も特に実質的に世界共通語となってきた英語でのコミュニケーション能力(意思伝達能力)

の育成が､学校英語教育においても重要な教育課題になってきた｡平成元年度の学習指

導要領の改訂に際しても､ ｢国際化の進展に対応して､コミュニケーション能力を一層

育成する｣ことが､改訂の重要な柱になっている｡このような時代の流れを受け､本稿

では､まず､コミュニケーション能力の中身を明かにし､次にそれを育成するための基

本的ス トラテジーを論ずるとともに､指導の中でのメディアとの関わりについて若干の

考察を加えることにする｡なお､本稿は第33回LLA全国研究大会(1993年8月開催)での口

頭発表(課題研究)に若干の修正と加筆を施したものである｡

1.コミュニケーション能力とは

(1)CorTTnunicaitveCompetenceについて

コミュニケーション能力自体は､決して新しい概念ではなく､ましてや､最近のCom-

munlcativeLanguageTeaching(以下CLTと略す)の専売特許でもない｡過去､幾多の

外国語教授法か唱えられてきたか､いずれもコミュニケーション能力の育成を目指して

いたと言える｡ただ､コミュニケーション能力の捉え方は随分異なっていた｡例えば､

構造言語学と行動主義心理学を基盤とするAudi0-lingualApproachでは､コミュニケー

ションを刺激 ･反応のプロセスとして捉え､誤りを含まない正しい文を習慣的に操作で

きる力をコミュニケーション能力と見なしていた｡その後､社会言語学や語用論あるい

はテキスト言語学が台頭する中で､コミュニケーション能力観も拡がりを見せてきた｡

文法規則に則って正しく文を操る力だけでは人間の多面的で複雑なコミュニケーション

行動は説明できないという認識が深まり､Chomsky(1965)の competenceに新しい要素

を付け加えたcomnunlCativecompetence(以下CCと略す) という概念が誕生してきた

(Habermas1970;Hymes1971)｡ただ､文法的に正しく文を操る力に加えて何か新しい

要素が必要であるという認識では一致しているものの､新しい要素として何を加えるか

については､必ずしも研究者の間で意見の一致を見ていないoさらに困ったことに､当

時 Audl0-lingualApproachの行き詰まりを直接肌で感じていた外国語教師の間でこの

用語が一種の教育改革の標語として急速に広まって行く中で､その定義も多様化し､独

り歩きを始めてしまった｡筆者の分析では､今日の外国語教育界においてはこの用語に

4種の異なった解釈が施されている｡

まずは､独立型解釈｡従来からaccuracy(正確さ)と対立する形で使用されていた flu-

ency(流暢さ)を CCと言い替えただけで､理想的な speaker-hearerが有する言語能力
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としての competence(Ch｡msky1965)と対時するものではない｡次は､並立型解釈｡こ

の解釈の特徴は､コミュニケーション能力を文法的能力 (Chomskyの competenceに相

当)とCCという二つの相補的能力の合体として捉える点にある｡三番目は､部分的一･

致型解釈｡並立型解釈が文法的能力とCCを相補的 ･並立的に捉えているのとは異なり､

両者が重なり合う部分の存在を認めている｡最後が､拡大型解釈｡この場合､文法的能

力は CCの-下位能力として位置付けられている｡この解釈が､CCの本来の解釈であ

り､本稿では以後この解釈を採用する (cf.伊東 1987)｡

拡大型解釈に従うとして､次に問題になるのか､文法的能力以外にどういう能力が CC

の中に含まれるかという問題である｡大勢としては､発話の社会的適切さを判断するた

めの社会言語的能力(sociolinguistlCCOmpetenCe)､発話を文を越えたレベルで操る談

話的能力 (discoursecompetence)､コミュニケーションの過程で生じる様々な障害に

対処するための方略的能力(strateglCCOmpetenCe)の四つを構成要素とするCanale(1983)

の枠組みか広く認知されている｡個々の下位能力については既によく取り上げられてい

るので､説明は省略する｡

(2)枠組みからモデルへ

コミュニケーション能力の特性を明らかにするためには､単に CCの構成要素の種類

を特定する枠組み論だけでは不十分である｡構成要素相互の関係や相対的重要性､さら

には4技能との関連性なども視野に入れたモデルの構築か必要である｡残念ながら､広

く認知されている Canale(1983)の CC論にもこれらが明示されていない｡幸い､この間

題に関してはいくつかの先行研究がある (Higgs&Clifford1982;Savignon1983;

Faercheta1.1984)｡ここでは､これらの先行研究に学びながら､かつ､Canale(1983)

の枠組みをベースにして､コミュニケーション能力のモデル化を3段階に分けて試みる｡

図1は､四つの構成要素問の相互関係と相対的重要性を､住宅の見取図の形で示した

ものである｡部屋の配置が構成要素間の相互関係を示し､それぞれの部屋の広さが相対

的重要性を示している｡文法能力がいずれの点においても中心的存在となっている｡

図2は､文法能力を中山こ据えたCCの枠組みと4技能の関連性を示したものであるo

具体的には､4技能とも､同一の CCに支えられていること､各技能の性格の違いは支

えとなる CCの各構成要素(下位能力)の比率の違いに起因すること (例えば､談話的能

力はリスニングやスピーキングよりも､リーディングやライティングにおいてその真価

をより多く発揮すること)､4技能相互の関係については､リスニングとリーディングと

いう受容的技能がスピーキングとライティングという発表的技能の基盤となっているこ

とを示している｡
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図3は､コミュニケーション能力のモデル化の最終段階で､入門期から母国語話者レ

ベルまでの学習進度に応じて､CCの構成要素の相対的重要性か変化する様子を示したも

のである｡学習か進むにつれて､文法的能力が増大する｡その半面､文法的能力の不備

を補うことを主な任務とする方略的能力の相対的重要性は減少する｡また､談話的能力

の重要性は学習の進展に呼応して､着実に増加する｡

(入門期) (中間点) (到達点)

図 3

(3)コミュニケーション能力の特異性と普遍性

日本での英語教育のような外国語教育という枠組みの中でコミュニケーション能力を

追求して行く場合には､コミュニケーション能力一般についての理論的考察に加えて､

発信者か受信者のいずれかあるいは両方がコミュニケーションの手段として使われる言

請(この場合は英語)を母国語としない学習者であることに起因する､特殊事情を絶えず

考慮に入れておくことが必要である｡

まず､発信者と受信者がことばを共有していないことは､ことばの背景にある文化を

も共有していないことを意味する｡これは､日本の英語教育で目指すべきコミュニケー

ション能力が､異文化間コミュニケーション能力であることを示唆する｡コミュニケ-

ションという人間の営みは､その背景にある社会や文化についての当事者の間での暗黙

の共通理解を前提として行われている｡異文化間コミュニケーションでは､その共通理

解が､皆無とは言わなくともごく限られているのか普通である｡さらに問題なのは､当

事者双方が､通常､そのことに気付かず､自己の社会的 ･文化的通念を当然のこととし

て相手にも押し付けることにある｡異文化間コミュニケーションは､異文化理解の場と

いうよりも､異文化誤解の場であると言っても決して誇張ではない｡異文化間コミュニ

ケーションの成否は､当事者がいかに自己の文化的束縛から自由になれるか､そして､

いかに相手の無意識的ではあるが一方的な文化的観念の押し付けに対して寛容になれる

かにかかっている｡その意味で､外国語コミュニケーション能力は､文化交渉能力(cul-

turalcompetence)として捉えなおすこともできる (Ⅹrasnick1984)0

その一方で､学習者が既に母国語を習得しているという事実は､外国語コミュニケー

ション能力の何割かは既に獲得していることを意味する｡図4が表す duaトiceberg理

請(Stern1983:346)によると､英語コミュニケーション能力を獲得しようとする日本人

学習者は､表面には出てこないが､学習開始時点で既に目標の3分の2は達成しているこ

とになる｡英語も日本語も同じ人間が話すことばである以上､当然の事であろう｡指導
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に当たっては､この水面下に隠れた共通基盤を英語コミュニケーション能力を育成して

いく上での資本として､効率よく活用していくことが望まれる0

2.コミュニケーション能力をどう育成するか

CLTが日本の英語教育に導入されて既に久しい｡現在､中 ･高の教育現場では､ゲー

ムを初めとして情報の授受に焦点を当てた各種のコミュニケーション活動が活発に展開

されている｡ここ数年来のALTとのティーム･ティーチングの普及は､この動きに拍車を

かけてきた｡その半面､木を見て森を見ずという諺のごとく､コミュニケーションを意

識するあまり､形式的な些末主義に走り､ゲームなくしてコミュニケーションにあらず

という傾向が現れてきたことも否めない｡コミュニケーションという青い鳥を追いかけ

ているうちに森の中で道に迷ってしまうことのないように､コミュニケーション能力育

成に向けての基本的な指針を再確認したい｡

(1)使うために学ぶ姿勢から使いながら学ぶ姿勢へ

英語コミュニケーション能力(意思伝達能力)を育成して行こうとする場合､教師一人

一人が学習開始時からコミュニケーション能力の獲得という最終目標に至るまでの全体

的なプロセスを念頭に入れておくことが望ましい｡そのプロセスについては､理論上､

二つの考え方が可能である｡次の図5及び図6は､その二つの考えをモデル化したもの

である｡

どちらも英語コミュニケーション能力の獲得という最終目標は同じである｡しかし､そ

の最終目標に到るまでのプロセスは､背後にある外国語学習観を反映して､大きく異なっ

ている｡図5は､コミュニケーション能力を構成している下位能力に順位を付けて､一

つ一つ順番に積み重ねて行って､最終的に目標のコミュニケーション能力を完成させる

という立場を衰している.ここではこれを Accumu-1ationModelと呼ぶことにするO

その背後には､いわゆる masterylearningの思想が働いている｡基本的には､英語を

｢使うために学ぶ｣という姿勢の現れである｡その典型は､文法シラバスに則ったアプ

ローチで､わが国の学習指導要領のバックボーンを形成してきた教育観もこの部類に属

する｡

このモデルの弱点は､コミュニケーションのための準備段階の必要性が強調されるあ

まり､最終目標に至るまで学習が実際の言語運用には直接関係しない､よって学習者に

はその有用性がいまひとつははっきりしない操作的な学習に終始しがちな点である｡次
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の稲村(1974:16)の指摘はその点を鋭く突いている｡

外国語の教師は､学習の当初から､発音 ･文型 ･文法 ･綴字そのほかすべての

面において ｢正しさ｣を要求する｡… 教育する立場としては､ ｢正しさ｣

を達成しなければ communicationをしてはならないと考えたくなる｡その ｢正

しさ｣を追い求めているうちに学校教育が終わる｡

この問題点を克服するために､ここでは図6に示されたモデルを支持する｡これは､入

門期から学習者を教室内コミュニケーションに従事させる中で､彼らの英語コミュニケ

ーション能力を徐々に育てて行こうとする立場で､ElaborationModelと呼ぶことにす

る｡基本的には､learningbyusingつまり英語を ｢使いながら学ぶ｣という姿勢の現

れである｡スミング ･スクールに通う子どもちは､初日からプールに浸ることになる｡

最初はただ浮いているだけで､とても ｢水泳｣とは言えないかもしれない｡そのぎこち

ない泳ぎもプールに入る機会が増すに連れて､次第に水泳らしくなってくる｡子どもた

ちも日一日と自分たちかうまくなっていくことを実感する｡コミュニケーション能力の

育成も同様に､英語でのコミュニケーションに浸りながら徐々にその形が整ってくると

考えたい.例えば､喉が乾いた時の WateT,Please!という発話は､C()uldIhavea

glassofwater,Please? という発話と､意思の疎通という点では等価である｡ただ､

後者の方がより洗練された発話となっているだけである｡

英語教師の仕事は､詰まるところ､生徒のコミュニケーション能力の洗練作業に他な

らない｡たとえ単語一語だけでも､立派にコミュニケーションはできるという立場に立

てば､中学校 1年次からでも授業にコミュニケーション活動を導入して行くことは可能

である｡伊藤 (1986:19)は､ ｢たとえ限られた言語要素による限られたコミュニケーショ

ン活動であっても､それによって生徒は ｢英語が使える｣という喜びと達成観を味わい､

自ら学習への動機づけを高めることができる｣という立場から､中学生 ･高校生 ･大学

生それぞれのレベルに応じたコミュニケーション能力の育成を提案しているが､全く同

感である｡

ただ､コミュニケーション能力をどのように育てて行くかという問題は､AccumulatlOn

Modelと ElaborationModelのどちらを選ぶかという二者択一の問題ではない｡外国

語学習という複雑なプロセスが単一のモデルですべて賄えるとは思わない｡どちらのモ

デルもある面では外国語学習の真理を突いているし､どちらも問題をはらんでいる.要

は､とちらをより基本的と考えるかである｡筆者は､後者を基本とし､前者がその足り

ない部分を補うという構図が安当だと考える｡

(2)コミュニケーション活動を授業の中核に

英語授業の中で行われるコミュニケーションは､伝えられる情報の中身によって3種

類に分けられる (Krumm1980)｡一つ目は､英語という言語や英語でのコミュニケーショ

ンについての情報である｡文法説明はその典型で､その他､発話の機能やレジスターに

ついての説明もこれに含まれる｡この種のコミュニケーションがコミュニケーション能

力の育成にあまり寄与しないことは既によく知られている｡二つ目は､英語がコミュニ

ケーションの手段として使用されている実際の生活場面(たいてい英米でのもの)を教室
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内に再現して行われるコミュニケーションで､ロール ･プレイ､シュミレーション､ス

キットなと､CLTにおいてよく使用される言語活動がその典型である｡三つ目は､教師

が生徒に指示を与えたり､質問したりする時や､逆に生徒が教師の質問に答えたり､自

分の意見を発表したりする時なとに行われるコミュニケーションで､いわゆる教室英語

はこの種のコミュニケーションが英語でなされる典型である｡本稿では､これらを順番

にメタ ･コミュニケーション､疑似コミュニケーション､真正コミュニケーションと呼

ぶことにする｡

コミュニケーション能力の育成を目指した従来の指導においては､疑似コミュニケー

ションが俄然主流であった｡しかし､ ｢使いながら学ぶ｣という発想に立てば､この種

のコミュニケーションもさることながら､英語を使って行う真正コミュニケーションを

それ以上に多く取り入れるべきではなかろうか｡なぜなら､前者よりも後者の方か､英

語を使うことの authentlCityか高いからである｡疑似コミュニケーションにおいて伝

えられる情報は､ロール ･プレイに代表されるように､ある意味では作られた､借物の

情報であるが､真正コミュニケーションにおいて伝えられる情報はまさに話し手の生の

情報で､それだけ本来のコミュニケーションの姿に近い｡- 疑似コミュニケーションに

ついては､その価値を十分認めるとしても､授業での位置付けが問題になってくる｡従

来､ロール ･プレイなどの疑似コミュニケーションは､とかく､図7のように､学習活

刺 (skill-getting)から言語活動 (skilLuslng)へという意図から､授業の中心とい

うよりは､むしろ発展的 ･応用的存在(点線で表示)と見なされ､比較的時間に余裕があ

る時に行われかちであった｡しかし､ ｢使いながら学ぶ｣という発想に立つ以上は､図

8のように授業の中核､すなわち､その日の学習内容を定着させるためにはなくてはな

疑イ以コミュニケーション

図 7 図 8

らない存在(太線で表示)として位置付けたい｡

例えば､目標構文が仮定法だと仮定しよう｡時制に関する七面倒な文法説明は後回し

にして､まずは､Iflweretheprinclpalofthisscho()1,Iwould～ のような英文

フレームを定式表現として提示し､それを使って生徒の率直な気持ちを発表させてみよ

う｡El頃生徒が思っている事が一気に英語を通して噴出してくるはずあるOその場合､

生徒は自分の意思を英語という外国語を使って確実に伝達しているのある｡きっと､英

語がコミュニケーションの手段として身近に感じられるに違いない｡言語習得研究にお

いても､この種の定式表現かコミュニケーション能力の形成過程において重要な役割を

果たしていることが報告されている(Hakuta1974;Nattlnger&DeCarrico1992)0
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(3)全体学習と部分学習の融合

人間の成長には､ビタミン･蛋白質 ･カルシウム ･炭水化物などの栄養素が必要であ

る｡これらの栄養素は､普通､我々が毎日の食事で口にする食べ物の形で摂取される｡

しかし､人には好き嫌いがあり､栄養素も片寄りがちになる｡不足気味の栄養素は､個

別に錠剤などの形で補うことができる(図9)｡スポーツ選手なとは､筋肉や骨を人一倍

強化するために､特別に栄養素を補うことがよくある｡マラソンの選手などが､カルシ

ウムを特別に補給していることはよく知られている｡理論的には､普通の食へ物を食べ

なくても､個々の栄養素を個別に摂取していけば､人間の生命は一応保てることになる｡

しかし､食べ物を食べた時のような満足感は決して味わえないし､美味しいものを食べ

る楽しみ､見る楽しみ､作る楽しみなども味わえない｡つまり､食文化が形成されない

のである｡

これと同じことが､コミュニケーション能力の育成についても言える.コミュニケー

ション能力は､文法的能力､社会言語的能力､談話的能力､方略的能力という四つの下

位能力に支えられている｡理論的には､下位能力を個別に蕃成して行くこと､つまり､

特定の下位能力をターゲットにした部分学習を積み重ねることによっても､コミュニケー

ション能力は一応育成できる｡しかし､これが実際の言語運用に役立つという保証はな

いし､そもそも､下位能力だけを個別に鍛えるだけでは､ことばを使う楽しみを味わわ

せることはできない｡言語文化も生まれないOことばを使う楽しみを味わわせるために

は､やはり､ことばそのものを本来の目的であるコミュニケーションのために使わせる

こと､つまり､英語を使っての全体学習が是非必要である｡個々の下位技能も､全体学

習の中で育っていく｡しかし､母国語習得と違って､教室での学習においては､とうし

てもコミュニケーションの環境が不自然にならさるを得ない｡おそらく､全体学習の中

での下位能力の発達にも片寄りが出てくるであろう｡そこで､発育が不十分な下位能力

だけをターゲットにした部分学習も時として必要になってくる(図10)｡従来の日本の英

語教育の問題点は､部分学習に走りすぎた点であろう｡教室でのコミュニケーション能

力の健全な発育には､コミュニケーションを主体とした全体学習を基調にしながらも､

特定の下位能力の補強を目指した部分学習を適宜加味していくという構図が適当だと考

える｡
人体の発育

ビタ ミン
蛋白質

カルシュウム

炭水化物 etc

図 9
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コミュニケーション能力の発達

言語活動
(全体学習)- 還 蓋蛋能力 → 巨 垂司

方略的能力

図 10

3.コミュニケーション能力の育成とメディアとの関わり

(1)メディア観の変革

メディアとは､一般には ｢媒介｣｢方法｣｢手段｣の意味であるO藤樹(1991:90)は､

MacLuhanのメディア観に基づいて ｢人間が発明した①各種の道具 ･機材などの hard-

wareと､②言語 ･法律 ･各種の制度などの softwareの両面にまたがる人間の諸器官の

もつ諸能力の延長として機能する発明物の総称｣という､厳密な定義を与えているが､

英語教育の分野では､普通､教室での教師による言葉での指導を補完するために利用さ

れる各種の補助教具 ･教育機器を総称してメディアと称している場合か多い｡外国語教

育において各種のメディアが利用される背後には､外国語の学習に限らず､なるべく多

くの感覚に訴えた方が大きな学習効果が期待できるとする､いわゆる Multi-sensory

Approachの思想が働いている｡これと開通して､各種教授メディアは､ ｢人間の感覚系

統に応じる特性の上から｣視覚メディア､聴覚メディアおよび視聴覚メディアに分類さ

れる(浅野 1968:1)｡要するに､従来の英語教育における教授メディアは視聴覚教育の観

点から把握され､主に学習効率を上げるための補助手段あるいは学習強化の道具として

利用されていたと言える｡

この伝統的なメディア観を否定するつもりはない｡CLTが主流となっている今日の英

語教育においても､視聴覚教具 ･機器としての教授メディアの利用は学習効果を上げる

うえで大きな力になっているし､今後も英語教育の中で重要な役割を演じていくものと

思われる｡ただ､以前と違って､生徒を取り巻く現実社会が急速に国際化し､情報化し

ている今日､各種メディアの性能はもとより､それらが社会で果たす役割も大きく様変

わりしている｡ほんの一昔前までは思いも付かなかった新しいメディアも生まれている｡

教室での利用を念頭に置くとしても､これらのメディアをただ視聴覚メディアとして位

置付けておくのは､明かにもったいない話である｡生徒が身を置く現実社会では､今ま

さに様々な情報が各種のメディアを通して迅速かつ多量に､時には国境を越えて伝達さ

れているという事実を踏まえて､教授メディアを新しく｢情報メディア｣として位襟付

け､その効果的利用法を模索することの重要性を強調したい｡

では､なぜ視聴覚メディアをl音報メディアとして捉え直す必要かあるのか｡それはひ

とえに､我々がここで問題にしている ｢コミュニケーション能力｣が情報伝達能力その

ものに他ならないからである｡情報伝達能力を育成しようとする以上､教授メディアも

8
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情報メディアとして利用することはごく自然なことである｡

(2)メディア観の変革が示唆するもの

これまで視聴覚メディアとして利用してきた教育機情メディアとして位置付けること

は､従来の視聴覚メディア教育の枠組みの中では比較的軽視されてきたメディアの価値

を再評価したり､従来とは全く新しい性格付けを行なったり､さらには､以前は教授メ

ディアの範噂に含まれていなかったものを新しく情報メディアとして位置付けることに

繋がる｡例えば､新聞は､以前の視聴覚メディアの枠組みの中ではメディアというより

教材として扱われてきた｡しかし､情報メディアとしては､昔も今も重要な社会的役割

を担っている｡情報メディアとしての特徴としては､一部写真や絵図も含まれるが基本

的には文字情報が主流であること､通信的コミュニケーションをその主な機能としてい

ること､不特定多数を対象にしたマス ･コミュニケーションの一形態であること､情報

移動の方向が一方向的であること､同じ情報メディアであるテレビやラジオと比較して

即時性の面では劣るが､伝えられる情報は詳細で持続性があること､などが挙げられる｡

メディア観の変革に伴って新しい性格付けが求められるものの代表は何と言ってもコ

ンピュータである｡今日､コンピュータを利用した教育 (CAI=Computer-assIStedIn-

struction)は英語教育の分野でも積極的に試みられており､CALL(Computer-assISted

LanguageLearning)という新しい教育研究活動を生み出した｡しかし､CALLでのコン

ピュータ利用は､現段階では高価な視聴覚ティーチング ･マシーンとしての利用か主流

で､情報メディアとしてのコンピュータの潜在能力が十分活かされているとは言いかた

い｡なるほど､以前は電子計算機と呼ばれていたように､コンピュータはこれまでその

高速演算機能故に人々の注目を集めてきた｡因みに､世界で最初のコンピュータは砲弾

の軌道を正確に予測するために開発されている｡今日でも､この高速演算機能はその魅

力を失っていないOしかし､最近では大量の情報を収めた巨大な電子デ-夕 ･ベースへ

のアクセス手段として､あるいは､迅速で比較的廉価な国際通信手段としても大いに利

用されている｡この現実を踏まえるならば､英語の授業でも､情報メディアとしてのコ

ンピュータ利用を強力に推進してもよいと思われる.現段階では､事務処理上の問題か

この方面での利用を難しくしている面もあるが､パソコン通信を英語授業の中に取り入

れる実験的試みは既にいくつかの教育現場で始まっている｡ ｢生涯学習の立場に立って

教室､学校を越える英語学習の発想を生徒たちに植え付けるためにも､パソコン通信の

利用価値は極めて高いものと言わなければならない｣という意見 (堀口 1991:147)は､

コミュニケーション能力の育成と関連付けてコンピュータの利用を考える上で､傾聴に

値する｡ラジカセやファミコンが全国の家庭に普及して行ったように､コンピュータも

そう遠くない将来､家庭に広く普及して行くであろう｡その点を視野に入れた将来を展

望する情報メディアとしてのコンピュータ利用がこれからの課題である｡

新聞とコンピュータを例に取り､視聴覚メディアから情報メディアへのメディア観の

変革がもたらす問題を論じたが､これはこれら二つの教授メディア以外のメディアにつ

いても言える｡個々の教授メディアについて､情報メディアとしての機能や性格をきち

んと把握した上で､その可能性を最大限活かして行く努力が､今後必要になってくるで

あろう｡いかなる情報であれ､必ず何らかのメディアを通して伝達される｡その意味に

おいては､有名なデールの ｢経験の円錐｣を思い浮かべるまでもなく､教室での学習の
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対象になっている言語(英語教育の場合は英語)そのものも情報メディアとして､それも､

抽象的で高度に記号化されているものの､最も基本的な情報メディアとして機能してい

ると言える｡本稿のテーマであるコミュニケーション能力の育成も､結局は､英語とい

う情報メディアを通して生徒の情報伝達能力を育成していくことに他ならない｡

(3)Task-basedApproachとの連携

情報とは､ ｢状況に応じた適切な判断を下したり､行動を取ったりするために必要と

される知識｣のことで(『新明解国語辞典』三省堂)､本来何らかの用途に利用されるこ

とを前提としている｡使われて初めて､価値を持つのである｡文法知識をいくら貯め込

んでも､実際の運用に役立たなければ､全くの無駄になってしまうのと同様に､いくら

大量の情報を集約したデータ･ベースであっても､利用されなければ全くの宝の持ち腐

れである｡そこで､教師としては､言語的 ･非言語的を問わず､情報メディアを通して

提示される様々な情報をいかに生徒に利用させるかに心を砕く必要がある｡文法を学ぶ

ことが目的になってほならないのと同様､情報を得ることだけが目的になってはならな

い｡あくまで､何らかのタスク､それもなる-く生徒にとって意味のあるタスクを遂行

していくために必要とされる情報を提供するものとして情報メディアを位置付けたい｡

この意味において､最近 CLTの中で大きな流れを形成している Task-basedApproach

の考え方は､参考になる｡

再びコンピュータを例に取るならば､実生活においてもコンピュータは仕事の道具と

して機能している｡コンピュータから得られた情報は､直接コンピュータとは関係のな

い別な用途のために利用されている｡筆者の場合､研究室のコンピュータから直接民間

のパソコン･ネットワークにアクセスすることも可能だし､大学の情報処理センターを

通して他大学の大型計算機センターや学術情報センターにもアクセスすることができ､

居ながらにして ERICなどの大型教育データ･ベースを利用することができる｡これら

のデータ･ベースから得られた貴重な情報は自分の研究の遂行に大いに役立っている｡

さらに､コンピュータは研究成果を発表するための研究論文の作成においても活躍して

いる｡コンピュータの利用は､決してそれ自体目的にはなっていない｡自分の研究とい

う仕事(タスク)の道具として活躍している｡英語の授業においても､コンピュータを刺

用するのであれば､高価なティーチング ･マシーンとしてだけ利用するのではなく､コ

ンピュータとは直接関係のない学習作業を遂行していくための道具としての利用も心か

けたい｡なぜなら､仕事の道具としての利用形態のほうか､実社会でのコンピュータの

利用形態に近いからである｡つまり､コンピュータを利用する場合､利用形態の authen-

ticityを上げる努力が必要と考える｡

従来の視聴覚メディアを利用した授業においても､様々な情報か生徒に提示されてき

た｡しかし､それらの情報は何かの作業の遂行に必要な情報というよりはむしろ､現に

教室で行なわれている学習を強化するための情報であったり､単に学習者の興味を喚起

するための情報という性格が濃厚であった｡例えば､テープ ･リスニングという学習活

動を例に取るならば､教卓の上のテープ ･レコーダーから流れる情報は､教科書に含ま

れる文字情報と内容的には全く一緒である｡センテンス･ストレスやイントネーション

など文字では表せない音声面での情報を含んでいることは否めないが､内容に関しては､
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文字で示すか音声で示すかの違いだけである｡要するに､テープ ･レコーダーによって

提示される情報は､教科書での学習を強化するためのものである｡教科書に付随あるい

は準拠したビデオ教材やCD教材の多くも基本的には同じ域にある｡

同じテープ ･リスこングでも､Task-basedApproachにおいては､教科書教材に含ま

れる情報とは内容的に全く違った情報､それも現に学習者が従事している学習活動を遂

行する上で必ず必要となる情報や新たな学習活動へのきっかけとなる情報が提示される

ことになる｡つまり､言語の使用を説明するための情報ではなく､言語の使用を促進す

るための情報が提示されることになるO平成6年度から高等学校に新しく導入されるオー

ラル ･コミュニケーションという科目の教科書には､この点での配慮が大いになされて

いる｡当然､教室でのメディアの利用形態も変化せざるを得ない｡

4.おわリに

コミュニケーションはメッセージの発信者と受信者との間での多面的な相互交渉の場

である｡言語技能でいえば､運用と受容の両面を含み､リスニング･スピーキング･リー

ディング･ライティングの4技能すべてに関わる総合的な能力である｡英語コミュニケー

ションと言えば､すぐに日常英会話､なかんずく英語のスピーキングを思い浮かべる傾

向か強いので､注意が必要である｡高等学校には新しく｢オーラル ･コミュニケーショ

ン｣という科目が加わるが､それはあくまでコミュニケーションの一面に過ぎず､ ｢リー

ディング｣や ｢ライティング｣の授業もコミュニケーションとして位置付けた指導が必

要である｡その中で､情報メディアをどうからませていくへさか｡さらに､ALTの活用

という問題も加わってきた｡英語の授業も大きな変革を求められている｡

ll



伊東治巳

【引用文献】

浅野 博.1968.｢教授 ･学習過程とメディア｣『教授メディアと授業j(講座 ･英語教

育工学第3巻)研究社,1968,ト21.

CanalC,M･19831Fromcommunicativecompetencetocommunicativelanguagepedagogy.InJ･C･

Richards&R･W･Schmidt(eds.),LanguageandCommunL-cattlon,Longman,1983,2-27.

Chomsky,N･1965.AspectsofEheTJzeoryofSyntax･TheMITPress･

Faerch,C･,Haastrup,K & Phillipson,R･1984･LeanerLanguageandLanguageLearnLng.

MultilingualMatters.

藤掛庄市.1991.｢ニューメディア｣『英語教育現代キーワー ド事典』(安藤昭一他編)増

進堂,1991,89-92.

Habermas,J･1970.Towardatheoryofcommunicativecompetence･InquLTy,13,3601751

Hakuta,K1974.PrefabricatedpattemsandtheemergenceofstructureinsecondlanguagcLearn-

ing,LanguageLearning,24/2,287-97.

Higgs,T.&Clifford,R･19821Thepushtowardscommunication.InT･Higgs(ed･),CurTt'culum,

Competence,andtheFor.eignLanguageTeacher,NationalTextbook,1982,571791

堀口俊一編.1991.『現代英語教育の理論と実践｣聖文社.

Hymes,D.H.197110ncommunicativecompctencc･InJIB･Pride& J･Holmes(eds･),

Soct'oLL'nguL-slics,Penguin,1972,269-93I

稲村松雄.1974.｢言語活動と文法の指導｣『英語教育｣1974年5月号,15-17.

伊東治El･1987. ｢CommunicativeCompctence再考｣ 『和歌山大学教育学部紀要 :教育

科学j第36集,41-59.

伊藤嘉一.1986.｢英語の学力とは｣『英語教師の常識(I)｣(伊藤健三 ･伊村元道編)大

修館書店,1986,15-21.

KrasT)ick,H.1984,FromcommunicativecompetenceI()culturalcompetence･OnTELWL'83,

TESOL,1984,209-21.

Krumm,H.1980.Communicativeprocessesintheforclgnlanguageclassroom･StudiesinSecond

LanguageAcquLSL'tion,3/1,71180･

Nattinger,J･R･&DeCarrico,J･S11992･LexicalPhrasesandLanguageTeachL-nglOxfordUni-

vcrsityPress(OUP).

Savignon,S.J.19831CommunicativeCompetence.Addison-Weslcy･Stern,HIH･1983･Funda-

mentalConceptsofLanguageTeachL-ng.OUP.

lZ



13



14



LL活用の現状と今後の見通し

LL活用の現状と今後の見通 し:

LLA関西支部アンケー ト ｢LLの活用と問題点｣をもとにl

枝幕 康代

竹内 理2

佐伯 林規江

同志社女子大学短期大学部

LLA関西支部は1993年 (平成5年)3月に､ ｢LLの活用と問題点｣について

アンケー ト調査を実施した｡調査結果は1993年6月に関西支部春季大会において概

略的に報告されている｡著者達はその調査に当初からかかわり､より精密な分析の必要

性を強く感じていた｡本稿はアンケート回答の素データをもとに､再集計と分析を行い､

関西地域におけるLLの活用状況とこれからのLLのあるべき方向をさぐるものである｡

はじめに :

LL(LanguageLaboratory)は､1940年頃からアメリカで本格的に外国語教育に使

用されるようになり､折りからの構造言語学と行動主義心理学の理論に基づいたオーディ

オ ･リンガル ･メソッドの波に乗って､急速に広まった｡日本にも1950年代にオーディ

オ ･リンガル ･メソッドと同時にLLが導入され､まず大学に広まり､次第に高校､中

学でも使われ始めた｡しかし､LL用の指導法や教材が十分でない､使い手が移動して

次の使い手がいないなどの理由で､LLは十分に活用されず境をかぶる結果となるもの

が少なくなかった｡

その後､新しい外国語教授法が次々と提唱され､より実際に近いオーセンティックな

言語活動の場を提供する必要性が指摘されるようになった｡一方､コンピュータや電子

工学の急速な発達にともなって､LLは音声だけでなく映像も提示できるようになり､

多様な言語活動の提供が可能になった｡多くのLL活用例が報告され､教材も多種開発

されるにしたがって､LLが見直されるようになった｡現在では､LLは大学レベルで

は 80%に導入されている｡しかしながら､中学 ･高校レベルでは 30%しか普及してI
いない (竹内 ･三根他､1994)｡

LLは改良されてきたが､まだいろいろな問題を持っている｡操作が複雑すぎる､機

能が限定されている､高額である等々の問題が指摘されている｡一方では､コンピュー

タの普及により､LLの形態が急速に変化し､教師はそれに対応する必要に迫られてい

る｡アメリカでは 1988年に IALL(TheInternationalAssoclatlOnforLearning
Laboratories)がその会員を対象にアメリカにおけるLLの現状調査 (Trometer,1989)

を行った｡Lawrason(1990)は､そのデータを分析し､LLは従来の伝統的な音声指導

の機器としてだけでなく､より柔軟な利用のできる LanguageResourceCenterとなっ
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ていることを指摘している｡日本においてもLLはそのような方向に進むのであろうか?

LLに興味のある教師は学会や講習会等でLL製造メーカーと接触し､個人的にいろ

いろ意見は伝えているが､その意見が十分に反映されていないのではないかという声も

聞かれる｡またLLはメーカー主体で開発され､操作性においても機能性においても､

ユーザーである教師には使いにくいものになっているとの意見もある｡これらの意見は

一部の片寄った意見であるかも知れない｡しかし､少なくとも､メーカーとユーザーが

協同して､同じ認識の上で､新しい時代に対応した新しいLLを求める努力をすること

が重要であることを示している｡

そこでLLA関西支部では､外国語教育にLLをどのように活用しているか､どのよI
うな問題があるか､今後どのような開発が必要かについて､教育現場の声を聞き､メー

カーと対話する機会を計画した｡それは 1993年 (平成5年)6月5日 (土)に ｢LL

A関西支部平成5年度春季研究大会 ･総会｣のテ-マ､ ｢LLの活用と問題点 :メーカー

とユーザーとの対話｣として実現したが､そのための基礎資料として､LLA関西支部

会員と関西地域のLL導入校を対象に､ ｢LLの活用と問題点｣についてのアンケー ト

調査を行った｡

調査日的 :

調査の目的は次の3つである｡すなわち､1)関西地域の教育機関がどのようにLL

を使用し､どのような問題をかかえ､どのようなLLを希望しているかを知ること､2)

コンピュータの導入にLLはどのように対応すべきかを探ること､3)LLのユーザー

とメーカーとの対話の土台及び共通認識の場を提供することである｡その目的に従って､

調査項目を次の6点に限定した｡

どのようなLL機種を導入しているか

どのようにLLを使用しているか

LLの使用頻度はどの程度であるか

LLの機能についての利用度､改善点はなにか

V. コンピュータ導入についての現状と問題点はなにか

ⅤⅠ. 今後のLLについての夢はなにか

調査方法 :

アンケートの回答方式は基本的に記述式とし､できるだけ自由な意見を求めることに

した｡質問状の配布と回収は郵送によって行った｡送付状には切手を張った返信用封筒

を同封し､できるだけ多くの回答を回収できるように配慮した｡配布対象はLLA関西

支部会員 350名､及びメーカーより資料提供のあったLL導入校 173校である｡実際

の配布数はLLA会員とメーカー推薦の重複を除いた 454校であった｡

調査は 1993年3月 25日から4月 16日の間に行われた｡回答回収数は 61であ

り､回収率は 13.4%であった｡回答の内訳は次の通りである｡なお便宜上､本調査で

は大学､短期大学､高等専門学校､専門学校を含めて､大学と分類し､高校と中学を併

せて中高と分類することにする｡
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調査結果と分析 :

回答のあった 61校のうち､LLを導入していない学校が 1校あり､また､各項目は

重複回答や無回答があった｡したがって､各項目での実回答校数を示し､そこに示され

る特徴を分析することにした｡

なお､項目Ⅰ.から IH.までは､教育機関か不明である5回答を除いて集計処理を

行ったが､ⅠⅤ.から Ⅴ.まではすへの回答を対象に集計分析を行った｡

l.どのような LL機種を導入 しているか

ト1.導入年次 (回答 55校) :

1966-1979 1980-1984 ,1985-1989 1990-1993 計

大学 3(5.5%) 3(5.5%) 13(23,6%) 15(27.3%) 34(61.8%)

中高 1(1.8) 1(1,8) 14(25.5) 16(29.1)

不明 1(1.8) 2(3.6) 2(2.6) 5(9.1)

1990年以降に新規に､あるいは入れ替えでLLを導入したと回答したのは 55校中

31校で､全体の 56.4%であった｡大学レベルと中高レベルの導入率に差はないが､中

高の中でだけでは 87.5% であり､このことは中高レベルでLL導入が最近多くおこな

われていることを示している｡
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l-2.機種名 (1990年以降に導入した 31校について)

アカイ ナショナル ソニー ビクター 計

大学 1(3.2%) 6(19.35%) 7(22.6%) 1(3.2%) 15(48.4%)

中高 2(6.5) 6(19.35) 3(9.7) 3(9.7) 14(45.2)

不明 1(3.2) 1(3.2) - 2(6.4)

ii- 4(12.9) 12(38.7) 11(35.5) 4(12.9) 31(100%)

I-3.操作のタイプ (1990年以降に導入した 31校について)

タッチスクリーン ペンライ ト スイッチ 計

大学 5(16.1%) 7(22.6%) 3(9.7%) 15(48.4%)

中高 2(6.5) 9(29.0) 3(9.7) 14(45.2)

不明- 1(3.2) 1(3.2) 2(6.4)

機種は全体では先発メーカーが優位を占めているように見えるが､大学/中高に分類

してみるとメーカ-間の差はない (x2=4.1,ns.)Oタッチスクリーン､ペンライ ト､

スイッチの方式の違いも差はないD

l-4.周辺機器について (回答48校) :重複回答

平均周辺機器数 ニ 大学 -7.6台 中高 -5.9台

最もよく使用する3周辺機器 : 大学(33校) 中高(15校) 計(48校)

ビデオ 33(68.7%) 14(29.2%) 47(97.9%)

教材提示装置 20(41.7) 8(16.7) 28(58.3)

カセットテープ複写機 9(18.7) 7(14.6) 16(33.3)

LD プレーヤー 9(18.7) 2(4.2) ll(22.9)

カセットデッキ 5(10.4) 1(2.1) 6(12.5)

アナライザー 4(8.3) 2(4.2) 6(12.5)

OfTP 2(4.2) 2(4.2) 4(8.3)

ビデオテープ複写機 2(4.2) 1(2.1) 3(6.3)

パ-ソナルコンピュータ 1(2.1) 1(2.1) 2(4.2)

ビデオプロジェクタ- 1(2.1) 1(2.1) 2(4.2)

ビデオキャプション 1(2.1) 1(2.1) 2(4.2)

方式変換ビデオ l(2.1) 1(2.1)
チューナ- 1(2.1) 1(2.1)

lLq
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最もよく使用する周辺機器の上位3機器は､全体ではビデオ(97.9%)､教材提示装置

(59.3%)､カセットテ-プ複写機(33.3%)であり､LDプレーヤー(22.9%)が次位であっ

た｡カセットテッキについては､本来なら最もよく使用する周辺機器の最上位にあげら

れるはずであるが､12.5%しか回答がなかった理由として次のことか考えられる｡すな

わち､カセットデッキはLLマスターコンソールに当然のように組み込まれているので､

周辺機器というよりもLL本体であると認識され､回答者は特に名前をあげなかった場

合が多いのではないかと思われる｡

Il.どのようにLLを使用 しているか

H-1.LL使用数科名 (回答53校) :重複回答

教科名 大 学(37校) 中高(16校) 計 (53校)

英語､英語演習､教養英語 19(35.8%) ll(20.8%) 30(56.696)

リスニング､L L,LL演習 17(32.1) 4(7.5) 21(39.6)

スピーキング 14(26.4) 4(7.5) 18(33,9)

発音､音声学 11(20.8) ll(20.8)

他外国語 10(18.9) 10(18.9)

通訳法､通訳練 習 3(5.7) 3(5.7)

作文 3(5.7) 3(5.7)
技術工学 1(1.9) 1( 1.9)

教科教育法､ 1(1.9) 1( 1.9)

その他 (大学) :国際文化学部専門科目､劇文学､米文学史､

LLを使用している教科については､全体では､上位3科目は､英請(56.6%)､リスニ

ング(39.6%)､スピーキング(33.9%)であり､大学､中高ともにこの3科目でLLを最も

使用しているが､その他の教科には､どのレベルの学生を対象とするかによって､内容

に差が現れている｡すなわち､中高ではほとんど英語科目のみでLLが使われており､

大学では広範囲の教科でLLが使われている｡

IトaILL使用目的 (回答50校) :重複回答

目的 大学(34校) 中高(16校) 計(50校)

リスニング訓練 32(64.0%)15(30.0%) 47(94.0%)
スピーキング訓練 16(32.0) 7(14.0) 23(46.0)
発音訓練 12(24.0) 1(2.0) 13(26.0)
文化理解 2(4.0) 1(2.0) 3(6.0)
文型練習 2(4.0) 1(2.0) 3(6.0)
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作文練習 2(4.0) 2(4,0)
通訳練習 2(4.0) 2(4.0)

ビデオ鑑賞 1(2.0) 1(2.0) 2(4.0)

絵合的英語理解 1(2.0) 1(2.0) 2(4.0)

読解訓練 1(2.0) 1(2.0) 2(4.0)

その他 (大学) :教職課程､英国演劇理解､英検/TOEFL､図書館員養成

(中高) :ディクテーション､語嚢､情報処理

使用目的についても､全体では､圧倒的にリスこング (94.0%)とスピーキング (46.0%)

訓練に使用されているのかわかる｡しかしその他を見ると大学レベルと中高レベルでは､

ニーズに違いのあることが示されており､LLは多様なニーズを抱えていることがわか

る｡また､現調査では､中高レベルで 1校だけ ｢技術工学｣科目で情報処理教育のため

にLLを使用しているが､今後LLに広 くコンピュータが導入され､インターネット等

の通信がもっと自由に使えるようになると､LL使用形態も変化するであろう｡例えば､

コンピュータ ･ネットワークを通して得た情報をもとに授業を展開することが増えると

予想され､その時には､LLの使われ方に更に多様なバラエティが加わることになるで

あろう｡

日 -3.LL使用方法 (回答49校) .重複回答

方法 大学 教員 (21校)大 学 職員(13校)中 高 (15校) 計 (49校 )

ビデオ 20(40.8 % ) 1 3 (26.5%) 9(18.4%) 42(85.7%)

オーディオテープ 19(38.8) ll(22.4) 8(18 .2) 38(77.5)

市販教材 4( 8.2) 2( 4.1) 6(12.2)

LDプレーヤー 3( 6.1) 3( 6.1) 6(12.2)

教材提示 1(2.0) 2(4.1) 1(2.0) 4( 8.2)

インターコム 3( 6.1) 3( 6.1)

テキス ト 2(4.1) 2( 4.1)

アナライザ- 1(2.0) 1(2.0) 2( 4.1)

プリント 1(2.0) 1(2.0) 2( 4.1)

キャプション 1(2.0) 1(2.0) 2( 4.1)

リズムボー ド 1(2.0) 1( 2.0)

パーソナルコンピュータ - 1( 2.0) 1( 2.0)

* この項巨において大学教員と大学職員に分類したのは職域によってLL使用方法に違いがあるかを探るためである｡

使用方法では､とのような機器をどのように使用するかを尋ねたが､当然のことなが

ら､全体ではビデオ (85.7%) とオーディオテープ (77.6%)が最もよく使用されてい

る｡個々には大学教員､大学職員､中高教員それぞれに違いがあり､職域や職制によっ

てLLの使い方が異なることがわかる｡
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JH. LLの使用頻度について

=l-1.週当たりの使用頻度 (回答50校) :

頻度/過 大学(35校) 中高(15校) 計(50校)

0- 5 回 13(26.0%) 8(16.0%) 21(42.0%)

5- 10回 3(6.0) 1(2.0) 4(8.0)

ll- 15回 5(10.0) 3(6.0) 8(16.0)

16- 20回 4(8.0) 1(2.0) 5(10.0)

週当たりのLLの使用回数については､5回以下という低使用が全体の 42.0% を占

めている｡しかし､21回以上使用する学校も､大学レベルでは20%､中高レベルでは少

数であるが4%あった.大学では外国語大学系に 100回を越える使用頻度のものがある

が､文系の大学や短期大学にも 30回以上の高使用頻度の学校か数校見られた｡

=l-2.LL使用教員数 (回答 51校) :

LL使用教員数 : 大学(36校) 中高(15校) 計(51校)

0- 5人 12(23.5%) ll(21.6%) 23(45.1%)

6- 10人 8(15.7) 3(5.9) ll(21.6)

ll- 15人 8(15.7) 1(1.9) 9(17.6)

16- 20人 2(3.9) 2(3.9)

21-120人 6(ll.8) 6(ll.8)

外国語担当教員数 : 大学(35校) 中高(15校) 計(50校)

0- 5人 12(24.0%) ll(22.0%) 23(46.0%)

一6- 10人 4(8.0) 3(6.0) 7(14.0)

ll- 15人 4(8.0) 1(2.0) 5(10.0)

16- 20人 1(2.0) 1(2.0)

21- 50人 9(18.0) 9(18.0)

LL使用教員が 5人以下の学校か全体の 45.1% あった｡レベル別に見てみると､5

人以下が中高では 73.3%あり､大学でも 33.3%ある｡このことは､LLかまだ十分に

使用されているとは言えない状態にあることを示している｡外国語担当教員に対するL

L使用教員の割合か 50%以下の学校は全体で34%であったが､LL使用教員数が外国語

担当教員数を越えている学校か 18% あった｡このことは､LLか外国語以外の教科や

教員にかなり使用されていることを示すものであり､注目する必要がある｡
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IH -3.助手の有無(回答 52校)

助手 大学(36校) 中高(16校) 計(52校)

常にいる 5(9.6%) 1(1.9%) 6(ll.5%)
年度始めに数回つ く

必要時につく 7(13.5) 7(13.5)
つかない 21(40.4) 15(28.8) 36(69.2)

助手の有無については､ ｢つかない｣が全体の 69.2% を占め､中高だけで見ると､

93.7%のLLに助手はついていないOこれは､LLの使用がほとんと担当教員のみに任

せられていることを示しており､教員の負担増になっていることは否定できない｡今後

LLが有効に活用されるためには､人的なサポー ト体制が必要であろう｡

IV. LLの機能について

川-1.役に立つ上位 3機能 (回答 48校) :重複回答

機能 大学教員(21校)大学職員(13校)中高(14校)計(48校)

カセットテープ複写機 6(12.5%) 5(10.4%) 7(14.6%) 18(37.5%)
ペアワーク 8(16.7) 1(2.1) 1(2.1) 10(20.8)
ビデオ 4(8.3) 1(2.1) 5(10.4) 10(20.8)
アナライザー 4(8.3) 3(6.3) 3(6.3) 10(20.8)
モニタ- 3(6.3) 2(4.2) 4(8.3) 9(18.8)
教材提示機 4(8.3) 1(2.1) 3(6.3) 8(16.7)
リピー ト機能 4(8.3) 2(4.2) 6(12.5)
インターコム 3(6.3) 2(4.2) 1(2.1) 6(12.5)
カセットテープ 3(6.3) 1(2.1) 1(2.1) 5(10.4)

C.キャプション 2(4.2) 2(4.2) 4(8.3)
強制録音 2(4.2) 1(2.1) 1(2.1) 4(8.3)
個別テレビ 1(2.1) 3(6.3) 4(8.3)
リモー トコントロール 1(2.1) 2(4.2) 1(2.1) 4(8.3)
モデルボイス 2(4.2) 1(2.1) 3(6.3)
プリンター機能 2(4.2) 2(4.2)
その他 :大学教員 :キュー信号､方式変換ビデオ､ビデオカメラ

LDプレーヤー､ブース .マイクロフォンの切り替えスイッチ

大学職員 :AAモー ド､外部入力､ビデオ複写機､マイクオフ機能

役に立つ上位 3機能については､全体ではカセットテープ複写機が 37.5%と最も高
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く評価され､続いてペアワーク､アナライザー､ビデオか各 20.8% であった｡大学教

員､大学職員､中高教員に分けてみると､役に立つ機能についての認識にばらつきかあ

るようにみえるか､上位4機能間でカイ二乗検定をおこなうとx2=7.926(df=6,ns)

であり､統計的には機能とユーザーの間に有意差がないことかわかった｡

しかし､大学教員では､役に立つ機能はペアワーク､カセットテープ複写機か上位2

位をしめ､次にビデオ､教材提示装置､アナライザー､リピー ト機能が同数で並ぶのに

対し､大学職員では､カセット複写機､アナライザーの次にはリピート機能､モニター､

インターコム､プリンター機能､リモー トコントロールがあげられた｡さらに中高教員

では､テープ複写機､ビデオ､モニターの順であった｡このことは､当然ながら､教え

る対象､仕事の内容によって必要とする LL機能に違いがあることを示している｡役に

立つ理由としては以下のことがらがあげられた｡

カセットテープ複写機 :時間の節約､授業と同時進行が可能､家庭学習に有効

ペアワーク : 自由な組み合わせでスピーキング練習ができる

アナライザー .時間短縮か可能､選択テス トに便利､データ処理の簡素化

ビデオ :視覚からの理解､楽しく学習､教材が豊富

IV-2 日頃使わない ･無くても良い上位3機能 (回答 34校) .重複回答

機能 大学教員(17校)大学職員(lo枚)中高(7校)計(34校)

アナライザ- 8(47.1%) 5(50.0%) 3(42.9%) 16(47.1%)

ペアワーク 7(41.2) 4(40.0) 4(57.1) 15(44.1)

カセットテープ複写機 5(29.4) 5(14.7)

Edit機能 2(ll.8) 2(20.0) 4(ll.8)

OHP 2(ll.8) 1(14.3) 3(8.9)

16mm映写機 2(ll.8) 2(5.9)

列別教材送出機能 2(ll.8) 2(5.9)

ビデオ 2(ll.8) 2(5.9)

ィ.ジエク卜ロック 2(20.0) 2(5.9)

モデルボイス 1(5.9) 1(10.0) 2(5.9)

教材提示装置 1(5.9) 1(14.3) 2(5.9)

コールボタン 1(5.9) 1(10.0) 2(5.9)

その他:大学教員 : 通訳機能､スライ ドプロジェクター､グル-プ機能

大学職員 .. パソコン､ リモー ト､Uマチック､外部入力､

オー トスキャン､ヘッドセット

中高教員 : レスポンス､AVスイッチャー､音声分析､オール

日常に使わず､無くてもよいと思われる機能については､全体では､アナライザーと
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ペアワークが 45.9%であり､次位はカセットテープ複写機 (13.5%)､Edlt機能 (ll.8%)

であった｡上位2機種にユーザー間の差はみられなかった｡

使わない理由として次のようなことが述べられた｡

･ アナライザー :操作か複雑､反応が遅い､授業形態とあわない､少人数クラスに

は不要､教材作成に時間がかかる､データの管理方法が不十分

･ ペアワーク :操作の説明が難しい､ヘッドフォンでの会話は不自然､能力差の

あるペアでは学習が困難､一斉授業のため学生か興味を示さない､

近くの人なら肉声でよいカセットテープ複写機 .聞きながら録音す

る､ノーマルスピードで十分

･ Edit機能 .操作が困難､ポースの位置がずれる､準備室でできる

上記の回答を見てわかるように､アナライザー機能とペアワーク機能については相克

する結果が出ている｡すなわち､一方では便利であると非常に高く評価されながら､一

方では操作が複雑､教材作成に時間がかかるなどの理由から無くても良いと評価されて

いる｡この結果は､ユーザーがLLに求める横合削こ大きな差があることを明確に示して

いる｡LLに高機能性を求めるか､簡易操作性を求めるか､今後のLLのあり方に対し

て重要な意味を持っていると思われる｡また同時に､高機能のLLを導入する場合には､

教員に教材作成の時間と操作サポートが十分に与えられる必要性があることを示してい

る｡

IV-3.改善すべき上位3機能 (回答 37校) :重複回答

機能 大学教員(15校)大学職員(lo授)中高(12校)計(37校)

カセットデッキ 7(18.9%) .2(5.4%) 3(8.1%) 12(32.4%)

アナライザー 4(10.8) 3(8.1) 1(2.7) 8(21.6)

カセットテープ複写機 1(2.7) 2(5.4) 1(2,7) 4(10.8)

ヘッドセット 1(2.7) 2(5.4) 3(8.1)

ビデオ 3(8.1) -3(8.1)

ペアワーク 3(8.1) 3(8.1)

Edit機能 2(5.4) 2(5.4)

教材提示装置 2(5.4) 2(5.4)

録音/強制録音 2(5.4) 2(5.4)

音声出力方式 2(5.4) 2(5.4)

個別テレビ 1(2.7) 1(2.7) 2(5.4)

ボタン耐久性 1(2.7) 1(2.7) 2(5.4)

その他: 大学教員 :スピーカー､ヘッドセット､OHP､コールボタン､

学生名入力､LDプレーヤー､
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改善の必要な機能については､全体では､カセットデッキ (32.4%)､アナライザー

(21.6%)､カセットテープ複写機 (10.8%)が上位3機能であった｡この項目については､

上位3機種にユーザー間の差は見られないが､下位を見るとユーザーの立場の違いによっ

て､日頃の使い方に違いのあることがわかる｡すなわち､大学教員がビデオ､ペアワー

ク､Edit機能等に改善の必要を兄いだしていることは､教師にとっての使用勝手に関心

があることを示しているのに対し､中高教員はヘッドセット､録音/強制録音､音声出

力方式など､生徒に直接的に影響する部分に関心を示している｡

改善の必要な理由として次のようなことがあげられた｡

･ カセットデッキ ･ カウンターメモリーが不正確､一時停止できない､オー トリ

バースがない､マスターコンソールに3台以上必要､ブースデッキに選択

メニュー機能をもたせる､テープ音量の調節巾を広げる､メモリー機能を

つける､クロム､ハイポジションテープ対応にする

･ アナライザー 操作の単純化､所用時間の短縮化 (印字に時間がかかる)､プ

リンタと接続､細かい評価分析を可能にする

･ カセットテープ複写機 . 音質の劣化を防ぐ､時間の短縮化

さらに､特徴のある意見として次のようなものがあった｡

a)モニター ･モニターした学生名がわかるように何かのマークがでるとよい､生徒モ

ニター､インカム等の動作に入るたびに､PGMモニターがOFFにな

るので､常にON状態にするべきである

b)画面切り替え .一つの作業に必要とする画面か複数あり､非能率的である

C)プリンター :レーザープリンターにできないか

d)ペアワーク .毎回ペアの組み合わせを変えるのに時間がかかるので､自動的にラン

ダムにペアが組み替えられると便利である対話者の顔､表情がモニター

にでるとよい

e)VTRのランダムアクセスが容易にできること

f)再生速度調節機能をつける

g)授業中好きなところに 1,000ms程度のポーズを簡単に入れることができる機能を

加える

h)コールボタン 突兜ミブザーか鳴り驚く､対応方法も複雑である
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IV-4 追加すべき上位3機能 (回答29校) :重複回答

今後LLに追加するべきだと思われる機能については､全体では､CALL(Computer-as-

sIStedLanguageLearning)あるいはマルチメディアと回答したものか17.2%であり､音

声分析 (13,8%)､CDプレ-ヤー (10.3%)が上位3機能であったO

しかし､回答は全体として大変ばらついており､個々のユーザーによってニーズや希望

に大きな違いがあることを示している｡

注目すべき意見として次のようなものがあった｡

a)中高と大学は使い方が違うので､数種の機種を出して欲しい

b)どのような機能が付け加われば便利かという以前に､基本的な操作 (カウンタ､

単純な教材の流し出し)かいかに簡単に正確にできるかということが最も重要であ

り､その上にいろいろなオプション機能がつけばよい

C)次の操作を行う場合に､現在の画面をクリヤーして (消して)次に移行するので

はなく､現在の画面にウィンドウを開き次の操作ができるようにしてほしい

d)アナライザーのように全体で一括して学生の成果を処理するのでなく､個々のブー

スの成果を個別に集計する機能がほしい

e)LLとコンピュータを一緒にすると種々の問題がある｡例えば､コンソールの負

担が重くなりすぎる､学生にマルチメディアを体験させたいなら､学生用の モニ

ターはタッチスクリーンにしないと机の上に機械がのりすぎる､アナログからデジ

タルへの移行をもっと推進しないといけない等の問題がある
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f)一人 1台のスピーチ トレーナー/音声波形提示機能をもたせる

g)ペアワーク中の状態を強制録音でき､相互の会話状態を確認できる機能が必要

h)各個人ブースで画面の on/offが可能になること

V.コンピュータの導入について

V-1.現在LLにコンピュータを導入しているか (回答 58校) :

大 学 (36校) 中高(18校) 不明(4校) 計(58校)

YES 14(24,1%) 8(13.8%) 22(37.9%)

NO 22(37.9) 10(17.4) 4(6.9%) 36(62.1)

V-2.導入しているコンピュータの機種 (回答 20校) .重複回答

機種 大学(14校) 中高(6校) 計(20校)

NEC9800シリース■ 7(35.0%) 1(5.0%) 8(40.0%)

NEC98N()te 1(5.0) 1(5.0) 2(10.0)

NEC/Macintosh 2(10.0) 2(10.0)

エプソン/Macintosh 1(5.0) 1(5.0)

NEC/Fujitsu/Macintosh 1(5.0) 1(5.0)

MAC 1(5.0) 1(5.0)

Fujltsu 1(5,0) 1(5.0)

パナコム 2(10.0) 2(10,0)

パナコム/IBM 1(5.0) 1(5.0)

IBM/Macintosh/NEC 1(5.0) 1(5.0)

V-3.コンピュータ利用の目的 (回答 20校) :重複回答

目的 大学(14校) 中高(6校)計(20校)

出席管理 6(30.0%) 2(10.0%) 8(40.0%)

成碗管理 5(25.0) 1(5.0) 6(30.0)

音声分析 2(10.0) 2(10.0)

教材管理 2(10.0) 2(10.0)

自作教材提示 2(10.0) 2(10.0)

クローズ ドキャプション読み取り 1(5.0) 1(5.0)

文書作成 1(5.0) 1(5.0)

アナライザ- 1(5.0) 1(5.0)

CAI/CALL S(15.0) 3(15.0)
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LLにコンピュータを導入しているのは､全体では､37.9%であった｡大学レベルで

は38,9%がLLにコンピュータを導入しているのに対し､中高レベルでは 44.4%であっ

たO

導入機種については､日本での高いシェアー率を反映して hTECが48.6%占めているが､

他機種も相対的に導入されており､ワークステーションを導入しているところが 17.4%

あった.大学､中高間に差は見られないO-つの学校で複数の機種を導入しているとこ

ろが 13.5% あった｡今後の導入については､従来の形にとらわれず､コンピュータの

機能とコンピュータを活用して何を教えたいかという教員側の目的によって､新しい導

入が行われてゆくのではないかと思われる｡

その利用は､出席管理に使われているものが最も多く､40%であった｡それに成績管

理をくわえると､回答者の 70%が CはⅠ(ComputerManagementInstruction)として使用

していることがわかる｡指導にコンピュータを使用していると思われれるのは､大学で

は､自作教材の提示､クローズ ドキャプションの読み取りと答えた3件 (15.0%)であ

り､中高では､CALL/CMIと答えた3件 (15.0%)であったo

V-4.CALL/コンピュータ教室の有無 (回答 55校) :

CALL教室 大学(34校) 中 高 (17校) 不明(4校) 全体 (55校)

yES 24(43.6%) ll(20.0%) 3(5.5%) 38(6 9.1%)

NO 8(14.5) 4( 7.3) 1( 1.8) 13( 2 3.6)

計画中 2(3.6) 2( 3.6) 4 ( 7.3)

V-5.C札L/コンピュータ教室の仕様 (回答 37校)

教室数/機種 大学(23校) 中高(12校) 不明(2校) 全体(37校)

1教室設置 8(21.6%) 12(32.4%) 2(5.4%) 22(59.5%)

2教室以上設置 15(40.5) 15(40.5)

NEC 10(27.0,6) 6(16,2%) 2(5.4%) 18(48.6%)

MacintOsh 6(16.2) 6(16.2)

Fujitsu 5(13.5) 1(2.7) 6(16.2)
Sun 4(10.8) 4(10.8)

Panacom 2(5.4) 2(5.4) 4(10.8)

IBM 1(2.7) 1(2.7) 2(5.4)

Hitachi 1(2.7) 1(2.7) 2(5.4)

CALL/ コンピュータ教室は､全体の 69.1% に設置されており､計画中を含めると

72.7%の学校にコンピュータ教室があることになる｡大学レベル､中高レベルでの差は

あまりない｡
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仕様については､1教室設置している学校は全体の 59.5% であるか､大学レベルで

は 65.2%が2教室以上設置している｡導入されている機種はNECが 48.6%をしめ､

以下はさまざまであるc

V-6.CALL/コンピュータ教室とLLとの関係 (回答 37校) :

大学(23校)中高(12校)不明(2校)全体(37校)

別教室別組織 22(59.5%) 9(24.3%) 1(2.7%)32(86.5%)

別教室だが管理体系は同じ 1(2.7) 1(2.7) 1(2.7) 3(8.1)

LLに組み込まれている - 2(5.4) 一 2(5.4)

CALL/ コンピュータ教室がLLに組み込まれているという回答は全体の 5.4% しか

なく､83.8%が別教室 ･別管理体系をとっている｡この背景には､いわゆる情報処理教

育と外国語教育の目的の違いが考えられ､この双方を1教室で行うことには無理が生じ

るからであろう｡

しかし､コンピュータ ･ルームでは情報処理だけ､LLでは外国語だけに限定するの

も現実的でないと思われる｡実際に情報処理教育用の部屋で英語の授業を行っている例

も多い｡またLLの利用目的の調査結果にもあるように､英語等外国語以外の授業でL
Lが使われている例も多くある｡コンピュータ教室とLLが互いにその特徴を活かして､

相互補完的に使用されるのか望ましいのではないだろうか｡

V-7.LLにコンピュータを導入しない理由 (回答 38校) :重複回答

理由 大学(24校)中高(11校)不明(3校)全体(38校)

予算 11(28.9%) 4(10.5%) - 15(39.5,6)

研究不十分 4(10.5) 1(2.6) 5(13.2)

管理/運用の問題 3(7.9) 2(5.3) 5(13.2)

操作が複雑 4(10.5) - 4(10.5)

他にコンピュータ教室がある 2(5.3) - 2(5.3)4(10.5)

必要性がない 1(2.6) 3(7.9) 4(10.5)

教員/事務職員不足 3(7.9) - 3(7.9)

LLに強い教員とコンビュ- 2(5.3) 1(2.6) 3(7.9)

夕に強い教員が一致しない

導入計画中 2(5.3) - 2(5.3)

部屋が取れない 2(5.3) - 2(5.3)

目的が違う 1(2.6) - 1(2.6)

効果の見通しがない 1(2.6) 1(2.6)

受験に適さない 2(2.6) 2(2.6)

システムとして未完成 1(2.6)1(2.6)
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LLにコンピュータを導入しない理由としては､予算が十分にないというものが全体

の 39.5%であったoその他には､研究不十分､管FJ!運営の問題が各 13.2%､機械操作

が複雑､他にコンピュータ教室がある､必要性かないが各 10.5%であった｡コンピュー

タは受験に適さないので導入しないという意見か少数だが 5.3%あり､日本の中学 ･高

校に独特の考え方であると言える｡しかし､コミュニケーション重視の新指導要領が徹

底され､入学試験に音声テストか加えられることが当然になると､中高における英語の

授業形態は大幅に変わることが予想される｡その時には､コンピュータを含むメディア

の活用への要求が高まり､それに伴い新しい形のLLが導入されるようになるであろう｡

Vl.これからのLLについて :夢を語る

この項目は完全な自由記述式で回答を求めたので､多種多様な意見が出された｡それ

を筆者の判断によって､関連性の高いものをまとめ､下位項目に分類して整理した｡文

末の ( )の中の数字は重複する意見の数を示す｡すなわち同じ意見か2つあれば､文

末に (2)として表示した｡すこしニュアンスが違うと判断したものは､よく似た意見

であってもそれぞれ独立して提示した｡

Vl-1 今後のLLはどうあるべきか (授業と関連して) . 回答数 47
VI-1-i.ハードウェア面

-- ドウェアの面では､意見を次の4点にまとめることができる｡

[A]操作の簡易性 27.7%
[B] マルチメディア､コンピュータ化の必要性 23.4%

[D] 機能の充実 19.1%

〔C]個別学習に対応する必要性 4.3%

[A]操作の簡易性 (27.7%)
(1)機械操作が簡単であること (7)

(2)基本機能のしっかりしたシンプルな機種が必要 (3)

(3)メーカー間の違いをなくすこと

(4)機械に束縛されてLLを十二分に使いこなしていない

(5)メーカー間の機能競争にはうんざりする

[B]マルチメディア､コン ユータ化の必要性 (23.4%)

(1)マルチメディア機器を導入し､コンピュータ化する (4)

(2)マルチメディアLLの設置

(3)IndivlduallZed.nulti-mediastudycenterにする

(4)ビデオ,CD-ROMを各ブースに設置する

(5)CAI化するか､キーボード等の面倒なものは省く

(6)多種のメディア､資料に対応する機器を備えた多目的教室とする

(7)sltuationalcomunlCation学習のできるsimulationroomにする

(8)VTRは LDに,audiotapeは CDに,sequentialaccessは

randomacessにする
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[C]機能の充実 (19.1%)

(1)学生の活動状況か指導者に伝わるモニターにする

(2)のテープレコーダ機能をレベルアップする

(3)学習者に教材の反復回数､各設問の正答､誤答記録を提示す

る

(4)音声情報を含めて学習者の英語力を評価してフィードバック

する機能をつける

(5)学生用ブースにICメモリーをつける

(6)学生が使用しやすく､興味を持ちやすい機器を導入する

(7)徳易LL教室を語学で使用する全教室に設置する

(8)各ブースにTVモニターを設置し､音声と映像が送出できる

設備を高校､中も整える

(9)LLは機械的で冷たいイメージかある

(4.3%)

(1)readlng, Writingなどの基礎能力の自主学習､個別学習のた

めの新しい-ーウェアの開発の必要

(2)遅刻生､slowlearners等に対応するため､学生用ブースに

自習機能を持たせる

今後のLLについての意見で､-ードウェアに関したものの中では､操作のより単純

な､誰でもが使えるLLを求める声が全体の 27.7% で最も多かった｡特にその要望の

84.6%が大学レベルから出されたことは､大学でのLL利用者の範囲が広いだけに機器

の操作能力に差があり､全ての利用者に対応するのに苦慮している様子を現している｡

しかし､一方では､マルチメディアやコンピュータ化を求める意見も23.4%と強い｡現

状では､コンピュータを導入すると､機器の数と操作の数は増えると予想され､LLの

単純化､簡易化の要求にそわない｡このことは､今後のLLの二極化を示していると思

われる｡すなわち､より単純で基本機能だけを搭載したLLと､複数のメディアを組み

合わせた教材提示と個別学習ができる多機能なLLとに分かれるのではないかと予想さ

れる｡

機能については､学習記録とフィードバック機能を充実させる要望が強い｡このこと

は個別学習の要求に結びつく｡今回のアンケート結果は､これからのLLはLL自習室

を含め､それぞれの学生の興味と能力にあった学習ができるような環境を提供できるよ

うにならねばならないことを示唆しており､アメリカの IALLが 1988年に行ったLL

の動向調査 (Lawrason.1991)と一致するものであるo

V1-1-2.ソフトウェア面

ソフトウェア面の意見をまとめると次のようになる｡

[A] LLの利用分野 14.9%

[B] LLの役割について研究 14.9%
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[C] LLにおける教材開発 10.6%

[D] LLにおける教授法研究 8.5%

[A]LLの利用分野 (14.9%)
(1)Oral/Aural能力向上の場としてLLを利用する (3)

(2)Oral/Aural能力のテストを行う

(3)英語に関するさまざまな科目でLLを活用する

(4)外国語だけでなく幅広い分野でLLを利用する

(5)会話､ディベートに利用する

[B]LLの役割について研究の必要性 (14.9%)
(1)究極的には人間対人間のコミュニケーションの場が必要 (3)

(2)LL/マルチメディアにおける教師の役割

(3)LL､英会話､英文購読のように役割を分業させる

(4) 1つの教材における日本人教師､ネイティブスピーカーの教師､

LL教室の位置づけ

(5)LLだけが一人歩きすべきでない

[C]LLにおける教材開発 (10.6%)

(1)衛星放送､ビデオ等多角的学習補強教材を導入する (2)

(2)教材開発の必要がある

(3)学生が自由に個々の能力にあった教材を選択できること

(4)個人の実力にあった別ソフトを各ブースで学習できること

[D]LLにおける教授法研究の必要性 (a.5%)

(1)LL授業方法論研究体制の充実

例 :マルチメディア外国語教育研究所等の設立

(2)LL利用のコミュニケーション学習のあり方

(3)LLは一方的な受信型の学習になりやすい

(4)ビデオレターを外国と交換して学習動機を高める

LLの利用分野については､Oral/Aural能力向上の場として利用するという意見が3
件あり､最も多かった｡他には､Aural/Oral能力テストの場として､英語 (外国語)に

関するさまざまな分野で､語学だけでなく他分野でLLを活用するへきであるという意

見があった｡これらは回答数としては各1件と少ないが､今後のLLのあり方を示唆す

る貴重な意見と言えよう｡

LLの役割について､LLを利用したときのLL､教師､教材等の役割をどのように

位置づけるかが大切であると指摘する意見が比較的多かった｡特に外国語学習では機械

にたよらないコミュニケーション､つまりネイティブスピーカーとのコミュニケーショ

ンの必要性を指摘する声が3件あった｡これは教授法研究､教材開発の問題と関連して

おり､LL教授法研究体制を整える必要性を示していると言える｡例えば ｢マルチメディ

ア外国語教育研究所｣ (仮称)を設立することか大切であるという意見かあった｡
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ⅤⅠ一1-3.管理運営面

[A]LL自主学習室の必要性 (8.5%)
(1)LLを自主学習室としても解放する (2)

(2)授業専用のほかに学生用LL自習室か必要

管理運営の面では､LLの自習室を設置する､あるいは自習用に解放する必要性を指

摘する意見が8.5%あった｡これは回答数としては少ないが､-- ド面での個別学習に対

応するLLを求めることと関連し､今後のLLを考える上で重要であると思われる｡

Vト 2.学習者のコミュニケーション能力向上のため､どういうメディアを導入 し､ど

う使用すべきかつ問題点は何か?･ 回答数 36

V1-2-1.ハー ドウェア面

ハー ドウェアの面の意見は次のようにまとめられる｡

[A]映像､音声､文字の同時提示 30.6%
[B] コンピュータの導入 25.0%

[C] 機能向上 5.6%

[A]映像､音声､文字の導入 (30.6%)
(1)LD､Video､キャプションを導入する (4)

(2)各ブースに受像機を設置し､画面に現れる人と対話練習をし､両

者の 声を録音して､後でコメントや評価ができるようにする (2)

(3)音声多重放送/バイリンガル映画 (音声2カ国語/字幕翻訳付き)

を 使用して､主､副音声の切り替え､日本語訳のテロップを写し

たり消 したりする (2)

(4)相手の表情を見なから対話ができるように､簡単に使えて､良く

見える映像を導入する

(5)LD､CDの導入と複合機能を引き出せる設備を導入する

(6)立体映像とステレオ音響の導入による臨場感あふれる言語体験を

させ

[B]コンピュータの導入 (25.5%)

(1)コンピュータを導入する (2)

(2)コンピュータと学生が対話して関越解決やシュミレーションかで

きるようにする (2)

(3)マルチメティアコンピュータ学習システム

(4)中級程度ではデータベースで検索したものを作文する

(5)LDとパソコンを結合する
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映像､音声､文字の同時提示について､画面に現れる人物との対話を想定している回

答が3件あった｡また､ビデオキャプション､ビデオディスク､音声多重放送とLLの

連結を求める意見が7件あった｡これらは一種のマルチメディアを念頭においていると

思われるが､どの程度までメディアを取り込みプログラム化することを考えているかは

この項目では不明である｡

コンピュータの導入についても､どの程度の導入を考えているかは回答では明確には

示されなかった｡対話型やシュミレーション型の学習､データベース利用等具体的な利

用方法について述へているものが3件あったか､文字だけか､映像と音声も取り込むこ

とを考えているのかは指摘がなかった｡マルチメディアの導入と明確に回答しているの

ものが1件あったか､どういうマルチメディアかは不明である｡

その他としては､学習者の音声をマスターコンソールに一括同時録音できるシステム

や再生速度調節の機能を求める意見があった｡これらはLLの基本機能として導入され

るのか望ましいと思われる｡

Ⅴ1-2-2.ソフトウェア面

ソフトウェアの面の回答は次のようにまとめることができる｡

[A]AuthentlCな教材の導入 25.0%

[B]各種教材の充実 11.1%

[C] 自主教材の開発 8.3%

[A]Authenticな教材の導入

(1)映像､音声､文字をいろいろな形で授業に取り入れ､学習の動機

付け に役立てる (例 :CNN) (4)

(2)映画を導入する (2)

(3)日本語字幕なしの映画を導入する

(4)外国のニュース､TV番組､映画等を取り入れる

(5)原稿のない､即興の英語 (例､インタビュー)の聞き取り練習を

する

[B〕各種教材の充実

(1)ビデオ､映像を扱えるコンピュータ･ソフトを導入する
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(2)家庭での学習に幅か出るものを導入する

(3)学生の意見を十分反映できるメディアを導入する

(4)日常生活や文化的知識を盛り込んだメディアを使用して､特

別な状況だけでなく総合的コミュニケーション能力を育成す

る

[C]自主教材の開発

(1)内容､量的に短大の授業にふさわしく使いやすいビデオ教材

の開発

(2)パソコン､言語､動画､ビデオ､音声をミックスした自主教

材の開発

(3)市販の EFL教材よりも生徒に身近な自主教材を作成したい

Authenticな教材の導入については､映画､ニュース､TV番組を取り入れたいとす

るものかほとんどであった｡中には日本語字幕なしの映画や原稿のない即興の英語､た

とえばインタビューや立体映像 (バーチャル ･リアリティ)なとを授業に活用したいと

するものがあった｡

その他の教材について､教材そのものよりも､映像教材を処理するコンピュータ･ソ

フトウェアの導入の必要を述べているものがあった｡使い易いオーサリング･システム

の導入は､自主教材の開発にも重要であり､今後のLLの重要な課題の一つであると思

われる｡

自主教材の開発については､学習者に身近な話題で､量的にも内容的にもふさわしい

教材を提供しようとする姿勢か示されていた｡

ⅤⅠ一2-3. 問題点

問題点として挙げられた意見をまとめると次のようになる｡

lA] 予算､管理運営 27.8%

[B] 指導方法 19.4%

[C] 教員の負担 16.7%

[D] 著作権問題 5.6%

[E] その他 13.9%
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(3)入試対策の文法とコミュニケーション英語にギャップがある

(4)各学年のコミュニケーション能力設定の具体的な基準作りが

必要である

(5)TVゲーム/シミュレーション等は集団授業に向かない

(6)LDを導入すると独自性をいかに盛り込むかが問題である

[C]教員の負担 (16.7%)
(1)マルチメディア導入には教員の負担が大きい

(2)コンピュータを導入すると指導できる教員が少ない

(3)学内で人的摩擦の可能性がある

(4)LL無用論が多く､英語科教員間の理解が得にくい

(5)自主教材作成には時間の制約がある

(6)各種のメディアを導入すると使いこなすのか難しい

[D]著作権問題 (5.6%)

(1)映画､音楽､テープ等の著作権問題をどう解決するか (2)

[E]その他 (13.9%)
(1)究極のメディアは生のネイティブスピーカーである (2)

(2)機械としていかにネイティブスピーカーに近づけるか

(3)コミュニケーション能力の向上のために機械に頼りすぎるの

は疑問である

(4)LL教室とCALL教室は別にして1コマを半分ずつ使用す

る

問題点としては､LLは経費かかかり､予算がなかなか取れないとする意見か 27.8%

あった｡その中で､助手の必要性を指摘した意見が 5.6%あった｡

LLが現在十分に活用されていないとするならば､その大きな理由の一つが教員の負

担が大きいということである｡回答を見ると､今後コンピュータ､マルチメディアの導

入で､教員の負担が更に大きくなるのではないかとする危幌が強く現れている｡このこ

とは､コンピュータ化したLLを扱える教員とそうでない教員との差別を生む可能性が

あり､教員間の摩擦､LLへの理解を得難いという環境をつくり出す要因となる恐れが

ある｡使いやすいLLと教員研修が課題である｡

LLでの指導方法について､authenticな教材を導入した場合の学生の理解への援助

をどうするかを指摘する意見が 5.6% あった｡今後のLLのあり方の項目で､authen-

tlCな教材の導入を望む意見が強かったが､導入後の指導方法の確立も､これからの LL

の重要課題であるOまた､authenticな教材を取り入れると入試指導と一致し7まい問題

や､コミュニケーション能力の基準をどこに設定するかを指摘する意見があった｡

著作権問題に言及したものか､少数ではあるか 5.6%あった｡マルチメディアになる

と､TV､映画､歌などを教材に取り込むことが増え､著作権問題に抵触することが櫛実

になる｡今後教育的利用における著作権について LLAでも検討する必要がある｡

その他としては､LLとネイティブスピーカーの役割の問題を提起し､メディアへの
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疑問をなげかけたものが 11.1%あった｡この間題は繰り返 し現れており､LLの意義

を再検討する必要性を示している｡

Vl-3 現在のLLはマルチメディアの出現によりどう発展すると予測するか?I

回答数 37

V1-3-1.ハー ドウェア面

-- ドウェアの面では､次のような予測かされた｡

[A]成績等あらゆる情報処理か可能になる 13.5%
[B]学習形態が変化 し､個別学習が可能になる 13.5%
[C]デジタル化し､コンピュータ ･ラボになる 8.1%
[D]基本的に変化しない 5.4%

[E]その他 8.1%

[A]成績､出席等の管理 (13.5%)
(1)集団授業用にはアナライザーの結果をコンピュータで成績管

理する

(2)コンピュータは教師のpresentatl()nあるいは成範管理にのみ

使うLLと一体化させるとかえって非効率である

(3)Themulti一medialearningsystemswill/shouldbecome

dispersedandnetworkedthr()ughouttheuniverslty.

(4)あらゆる情報を記録できる､信鰍rtl三の高いブース用機器を中

心に構成される

(5)使用が簡単になり､短時間でデータ処理ができれば意義があ

る

[B]学習形態の変化と個別学習化 (13.5%)
(1)個人の能力にあった取り組みができる

(2)学生一人一人が自分で学習操作をするようになる

(3)個人の進度に即したメディアを個々のブースで一斉に学習で

きるように発展して欲しい

(4)視覚的な分野が発展し､CAl教室的になると思う

(5)コンピュータの処理速度の速さ､的称さ､LD&CDの映像､

音声の現実感との有機的統合ができればよい

[C]ディジタル化 (8.1,6)

(1)コンピュータ内臓になりコンピュータ ･ラボラ トノーに吸収

されてしまい､カセットテープの代わ~りにティジタルメモリー

に音声をおとせるようになる

(2)現在のブーステレコがディジタル化された媒体に代わり､視

覚資料､ 動画資料が頻繁に利川され､現在のマスタ- ･コン

ソールは消滅し､パソコンを組み込んだコンソールに変わる
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マルチメディアの出現によってLLはどのように発展するかについて､-ードウェア

面では､成続や出席等あらゆる情報の記録と処理ができ､またネットワークによって､

とこからでもその情報にアクセスできるようになると予測する意見が 13.5%あった.

マルチメディアによって学習形態が変化することは十分予測できることであるが､具体

的には個別学習の方向に進み､音声､映像の有機的結合が行われると予測しているO-

斉個別学習､すなわち､ ｢個人の進度に即したメディアを個々のブースで一斉に学習す

る｣形態を望む意見があったか､それは日本的教育環境では一つの理想形態であるかも

知れない｡テープレコーダのかわりに､デジタル化した媒体に音声を録音するようにな

り､現在のLLコンソールはなくなり､コンピュータが中心になると予測する意見が少

数ではあるが 5.4%あった.一方､マルチメディアが現れても､LLは基本的に変わら

ないとする意見も 5.4%あったO

その他の意見の中には､LLとコンピュータ利用学習との共存を危ぶむものがあり､

LLはコンピュータから切り離すべきとする意見か 5.4%見られた｡また､今後に対す

る究極の意見として､ ｢極限の機能を持ったLLが出現する｣というものがあった｡

ⅤⅠ-3-2.ソフトウェア面

ソフトウェア面での予測をまとめると次のようになる｡

[A]自学自習用のソフトが開発される 10.8%
[B]映画､映像の利用が身近になる 8.1%
[C]その他 8.1%

[A]個別学習に対応

(1)アドベンチャーゲーム形態のソフトか登場し､学生一人一人に違

う対応ができるプログラム化された問題の入ったフロッピーを用

い､ビデオの再生をしなから､各自がアナライザー (または音声)

で答え､機械は答えを判断して､その学生にふさわしい次の間題を

示す

(2)個人用には各種の自学自習用のソフトが開発され､機器の進歩に

ともない教材も進歩する
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(3)自学自習用のソフトが発展するであろう

(4)コンピュータの導入では､文法 ドリル等をゲーム感覚学習さ

せたい

[B]映画､映像の利用

(1)映像を自由に扱え､実際のコミュニケーションの場に近い環

境を作り出せるので､コミュニケーション能力の飛躍か期待

できる

(2)映像がもっと身近になる

(3)映画を利用したロールプレイ的なソフトが開発される

[C]その他

(1)-- ド面の先行に対して､ソフト面における､特に外国語教

育におけるLLの効果の検証が今後の課題である

(2)コンピュータは英語授業のプロセスの一部である

(3)反復の頻度が減少する

ソフトウェアについては､個別学習に対応するソフトか開発されるとする意見か10.8%
あった｡個別学習の内容の概略を述べたものが1件あったか､コンピュータ､即ちゲー

ムの図式かできあがっているようである｡ゲーム的要素以外にもコンピュータの特性を

生かしたソフトウェアの出現が期待される｡

映像については､映像が身近になり､自由に扱えるようになると予測し､その結果､

映画を利用したロールプレイ的ソフトが開発され､学習者のコミュニケーション能力が

高まると期待している｡しかし､著作権問題があり､どのような映像も自由に扱えると

期待するのは危険である｡

その他では､ソフト面における効果の検証の必要性を指摘する意見と､マルチメディ

アが導入されることで反復の頻度が減少すると危倶する意見もあった0

VI-3-3.管理運営面

管理運営の面でのマルチメディアの影響については次のようにまとめられる｡

[A]リテラシ-向上の必要性 10.8%
[B]教員負担の軽減 5.4%

[C]LearningLaboratoryになる 2.7%

[D]その他 10.8%

[A]教員のリテラシー (10.8%)
(1)管理運営が複雑化し､管理者と利用者のリテラシーが安定的

に向上しないかぎり発展は望めない

(2)マルチメディア/コンピュータに対応できるビジョンを現場

の学校の教師が持つことかできるか大いに疑問である

(3)使いこなせば､良い方向にすすむとおもう
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(4)いくらよい機械ができても人間にとって使いこなせないもの

はダメである

[B]教員の負担の軽減化 (5.4%)

(1)教師の片寄った問題を平均化する

(2)学生個人の作業が増え､担当教員は装置の操作以外に説明す

る必要がなくなる

[C]LearningLaboratory (2.7%)

(1)LearningLaboratoryとしての性格かつよくなる

[D]その他 (10.8%)

(1)何でもかでもCAIという風潮には疑問を感じる

(2)コンピュータが授業の全課程を占めるとは思わない

(3)LLとマルチメディアを関連づけるべきかどうかまだわから

ない
(4)機器は急速に進歩するが､人間が主体であることを忘れては

ならない

管理運営面では､まず､利用者も管理者もコンピュータ･リテラシーが向上しない限

り､LLの発展は望めず､使いこなしが難しいのではないかと予測しているものが 10.8%
あった.しかし一方では､使いこなせばよい方向にすすむという希望的予測もあるO

マルチメディアになることで､学生の作業が増え､教員は操作説明以外に説明する必

要がなくなるという極端な意見もある｡しかし､教員の役割を考えると､そのようなこ

とは起こらないと思われるが､回答が示すように､教員間の格差が少なくなることは起

こり得ると予測できる｡

LLはマルチメディア導入によって LearningLab｡ratory としての性格が強くなる

と予測している意見は1件しかなかったが､今後のLLを考えると､その可能性は高い

と思われる｡すなわち､外国語中心の LanguageLaboratoryから､いろいろな教科/

分野で活用でき､学生がそこに行けば必要な情報は､映像､音声､文字にかかわらず､

手に入れることができる場としての LearningLaboratoryになると思われる｡

その他としては､この項目においても､コンピュータや-ードウェアが先行し週きる

危険性を指摘したものか8-1%あった｡また､LLとマルチメディアを関連づけるへき

かとうか不明であるとする意見もあった｡

Vl-4 理想のLL像 . 回答数 40

V1-4-1.ハードウェア面

理想のLLについて､--ドウェアに関する意見は次のようにまとめられる｡

[A]シンプルなLL 17.5%

[B]個別学習に対応するLL 15.0%

[C]CALL/マルチメディア 15.096
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ルなLL (17.5%)

(1)初めて見た先生でも､機械に弱い先生でもす ぐに使い方がわ

かり､それでいて基本をしっかりとおさえたLL:コンソー

ルはしっかりとしたカセットデッキとミニディスクを搭載す

ること､学生用デッキはコンソールなみのしっかりしたもの

で､聞き取りの音量調節ができること､タッチシー トはダメ

である

(2)シンプルで､耐久性のあるもの

(3)学生にいたずらされても大丈夫なハー ドウェア

(4)省力化､簡単化して多 くの教師に使用され､かつ実用英語に

効率的なLL

(5)今はいろんな機能が多すぎる､もっと平易で使いやすいのが

あっても良い

(6)英語科の教師全員かLL利用ができ､操作か簡単であること

(7)授業でLLの機械にふりまわされないこと

LL (15.0%)
1)コンピュータ制御の完全な個別学習形式のLL･ファジイ理論

等の導 入により､学習者の関心､能力､etc.を分析 し､自

動的に 教材等を 提示してくれるシステム (知的 CAIとで

も呼ぶぺさもの)のLL､ 例えば､学習者の能力､成潰等か

ら自動的に繰り返 し回数､ポーズ時間等を判断するシステム

(2)各個人が別々の作業をするのに対応できる設備､できれば個

人使用に別のLLを設置する

(3)ワークショップ形式の授業において､学生か自由な時間に必

要な教材を選んで学習できること

(4)ヘッドホーンを非常に安価にし､自分専用のものを使わせた

い

(5)ヘッドセットは圧迫感の少ない耳かけ式のものに変えること

(6)ハンディキャップ着用の機器をそろえる

[C]CALL/マルチメディア (15.0%)
(1)マルチメディア教室とLL教室の併用ができること

(2)衛星を通じて外国の人と対話ができるシステムを教室に導入

し､学生 1人に対 し､相手も1人いるようにし､学生用モニ

ターはそれに対応すること

(3)集中した施設 (マルチメディアセンター等)を構想 したい

(4)自動的に各学生の学習記録かできるシステムで､LANを設置

し､学内のとこからでもサーバーで学生の情報を引き出せる

システム

(5)CAIを導入 し､英作文や音声分析装置を使っての発音練習を

する
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(6)外国語教育 (学習)のコックピット､simulationroomとなる

英語授業 一一 LL一一 CAI-- ネイティブスピーカー

ズの連係

理想のLL像について､ハードウェアの面では､シンプルで､使いやすく､丈夫なL

Lを望む声が 17.5% あった｡この要求は複雑なことはできなくてもよいから､誰でち

が使えるLLを目指したものである｡一方､個別学習やマルチメディアの可能なLLを

望む声もそれぞれ 15% あった｡これは機器に可能な限りの高度な仕事をさせ､学習の

動機付けと教育効果を高めようとするものである｡しかし､高度なLLを要求する一方

で､前項で見たように､利用者のリテラシーについて疑問をもっており､使いこなせる

かを危ぶむという矛盾もかかえているOこの回答結果は､ユーザーによって理想とする

LL像はまちまちであり､1形態のLLで対応できるものでないことを示している｡

V1 -4-2.ソフトウェア面

理想のLLにおけるソフトエア面の意見は次のようにまとめられる0

[A]ソフトウェアの充実 25.0%

[B]Authenticな教材の導入 7.5%

[A]ソフトウェアの充実 (25.0%)

(1)ビデオのソフトが増えること

(2)ハンディキャップ者用 (視覚主導/聴覚主導)教材とゆとりのあ

るテープ教材をそろえる

(3)テープライブラリーの充実

(4)コンピュータソフトの互換性が高くなりソフトが充実すること

(5)ソフトの充実が最も大切

(6)ソフトの開発がすすむこと

(7)ソフトの種類が増え､コストが値下がりすること

(8)ソフトの多種導入

(9)個別学習対応のソフトの改善

しいソフトウェア

[B]Authenticな教材を導入できるLL (7.5%)

(1)キャプションつきTVニュース最新版を毎週購入し､時事英語と

リスニングを結び付ける

(2) 自然な場面で用いられる言語教材､飽きのこないもの､練習量が

十分確保でき､各ユニットが短いもの､音声や映像はもちろん､学

習者の動きを必要とするもの

(3)世界中のテレビとラジオが録画録音のみならず､リアルタイムで

視聴できること
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ソフトウェアの面では､まずソフトの充実が理想のLLとして望まれているが､その

内容は､多種類のソフト､低価格､個別学習対応､機器の互換性､操作性に優れている

ことである｡注目すへき意見として､ハンディキャップ者用教材の充実をあげるものが

あった｡

AuthentlCな教材では､キャプションつき TVニュースの購入や外国の TV/ラジオ

のリアルタイム視聴があげられた｡理想的な教材として ｢自然な場面で用いられる言語

教材､飽きのこないもの､練習量が十分確保でき､各ユニットが短いもの､音声や映像

はもちろん､学習者の動きを必要とするもの｣という意見があった｡ ｢学習者の動きを

必要とする｣ということは､受信型学習から発信型学習を促進する教材を指摘しており､

これからのソフトウェアの方向を示していると思われる｡

ⅤⅠ-4-3.管理運営面

理想のLL像における管理運営面の意見は次のようにまとめられる｡

[A]教員 ･職員の体制の整備 35.0%

[B]LLのあり方 17.5%

[C]LL自習室の設置 7.5%

[D]ライブラリーとしてのLL 7,5%

[E]予算の充実 5.0%

[A]教員/職員の体制 (35.0%)

(1)LL教室､教材作成室 (準備室)､学生自習室､資料室が同

じラインに並び､確立した教官 (運営委員会)と事務官 (L

Lセンター)の組紙関係を作り､相互協力で研究開発を進め

ていくこと

(2)LL教室を使う､また外国語担当の全教点が意見を出し合っ

て､よりよいものになるような協力体制かいる

(3)教師に教材開発､準備､及び新しい--ド､ソフトの研究時

間があること

(4)英語担当教師ができるだけ交代でLL講座を担当する

(5)LL授業をテープをかけて休める楽な授業だと言う誤解をな

くす

(6)公立中学校の現状では人的な問題が多い :LLを十分に利用

できる教師側の時間確保が必要である

(7)専属の管理者 (事務)はもちろん､機器の修理ができる人､

教材作りのできる人 (ネイティブを含む)そしてそれを教え

る人がチームを組めば怖いものなし

(8)専任の､しかも専門的な知識と経験を有する事務官と技官が

複数いること

(9)ソフト､-ードの管理と教材選択の責任者がいること

(10)LL教室をいつもオープンにしておき､学生が好きなときに
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自習に利用できること､そのための専属の助手がいること

(ll)専任の助手が必ず必要

(12)多種多様の--ド､ソフトを扱う関係上､人事移動のない専門職

員育成が必 要である

(13)スタッフが揃っていて先生方の編集制作に寄与できること

(14)--ド面を援助する人材が1部屋に1人配置される体制をとれる

こと

[B]LLのあり方 (17.5%)

(1)LLのシステムは現状はお金と手間のかかる特別な存在であるが､

機能面から言えば特別なものではなく､従って､将来､技術が発展

し､コンピュータがもっと使いやすくなれば､音声､映像も統合さ

れ､教材もコンパクトになり､全ての教室に基本的なシステムとし

て導入されるのではないか

(2)学生が何を望んでいるかを第一に考え､教員の意見も十分考慮し､

一人でも多くLLを使用してもらうこと

(3)今までのような授業形態でなく､各学生の自習学習を促す場とな

るとよい :学習者が言語を習得することは面白いと思うように､英

語教育全体の中での位置づけを明確にすること

(4)学生が ｢LL教室の授業は好きだ､それによって英語力が伸びた｣

と言えるような内容のものになること

(5)もっと楽しく行けるようなLL教室

(6)マルチメディアによる集合教育現状より､少人数教育の実践のた

めのLLであるへきである

(7)LLでできることとネイティブスピーカーのできることを明確に

していくこと

[C]LL自習室の設置 (7.5%)

(1)授業用LLと自習用LLはそれぞれ独立した形で運営されるべき

であり､自習用LLには､学生が各自でソフトを編集できる機能を

追加すること

(2)自習室があり､夜8時頃まで学生と教官に解放されていること

(3)学生にLL こと

[D]ライフう リーとしてのLL (7.5%)

(1)LLは万博公園国立民族博物館のビデオブースのような ｢サービ

スセンター｣的役割を果たすようになる

(2) LL教室が英語に関するコア教室となり､雰囲気においても設備

においても学習の興味をそそるものであること､学生か自分で学習

テンポを決めることのできる英語のリファレンス教室､他教科､例

えば音楽科等でも使用可能なマルチ教室であって欲しい

(3)家庭学習につながる工夫ができないか
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[E]予算の充実 (5.0%)

(1)-ードとソフトの予算が豊富であること

(2)LLの配置される環境の整備

管理運営の面では､何よりも教員および職員の勤務体制を整備し､教職員の協力体制

と教材開発の時間の確保を望む声が 35.0% と圧倒的であった｡本アンケー トの ｢ⅤⅠ.

これからのLLを語る｣のセクションの中で､この問題に最も多数の意見が寄せられた

ことは､教員にとっても職員にとっても､その協力体制が最も切実な問題であることを

示していると思われる｡Humanresources(人材)の活用が､LearningLab,Resource

Labを含めて､これからのLLの鍵であろう｡

LLのあり方については､いろいろな意見があるが､総合すると､LLは学習の基本

システムとして各教室に設置され､学生の自主学習を促し､多くの人に楽しんで使用さ

れる場となることを望んでいる｡同時にここでも､LLの役割とネイティブスピーカー

の役割を明確にする必要性を指摘している｡

LL自習室の設置とライブラリーの充実を望む意見はそれぞれ7.5%あった｡今後LL

が個別学習に対応していくには当然の方向であり､機器の新規開発を待つまでもなく､

早急に充実されることが望まれる｡

LLを運営するためには､予算がなくてほならないが､予昇を問題としてあげた意見

は 5%と少なかったのは意外であった｡これは予算の厳しさを知りすぎているため､言っ

ても撫駄というあきらめがあるのかも知れない｡しかし本当に良い教育を目指すには､

今後はメディアの活用､特にコンピュータの活用は避けられず､ユーザーの側に明確な

指導計画案と機器導入案にもとづく予算計画が望まれる｡

まとめ

アンケート結果を各項目に従って､詳細に検討してきたが､--ド面で言えることは､

ユーザーによってLLに望むものが非常に違っており､それぞれの希望に対応すること

は1機種のLLでは不可能であるということである｡すなわち､今回のアンケートの回

答者の約半数はシンプルで使い易いLLを希望しており､残りの半数はコンピュータを

導入した高度なLLを望んでいる｡またLLの利用範囲は､従来の外国語学習中心から､

多様な教科で多様な使われ方をするようになっている｡このような状況において､LL

は今までのように1台のコンソールで全ての操作､活動を行うのではなく､目的別に数

種のコンソールと周辺機器が開発され､それに適した部屋が作られる必要がある｡そし

てユーザーは各自の利用目的と能力に従って機種を選択できるようになるのではないか

と予想される｡その方向にLLの開発か進んだときに始めて､メーカーとユーザーとの

共通の基盤ができ､ユーザ-の満足できるLLになるのではないだろうかo

LLは今後､教師主導の LanguageLaboratoryから､学生が個別学習や自学自習の

できる学生主体の LearningLaboratory/LearningResourceLaboratoryに移行して

ゆくと予測される｡その時に､コンピュータの役割が非常に重要になると思われれるが､
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コンピュータか今後ますます教育の現場で活用されるには､担当教員や職員はもちろん

のことながら､教育関係者全体のリテラシーの向上と協力が強く望まれるo

LLが活用されるためには､ソフトウェアの充実が大切であることは明らかである｡

カラフルな映像と音声を同時に取り込め､見た目にはなやかな楽しい画面を提供できる

ことは素晴らしいことではあるが､一方では､それらに気を奪われて肝心の学習がおろ

そかになる危険がないとは言い切れない｡そのためにはLLで何を教えるのか､どのよ

うに教えるのかという教育目標がしっかりと設定されていなければならない｡しっかり

とした指導案にもとづいたソフトウェアの開発が望まれる｡

LLの管理運営体制は関係者の最も関心のあることであることが今回の調査で示され

た｡多くの問題を含んでおり､一朝一夕に解決するものではないが､教員と職員の相互

の意志疎通をよくすることが肝心であろう｡管理者を含めた､全体の活動を見通せる管

理体制が求められる｡授業用に新しいい機器を導入するときには､目的と活用範囲､管

理体制を十分に考慮して導入しなければならない｡

今回のアンケートで､LLとネイティブスピーカーとの役割について言及する意見が

繰り返し述べられた｡この間題はすでに過去に何度も検討されたことではあるが､LL

が大きく変わろうとしている現在､もう一度検討する必要があるように思われる.その

意味において､アンケート回答にもあったように､LLAが中心となって､新しいLL

の教授法や目標を研究する研究所のような場を設立することも必要ではないだろうか｡

注

1. 本研究は 1993年度 LLA関西支部による ｢LLの活用と問題点｣のアンケー ト調

査をもとにしている｡アンケート回答の閲覧を許可されたLLA関西支部に感謝申し

上げる｡また､アンケート作成時にはLLA関西支部副支部長の原田高好先生に貴重

なご意見を頂戴した｡

2. 本論文の第2著者の所属は1994年4月1日より同志社女子大学学芸学部英文学科で

ある｡
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AppendJ'x

1993.3,25

LLA関西支部

アンケー トニ｢LLの活用と問題点｣について

1.現在どのような機種を導入しておられますか?できるだけ詳しくお答下さい｡

LLマスター ･コンソール :

導入年次 :

機種名 ･

タイプ :タッチ ･スクリーン､ペン･ライ ト方式､スイッチ方式

周辺関連機器 : 導入分に ○ をして下さい

機器名 .ビデオ､ 教材提示装置､ スライ ド･プロジェクタ

OHP､ 16mm映写横､ アナライザー､

カセットテープ複写機､ ビデオテープ複写機

CDプレーヤー､ レーザーディスクプレーヤー

パーソナル ･コンピュータ､ 音声分析装置

その他 (

周辺関連機器でよく使うものを3種類上げで下さい｡

( ) ( )( )

II.どの教科で､どのようにLLを使っておられますか?できるだけ具体的にお書き下さい｡ (回答欄が

不足の場合は､用紙を足すか､裏に書いて下さい｡)

例 ･教科名 : LL演習

使用目的 : リスニングカの育成

使用方法 : ビデオ教材とテープ教材を使い､学生テープ

にダビングする｡アナライザーでテストするo

教科名 :

使用目的 :

使用方法 :

教科名 :

使用目的 :

使用方法

目しLLの使用頻度はどれくらいですか?

あなた､またはあなたの学校､教科では上記の教科で何回LLを使用しますか?

教科名 ･ 頻度 ･ 回/週､月､年

数科名 : 頻度 . 回/週､月､年

あなたの勤務する学校では何人の教員がLLを使用しますか?

47



枝淳 康代 他

LL使用教員数 ･ 名

外国語担当教員数 : 名

助手はついていますか?

常にいる 年度始めに数回つく､ 必要時につく､ つかない

ⅠⅤ.LLの機能について :

1)あなたが使用/管理しているLLの機能で役に立つ機能は何ですか?

上位3機能を上げ､理由をお書き下さい｡

(例 .倍速録音､ペアワーク､アナライザー)

理由

理由 ･

理由 ･

2)あなたが使用/管理しているLLのきのうでほとんど使わない､無くても良いと思う機能は何ですか?

上位3機能を上げ､理由をお書き下さい｡

(例 :倍速録音､ペアワーク､アナライザー)

理由 ･

理由:

理由:

3)あなたが使用/管理しているLLの機能で改善の必要な機能は何ですか?

上位3機能を上げ､理由をお書き下さい｡

(例 :倍速録音､ペアワーク､アナライザー)

4)今後LLに付け加えるべきだと思われる機能は何ですか?

V.コンピュータの導入について ･

1)あなたの使用/管理しているLLにコンピュータは導入されていますか?

Yes No

2)どういう機種のコンピュータを導入していますか?

機種名 ･

3)何に利用していますか?

出席管理､成績管理､板書のかわり､CA1/CALL､音声分析､

その他

4)あなたの勤務している学校､学科はCALL教室 (コンビュ-夕設置教室)がありますか?

Yes 計画中 No

5)そのCALL教室はどのような仕様になっていますか?

(回答例 :NEC98VM 30台 1教室)

6)そのCALL教室は従来のLLとどういう関係になっていますか?

(回答例 LL教室とは切り放され､管理も別組織である/LL教室に組み込まれているo)

7)現在､LLにコンピュータを導入していない場合､なぜしていないのですか? 何が問題ですか?

ⅤⅠ.これからのLLについて 夢を語って下さい !1

1) これからのLLはどうあるべきでしょうか (授業と関連して)?
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2) 学習者のコミュニケーション能力の向上のために､どういうメディアを導入し､どのように使ってい

きたいと思いますか?そのときの問題点は何でしょうか?

3) 現在のLLは､マルチメディア (コンピュータ)の出現でどのように発展すると予測されますか､お

聞かせ下さい｡

4) ハー ド､ソフト､管理運営の面から､あなたにとっての ｢理想のLL像｣をお聞かせ下さい｡

Ⅴ日 アンケート結果を処理中に､回答内容についてもっと詳しくお尋ねする必要のある場合の連絡先を､お

差し支え無ければお香き下さい｡

連絡先 ･氏名 .

住所 :

TEL･

Fax:

以上､ご協力を感謝します｡
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マルチメディア時代のLLを考える

マルチメディア時代のLLを考える

野村 和宏

流通科学大学

はじめに

最近､特にマルチメディアという言葉をよく耳にするようになった.電子情報化時代

ともいえる現在､飛躍的に進んだコンピューター技術とデジタル技術を基にして､夢多

きマ ルチメディア時代の到来が語られることが多い.放送や通信の分野のみならず､当

然､教 育全般においても映像､文字､音声情報の一体化は､今後さらに発展が期待でき

るもので あり､そのための実践研究も着実に進められている.

この小論では､まずマルチメディアの-- ドと教育への波及効果を概観した上で､語

学教育の現場においてマルチメディア時代へ向かう流れの中で､考えておくべき問題点

を提 示し論じていきたい.

マルチメディアを考える

まず初めにマルチメディアの定義であるが､通常は ｢映像､文字､音声情報を一体化

して記録､再生したり､送受信できる技術や機器､さらに使い手とソフトか双方向のイ

ンタ ラクティブなもので､コンピューター技術とデジタル技術によって支えられている

もの｣ と考えておけば十分であろう.

これらの技術革新のスピードには目まぐるしいものがあり､マルチメディア時代に向

けて､多くの新しいフォーマットか誕生してきている.現行のNTSC方式ではあるか､

縦横比 9:16のワイ ドビジョン､-イビジョン伝送を可能にするためのミューズ伝送､

VHS方式の新しい規格のWVHS､-イビジョンLD､インタラクティブなゲームプ

レイを 可能にするレーザーアクティブ､1回のみ録音可能なCD-R､カラオケで主流

となりつつ あるCD-G､音声や映像をデジタルデータとして記録しコンピューターで

制御する対話 型のCD-Ⅰ､デジタル圧縮動画や音声が記録できるLDのCD版ともいえ

るビデオCD､ゲーム機やコンピューターソフトで既に大きく注目されているCD-RO

Mなど､現在のA VフォーマットはCD､LDを通してマルチメディアの世界とつながっ

てきている.D

このような先進のテクノロジーは教育と学習の形を変える大きな可舌巨性を持つもので

あるが､マルチメディア実現に最も近い位置にあるコンピューターとされるマッキントッ

シ ュの大学教育における活用については次のような発言もみられる.2)

｢コンピューターを導入する為のフィロソフィーがないままただ悪戯にコンピューター

を導入しても仕方がない.学生は ｢まなび｣の精神を育む機会か与えられば進んで自ら

学 習を始めるもので､マッキントッシュはコンピューターを自己の｢まなび｣の探求心や
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ざし集 団で一斉にある一定の目標に向かって推し進めるという現在の日本の教育にマッ

キントッ シュはなじまない.本当の意味での知ることの喜びや生き甲斐を兄いだせる教

育を目指す という教育観の変革を経てはじめてマッキントッシュは威力を発揮してくれ

るだろう.｣

ここに述べられている集団学習､個人学習という2つの形態はマルチメディアによる

教育を考える際に念頭におくべき重要な点である.つまり既存の視聴覚メディアの改良

型と して教室で集団学習に用いるのか､個別学習のために学生が個人的に利用するかで

ある.

ここで外国語教育現場におけるLLを例にあげて考えてみたい.大きな期待を持って

最新の機器を設置したにもかかわらず､結局使わなくなる場合が多くあると聞く.周知

のよ うに､LLはそれ自体教えることができず､利用したからといってそうでない場合

に比べ て必ずしも教育効果が上がるという保証もない.従って､何故LLを用いるのか

という前 提を明確に定めた上で､次に学習目標と学習内容を設定し､そのために必要な

LLでの指 導手段や方法を考えていかなければならない.ちょうどコンピューターを購

入してもソフ トがなければ役に立たないのと同じで､ただ単にファッションとしてLL

を導入すると結 果は自ずと見えているわけである.3)

マルチメディアを導入していく場合にも､何故それが必要で､何ができて何ができな

いのかを明確に考えておく必要があるだろう.大学の授業を考えた場合､従来の一方的

な講 義型の授業に対して､マルチメディアを有効に活用すればスライドやレーザーディ

スク､ コンピューター画像などのビジュアルな資料が次々と提示され､グループでの討

論や活気 あふれた授業展開が誰にでも出来るのでは､という期待に胸ふくらむのである.

しかしマ ルチメディアが定着していくためには技術力や価格などいろいろな要因はある

が､最終的 には ｢何かを表現したい｣という欲求に帰着するわけである.4)マルチメディ

アソフトで 対話する作業は､基のデータの作者が構築したものを別の個人か解体し組み

替えることを 意味するため､マルチメディアの世界は主体的で創造的な個人かいないと

成立しない.5) マルチメディアでこれまでに成功した例としては､ス-パ-ファミコンに

代表される家庭 用のコンピューター ･ゲームがある.子供に与えるのが可能なハードと

ソフトの価格設定 やインタラクティブなゲーム展開､複製の取れないパッケージ型ソフ

トの使用など､前述 のマルチメディア成功の条件をうまく満たしているのである.6)

外国語教育のためのマルチメディアソフトは実際にマッキントッシュ用などにみられ

るが､前述の個人の探求心､創造性を刺激するツールとしてのマッキントッシュの思想

から もわかるように､そのまま教室での集団教育に利用可能なものは少ない.そうなる

と現場 に合ったソフトを自主開発することになるが､これに要する労力と時間の確保は

難しい課 題となる,ソフト製作技術のプロではない教師が自主的にソフトを開発するに

は､教員に とっても大学行政側にとっても相当の覚悟が必要であり､しかも財政､時間､

労力の投資 に対して必ずしも結果は保証されていないという厳しい現実がある.そして

最悪の場合､ 夢をいだいて導入した教育のマルチメディア化推進も､結局ほこりをかぶ

ることになって しまう その現実の中で､例えば関西ではLLA関西支部メディア研究

部会や大学英語教 育学会関西支部CAI研究部会を中心とする活発な活動がみられ､教

材開発研究や授業研 究が進められていることは大いに敬服に値するものである.その実
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践から後に続く者は多 くを学んでいきたいと考えている.筆者も勤務校に設置されたマ

ルチメディア型教室の有 効利用に､将来大きくかかわっていくことになるはずである.

LLを考える

さて､ここでひとまずマルチメディアからはなれ､現在のLLについて考えてみたい.

LLA関西支部が 1993年5月に行ったLL機器導入校 61校へのアンケー ト調査があ

る.7) 設置されているLLはタッチスクリーン､ペンライト方式が 46校に対し､ス

イッチ方式は 15校である.使用目的はリスニングの指導が圧倒的に多くあげられ､役

立つ機能としては 倍速録音､ビデオ装置､テープの使用などが多かった.また逆に無く

ても良い機能として アナライザーやペアワーク機能か多くあげられた.今後LLの中で

改善を求めたい機能と しては多く列挙されたが､それらのほとんどは ｢操作か複雑であ

る｣という理由からであ った.それに対応してこれからのLLのあるべき姿はという質

問には､LLのマルチメデ ィア化と答えた7名を上回る 13名が ｢操作の簡素化を｣と

答えたのは興味ある事実である.

筆者も約 20年前､学生時代にオープンデッキが各ブースに設置された初期のLLで

英語を学んだが､それ以後､現在に至るまでのLLの変遷を実際に身をもって体験して

きた. テープレコーダーもオープンからカセットに代わり､ビデオデッキも普及し､さ

らにレー ザ-ディスク､コンピューターがLLに搭載されるようになった.その時々の

最先端の技 術を取り入れ､同時にあれも欲しい､これも欲しいという教師の願いをかな

えるため､何 でもできる多機能型LLを各メーカーが競い合って開発してきたわけであ

る.またこの競 争の背景には競合入札の制度がからみ､落札のために少しでも機能の数

を多くしておく必 要があるという苦しい胸の内も複数のメーカーから聞いている.

実際､このような多機能な機器を使いこなすためには､教師側にもそれなりのやる気

と適切な操作をマスターするための覚悟と練習が必要なのだが､それでも上記のような

アンケー ト調査結果が出ているということは､もう一度ここでLLの本質を問い直す良

いきっ かけになると考えられる.

一過性である音声を一般の者が自由に録音できるようになり､その録音したものを教

室で繰り返し再生できる方法を得たことで､外国語教育は大きく飛躍した LLが初め

て教 育現場に導入された時も､本来この徹底的な音声訓練を主眼としていた.現在はさ

らにビデオの普及により動画映像さえも同じように自由に利用できるようになった.こ

の映像と いう要素には注意が必要で､映像の理解というのは目に入る視覚情報を解釈し

ているだけ で言語を解釈しているわけではないことがある.もちろん言葉を支える文化

背景について の情報や､コミュニケーションとしての言語使用の場に役立つ表情や身振

りなどの情報を 映像を通して得ることができるが､やはり言語を学ぶ際はまず初めは言

葉とその音声が中 小になるということを忘れてはいけない.8)

この音声面の指導では発音､リスニング､スピーキングなどの指導か考えられるか､

集団学習の場としてのLLでは基本的な発音指導とリスニングの徹底訓練が一番適した

教授 内容であろう.LLの中にはランダムにペアを組んで対話の練習ができる機能もあ

るが､ コミュニケーションの訓練と考えた場合､ヘッドフォンをかぶってマイクから小

さな声で ポソボソ発話させるよりは､直接､相手の目を見て大きな声を出して練習させ
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るほうが自然である これはまたモデルヴォイスなる機能にもあてはまる このような

機能に頼って いては教室を離れて実際に言葉を使う場でしっかりとした声が出せるよう

にならない ヘ ッドフォンはきちんと音声を聞き､マイクは声を鮮明に録音するために

と考えるべきであ ろう.いくらLLといえども学生個人個人がきちんと音声を聞いた後

は､いつまでもインカムで教師対学生個人の活動を続けるよりは､教師対学生集団とい

う普通教室の対応の仕 方に切り替えるほうが良いと考えている LL授業での教師は単

なる機械のオペレーター ではなく､まず教師の人間性を生かした教育を中心にして､そ

れを効果的に補助する機械 装置がLLであるべきである.9)

筆者白身もLLでは音声訓練の他に映像教材を用いることもある.ビデオはあっても

レーザーディスクが用意されていない教材も多く､またコンピューターに取り組んで画

像処 理をして教室で取り扱える10)ようにしていないということもあるが､現在ビデオテー

プ による映像提示に特に不満は無い 最近のビデオデッキであれば経過時間を表示して

くれ るため､それを手かかりにして必要個所の頭出しも不自由することがないからであ

る.しかし音声提示に関しては､従来の語学教育現場で圧倒的に多く用いられてきたカ

セットテ ープには大いに不満があった.最大の問題は頭出しの不正確さと手間､繰り返

し使用の際 に生じる耐久性である.これらは既に市場に出て10年が過ぎ､広く一般に普

及したCDを 用いれば解決できる問題であるが､CDには自分で自由に録音できないた

めあらかじめ教 材が発売されていなければ使えないという別の問題か残っている.ll)

MDの活用とLL

筆者は教材の音質には非常にこだわりがあり､これまでも少しでも良い音で学生に聞

かせてやりたいといろいろと工夫をしてきた.DATか発売された際もデジタルの優れ

た音 質や頭出し信号記録などの特徴を生かし早速教室で使ってみたが､微妙な巻戻しが

難しか ったり､テープ上におけるデリケートなデジタル信号処理のために繰り返し再生

において 耐久性に問題があったりして､教室でのカセットの使用を駆逐することはでき

なかった.

このような状況の中で､1992年11月に初めて世に出たMD(ミニディスク)システムは

これまでの数多い問題点を一挙に解決できる画期的なニューメディアである.12)簡単

に言 えば自分で録音の出来る小型のCDというものである.マルチメディアを支えるデ

ジタル 技術を音声処理に活用したものであり､録音､編集が自由自在で､ディスクの特

徴を最大 限に生かしたランダムアクセス､デジタルの高音質などなど多くのメリットを

持つもので ある.13) 筆者は早速授業に導入し､その実践例と語学教育分野での将来の

大きな可能性 は既に 『英語教育』1993年6月号に発表したとおりである.

このMDは元々､需要か減り始めたカセットテープに将来取って変わる音楽メディア

として開発されたものであるが､音楽の録音だけでなく多方面で注目され､CDの発売

当初 に比べて倍以上の速度で現在普及か進んでいる.1994年1月の時点で既に､-- ド

ウェア 関連35社､記録用メディア関連16社､記録済ソフト関連17社のライセンス契約が

あり､音 楽ソフトの発売も国内外で1,300タイトルを越えている.14)ハードも据え置き

デッキ型､ ポータブル型の両方で多くのメーカーから特徴のある製品が発売されており､

今後､低価格化に比例してさらに急加速的に広まるものと思われる.15) ここで重要なこ
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とは元来一般市場向けのメディアであるため､ひとたび慣れてしまえば操作は簡単､価

格も個人で十分購入可能であるということである LLに限らず教育現場で用いられる

教育機器には､教師がその設置された場所へ行かなければ全く使用不可能なものもある

が､これは教師の 足を遠ざけることにつながる.また消耗品の価格も個人でも手の届く

ものでなければならない.その点で一般個人用のMDシステムが教師自身でも購入でき､

自分の家でも教材編 集などの授業の準備ができるというのは大きな利点となる.

筆者はMDデッキをLLや普通教室に持参し､ビデオデッキの外部入力端子に接続し

て音を出して使用している.MDではランダムアクセスが可能であるためカセットのよ

うに 授業毎に頭出しに神経を使う必要はなく､効率良い音声教材の提示やリズムのある

授業展 開は実に快適で､もうカセットに戻ることは全く不可能になった.16) 称に教材

の頭出しは教師の誰もが実際苦労することであり､次のような記事までみかけるほどで

ある.

｢いざ授業がはじまって､とにかく教材研究と授業の準備か必要とされるが､テープ

を事前に聞いて､どこでスイッチを入れてとこで切るのか､どんな英語をしゃへるのか､

生 徒にどんな活動をさせるのか等､1時間の授業だけでも大変な時間を必要とする.ま

して 複数のクラスを持っていたら､それぞれの進度に合わせてテープを前後に回さねば

ならな い.それは多忙な教師にとっては不可能に近い作業で､結局のところ､テープを

使わない 授業や英語をあまりしゃべらない授業となっていくことか予想される.(下線部

筆者)｣ 17)

もしこれが事実であるとすると､語学の授業で一体何を教えるのか不思議な思いであ

るが､これもMDを利用すればすぐに解決できる問題である.18)

高校ではオ-ラルコミュニケーションと題した必修科目か導入され､またAET､A

LTの協力も得て､従来以上にコミュニケーションのための語学教育を推し進めていく

こと になった.このオーラルコミュニケーションに必要な英語を発するための基礎とな

る発音 や発声の訓練は､本来は最初に中学校で十分過ぎるほど行われているへきである

が､現状 では高校､さらには大学へ持ちこしてきている部分が多い

マルチメディア化を進めたLL教室も当然あっても良いか､この時代の流れの中にお

いても､最先端の技術と教育効果追求のためのマルチメディアシステムの反対の極に位

置す る､音声訓練を中心として基本に徹したシンプルなシステムもLLの別の選択肢と

して用 意されることをメ-カーに期待したい.次の章では具体的なシステム構成を考え

る

必要最小限のLLの提案

システムはMDを中心に構成する.19) MDによって教材の再生を行うが､音声は教室

のスピーカーまたは学生のヘッドフォンに流す.先に筆者白身が授業で､もうカセット

に は戻れないと述べたが､これはあくまでも音声教材を提示する教師側の立場での発言

であ り､各学生がMDプレーヤーを所有することはまだ十分には期待できないため､学

生に教 材を録音させて持ち帰らせる方法は現時点ではカセットテープか最良のものであ

る.従っ て各学生にブースレコーダーは必要で､シートタッチ式のボタンではなくしっ

かりとした ス トロークをもった操作ボタンを用いる.倍速録音機能を持たせることも可

55



野村和宏

能であるが､ そのためにコンピューター制御せざるをえないのなら､筆者は各学生に録

音時にボタンを それぞれ押させることになっても､メカニカルな操作ボタンを用いポー

ズが素早く正確に かかり､キューとレビューはロックがかからないで音の出るデッキの

方か好ましく思う. 使う者は指の腹で感じるボタンの感触と出てくる音で意外に必要部

分を探しやすいもので ある.このようなカセットの技術は10年以上昔のものである.ヘッ

ドフォン､マイクはも ちろん装備するが､前述のようにこれは教材を正確に聞かせ自分

の声を録音させるためで､マイクからヘッドフォンを通して質問に答えたり､他の学生

に話しかけるためのものでは ない 従ってモデルヴォイス､ペアワーク機能は不要と考

える.

映像教材提示のためのビデオモニターは､教室の前の左右に大型のTVモニターを設

置する.100インチ程度のスクリ-ンにプロジェクターで映写するのも良いが､左右のサー

ビスエリアの制約や､照明を落とさざるをえないために大型TVの方が良い.さらに個

人 ブースにモニターTVを設置する場合､机に埋め込まれるなら良いが､学生が自由に

つま みなどに触れる場合には頻繁に調整をすることが必要となる.映像がうまく映らな

いTVがいくつかあるとその調整のために授業のリズムを乱すことになるため､大型モ

ニターを 教室の前において学生の集中力や目線を前に集めるほうが良い.映像教材はV

HSやS一VHS､LD､教材提示装置などが考えられる ビデオ映像を素早く提示する

ためには､ マルチメディア技術を利用してコンピューター処理する方法もあるが､その

ための手間や 技術的､財政的問題が大きいため､現時点では一般に十分に普及している

VHSビデオで 特に不満はないだろう.

教室で用いる教材としてのMDソフトを作製する場合､カセット教材などからダビン

グして授業で使いやすいように編集するにはMDデッキが1台あれば可能である しか

し､ ネイティブスピーカーに依頼するなどしてオリジナルの録音をする場合も､MDを

中心に構成すれば極めて効率のよいシステムができる.録音用にマルチトラックのカセッ

トレコ ーダーを使用しないのはトラック間のダビングによる編集作業を進めるうちにど

うしても 音質の劣化が生じるからである.

マイクは発話者が2名なら2本用意し､それらの音量をミキサーでバランスを取り､

MDに入れてオリジナルの録音をする.20)そのMDディスク上で不必要な個所の消去､

必要 個所の トラックの調整や移動作業をしてマスターディスクを作り上げる.21) この

まますぐにでも教室で使えるが､さらにそれに音楽なとをミックスしたい場合はそのM

Dディスク を再生しながら､CDプレーヤーなどから再生した音楽をミキサーでバラン

スを取りなが ら､もう一台の別のMDで録音していけば完成する.

語学教材のための人間の声の録音というのはなかなか難しいものであり､カセットテー

プに録音しても声の立ち上がりや微妙なニュアンス､空気感などがぼやけてしまうこと

が 多いが､以上のようにして録音したMDを教室で使うと､あたかも発話者が目の前に

立っ ているかと錯覚を起こすほどに鮮明な声の録音が素人にも可能なのである.

このようなLLや録音編集室は実にシンプルなものであり､装置を連動させるための

コンピューターを特に搭載する必要もなく､誰が見ても一体とこかどのように動いてい

るの か一目でわかるものである それぞれの部分､特にブースレコ-ダーやヘッドフォ

ン､マ イクなど頻繁に利用する部分をしっかりとした材質の造りとすれば､本当に使う
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教師や学 生に対してやさしいLL､多くの教師が使ってみたくなるLLが出来上がるの

ではないだ ろうか.

技術の進歩は時に､それを生み出した人間の営みを置き去りにしてしまうことがある.

いつも説明書を持ち歩かなければ操作できないような複雑なカメラや､多機能化したた

め にボタンが多く見るからに便いいにくくなり､さらに受話器の小型化で ｢相手の声が

よく聞こえる｣という一番大事な点すらおろそかになった電話機などを良く見かける.

これらの製品には人の指や手になじむ道具としての考え方よりも､技術の見せ比べの要

素が強く うんざりさせられるものである,かえってシンプルさを売り物にした単機能電

話機の評判 が良いのも十分うなずける.

Newsweek誌がマルチメディア特集を組んだ際に ｢21世紀のビッグビジネス｣として ｢対

話型メディア｣をあげた.これは多チャンネル番組の中から自分の好きなものを選ぶと

い う現在のケーブルテレビの成功をさらに大きく推し進めるものであるが､ここで真の

対話 型テレビを発売する際の問題点は ｢価格と使い勝手｣だとしている.関係者の発言

の中に は ｢高度なテクノロジーが大好きなのは､技術者ぐらいのもので､家に帰ってテ

レビの前 に座り込んだ人達の大半は､冷蔵庫の開け閉め程度のことしかやりたからな

い.｣などと いう発言もあるくらいである.22)

教室でLLやマルチメディア授業に臨む教師が冷蔵庫の開け閉め程度のことしかでき

ないというのは論外としても､LLを1教室分設置するとなると金額も相当なものであ

り､ また電話のように使いにくいからすぐに取り替えるというわけにもいかないので､

十分に使いこなせる機器を慎重に選ぶ必要かある.ところが､現状では選択の幅はメー

カー間の 選択程度の限られたものであるために､いきおいごくシンプルなLLには飛躍

しにくい, メーカーはLLの中のある機能をある特定の教師が不要とする時､ついてい

ても使わなけ れば良いのだと主張することが多いが､10人の内の1人が1年にわずかの回

数しか使わない ものは初めからいらないのである.不要な機能は外し､コス トも下げる

ことで学校側とし ても設置し安くなる.メーカーも1回の納入による利益は減るかもし

れないが､逆に多く採用されることになれば納入実盾が上がることになる.

MDについてはまだ世に出てから日も浅いが､アンプ/スピーカー内蔵一体型も既に

発売された.23) このようなラジオMDを教室へ持っていくだけで､LLに頼らなくても

簡単に生きのいい鮮明な音声教材を思う存分学生に聞かせてやれるようになる.こうな

ればま すます従来のLLの持つ意味や､授業内容そのもののあり方が教師に厳しく問わ

れること になろう.この小論が一石を投ずることになれば幸いである.

1) cf.豊島昇 『マルチメディアの基本を知る本｣(実務教育出版.1992年);｢マルチメ

ディア時代のAV&オーディオキーワード｣ 『FM 〔FAN〕』1993年第23号(共同通

信社). 特にCD-ROM はマルチメディアへの入口としてソフトも多く､今後CD-

ROMドライブ内蔵のパソコンも増えてくる模様.(cf.特集 ｢マルチメディアへのパ

スポートCD-ROMを手に入れよう｣ 『ASAHIパソコン』1993年11月15日号(朝日

新聞社).

2) 佐伯肝 ｢Macintoshに日本の教育はなじむか?｣ 『シラバス日本版j創刊号.p.2(シ

ラバスジャパン発行.1993年).
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3)沸上幸仲『3年後の家電業界浮沈の構図｣(KKベストプッ久1992年)では､ ｢デジ

タル化｣｢マ ルチメディア｣と並んで ｢ソフト化｣を21世紀への進むべき方向のキー

ワー ドの1つとしている.

4) 有揮誠監修 『マルティメディア ･ソフトの世界』p.206(ソフトバンク社.1993年).

さらに p-朝日新聞』1994年1月4日では ｢マルチメディア 『夢と現実j｣の中で､ ｢実

用段階に入った米国に対し､準備なお不十分な日本｣とし､ ｢われわれが現在利用可

能な情報通信技術さえ使いこなしていない｣と指摘している

5) El経産業新聞編 『マルチメディア革命｣pp.27879(日本経済新聞社.1993年).紀

田順一郎､西垣通､荒俣宏 『マルチメディアj(ジャストシステム 1993年)でも､マル

チメディアが今後の情報技術のメインルートであることを認めつつも､従来は ｢器｣

ばかりの議論が先行して ｢内容｣の考察がおろそかになっていることの問題点を指摘

している.

6)ハワー ド･アンダーソン氏は ｢いまの子供は家庭用テレビゲームで育った 『任天堂

世代｣で､彼らがマルチメディアの発展を望めば櫛々の問題点は克服できる｣と発言

している (『朝日新聞』1994年1月4日).このゲーム市場がマルチメディア展開の最

短距離に位置するという見方は多い

7) これは1993年6月5日に開催された ｢平成5年度LLA関西支部春季研究大会｣での

シンポジウム ｢LLの活用と問題点 :ユーザーとメーカーとの対話｣の資料としてア

ンケー ト調査されたもの.

8) 同様の主旨の中井弘一氏の発言もみられる 座談会 ｢LL利用活性化のための検証

第2弾｣どう利用すれば効果があるのか-使えるLLとは-(『LL教育研究』No.51

松下通信工業株式会社).

9) 鈴木寿一氏も ｢設備の整っていない学校で効果をあげる工夫｣の中で リスニング

指導､リーディング指導､学習者の反応の瞬時の把握の工夫を紹介しておられる.普

通教室でのこのような積極的な試みがあってこそLLやマルチメディアを利用した授

業をしても実り多いものになる.(『LLA関西支部通信』 No.ll pp.12131993年
9月).

10) 例えばマッキントッシュにはGUI(グラップイクユーザーインタ-フェース)が内

蔵されており､QuickTimeと呼ばれる技術によって､デジタル画像を扱うことがで

きる.今後はビデオを録画するようにコンピューター画像ファイルに取り組むことも

可能になる.(『シラバス日本版｣第2号.pp.6-7).

ll) ブランクディスクに1回のみ録音のできるCD-R(レコーダブル)も開発されてい

るか､消去や書き替え編集などは不可能.この業務用の録音デッキはケンウッド､マ

ランツ､パイオニア､ヤマハなどから-ードの発売が予定されているが､価格が 100万

円近いもので､学校現場には実用的とは言えない.

12) MDの詳細については､沢村とおる 『DCCとMDがすべてわかる本』(音楽之友

社.1992年)､小林紀興 『松下 ･ソニー生き残り最終職争-DCC対 MDの読み方｣

(光文社 1993年)､村田欽哉 『DCC･MDガイドブ ック ･活用編』(電波新聞社 1993

年)､ ｢MD-ンドブック｣ 『月刊レコパル』(小学取 1994年2月号)などを参照. な

お録音可能なMDディスクはコンピューター用のMOと同じ光磁気ディスクであるた
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め､フロッピーディスクの100倍の容量を持つコンピューター外部記憶媒体としても用

いられている.

13) MDの編集は､divide機能により1枚のディスクを最大255トラックまで分割可能

その後､不要な トラックをeraseLたり､moveにより順を入れ替えたり､C｡mblneで別

の トラックを合体させたりすることが可能.また文字情報も1枚のディスクの中に約1700

文字はどの入力が可能.CD-Rと異なり､録音も約100万回可能と極めて優れた録音

編集能力を持つ.雑誌等においても､この強力な 編集能力を最大の特徴とする記事が

多い.(cf.｢進化を続けるMDの世界｣ 『FM 〔FAN〕』1994年第4号 pp.102103).

14) ソニーの資料による

15) 1994年3月現在､MD-- ドを発売しているメーカーは次の各社である :アイワ､

ケンウッド､サンスィ､サンヨー､シャープ､ソニー､デンオン､日立､ビクター.

車載用はソニー以外では､三菱､クラリオン､サンヨー､富士通TENか発売.

16) ディスクの中のどの部分へもほとんど瞬時ともいえる頭出しに加えて､正確に素早

く反応 しノイズを生じないポーズ機能､必要な文章のみをA点 B点リピー トで設定すれ

ば自動的に何度でも繰り返し再生する機能など､CDの特徴はしっかりと受け継いで

いる テープに比べ耐久性も優れている.

17) ｢オーラルコミュニケーションと新教科書｣ 『新英語教育｣1993年7月号.p.25

18) 実際にラジオ放送に挿入するCMや音声クリップなとの正確な送り出しのために､

米国の放送局が相次いでコンピュータ制御できるMD自動送出機の導入を決めている

この業務用機種のソニーMDSB3とMDSB4Pは1994年7月に発売.

19) 教室で使用するためには､リモコンでA点 B点リピー ト設定ができ､さらに編集の

基本のdlvideの作業の際に前後に細かく分割点を調整できるリハーサル機能を備えた

据え置き型デッキが理想である.具体的には､ソニーMDS 1Ol､MDS 102､

MDS 501､サンヨーMDG D7､サンスイMD Z7などが使い易い.MDS

501はDATや衛星放送のサンプリング周波数に対応 し直接デジタル録音が可能

20) 従来は高音質で録音するためにはオープンデッキやDATなどを用いプロ並みの技

術も要したが､MDでは録音レベル自動調整のついた機種もあり､容易にデジタル録音

ができる.

21) このMDディスク上の音声はデジタル記録であり､MDレコーダーか2台あれば専

用の光ファイバーケーブルで接続することで､マスターから子世代へのデジタルダビ

ングが可能.ただしSCMS(シリアル･コピ-･マネジメント･システム)により､ダビ

ングした子世代ディスクから次の孫世代ディスクへのデジタルダビングは不可能であ

る. ただし註18)で述へた機種は業務用としてSCMS対応でないためにデジタルの

まま繰り返しダビングすることが可能.

21) ソニー･エレク トリック･パブリッシング社オラフソン社長の発言.(cf.Newsweek日

本版.1993年6月3日号 pp.3038)

22) シャープからアンプ､スピーカー内蔵のMD/CD一体型MD Zlが1994年2月に

発売された ソニーもラジオMDタイプを現在開発中である
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聴 角牢肯巨力 促 進 の た め lこ

映 像 の 効 果 白勺使 月∃法

EffectiveUseofFi]msin

DevelopingListeningComprehension

小管 久二子

聖和大学短期大学部英語科

Abstract

ForthepastsevenyearsIhavebeenuslngfilmsandvideosillJuniorcollege

seminarfor"TheListeningPractice''inordertohelpstudentsimprovetheirlisten-

1ngCOmprehensionability･

Inthispaper,thetheoriesandtheteachillgSOfP･Durlkel,M･Helgesen,J･C･
Richards,Y.Takefuta,M.Tenma,K.Yoshida,etc.willbeintroducedasIreport

howIconductmyseminar.Mypracticeandmethodinusingfilmsandvidcosin

thisseminarhavemuchbeeninfluencedbytheschematatheoryandthetop-down/

bottom-upprocesslngliteratureonlistenlng･

Thepurposeofthispaperist｡providesomeideastotheteachersWhoare

interestcdintheeffectiveuseoffilmsandvideosinhelpingthestudentsdevel【)P

thelistenlngCOmprChenSionskillsandability･

l はじめに

短大英語科2年生の研究演習で ｢映像使用による聴解能力の開発｣を試みて7年が経過

した｡最初はクラシェン (Ⅹrashen) の第二言語習得理論の ｢インプット仮説｣や ｢情

意フィルター仮説｣を基本として構想し､当時NHXで放映されていた ｢大草原の小さな家｣

を使用して､ディクテーション方式を採用した｡しかし学生間の語学者巨力差 1)や､その

構成員による年度差も大きく､クラス全員を同じ練習で一定のレベル迄到達させること

は難 しい｡ 従って､ この研究演習では個々の学生が､先ず自分の聴き取り難い昔の分

析2)や､誤聴習慣の修正3)から始めて､幅広 く色々な種類の聴き取り4)に挑戦してみて､

自分に最も効果的なリスニング ･ス トラテジーを習得し､積極的に聴解練習に取 り組む

ことを目標としている｡又同時に2年次の英会話を必修させて､リスニングでインプット

したものをアウ トプットする会話能力の上達をも目指している｡

本論文は､上記のクラスの実践報告であるが､リス二ングに関する理論と実践報告や

研究論文を参照しながら､特に最近注目を浴びている聴解におけるトップ ･ダウンとボ

トム ･アップの情報処理方式 (Top-down/Bottom-upProcesslng)やスキーマ(Schernata)
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の役割を参考にしつつ､筆者が試みた教材の選択とその提示方法や､学生にさせる聴解

練習(種類､量､方法)の成果を､学生のアンケー ト調査結果に照合しなから説明を加え

る.またこれらの実践とデータから結論付けた､映像使用に関する筆者の意見､および､

今後放り組むべき課題についても言及する｡

Il 聴解に関する RIXONの仮説と DUNKELの三段階方策

を†室者は先ず RIX()n5)(1981)から聴き手が､どのような経路で耳にした談話の意味を摘

出しているのかを学んだ｡氏はリスこング行程に四段階があると仮説している｡しかし､

この四段階を経る順序は一定しておらず､テキスト内容の意味理解のためにあらゆる知

的方策を駆使するので､同時進行をしたり､逆行や､前後往復を何度も繰り返すことが

あり得るとしている｡以下､簡単にこの四段階を要約してみると､第一段階は､聴き取

りのための目的を明櫛にする｡節二段階は､これから聴く内容を予想し､入って来る情

報のとの部分が新しいもの､また既知のものであるかを予測する｡第三の段階は､聴き

手がその目的によって､入って来た情報のどれを無視したり､重視するかを決める段階

であるO第四の段階は､聴き手がメッセージの内容理解度を確認するために､質問した

り､相手の質問に答えたり､その他色々な作業に従事する段階であると述べている｡

上の四段階にもとづいて Dunke16)(1986)

はリスニングの授業で聴解力をつけるための方策として次の三段階の作業を提唱した｡

1.PEE-LISTENING(聴き取り前作業)

2.LISTEN川G(聴き取り作業)

3.POST-LISTENING(聴き取り後作業)

以下に Dunkelの提唱した三段階の作業内容を説明し､これを参考にしつつ筆者が試み

ている授業内容と､その効果について述べてみる｡

1.PRE-LIST訓ING(聴き取り前作業)

Dunkelは､教師は良 く準備をして学生か持つ学習者のschemata(概要)7)と､

worldkn()wledge(一般的知識)を活性化して J.C.RIChards(1983)の言うscrlptCOmpe-
tence(台本の理解力)8)を蕃うようにする必要があると説いている｡聴き取り前作業の

この段階において､未知の物や事柄に関する絵を見せたり､説明を加えることによって､

これから聴き取るテキストに関する内容の知識を与えておけば､聴き手は適当な sche-
mata(概要)を活性化させ､自分の記憶に収められている知識と､新しく入って来る情報

とを関連づけて､新しいテキストに関する推論を立てることが出来る｡従って､この段

階で､聴き取りの内容と聴き取りの目的が､聴き手に明白に示される必要があるとDunkel
は力説している｡

映像を使用した聴き取り前作業

映像教材の選択に当たって.

賢者が当時(1987)NHKで放映されていた ｢大草原の小さな家｣をリスニングの教材とし

て取り上げた理由は､短大の女子学生が幼少時代からこの番組に親しみ､登場人物や､
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物語の内容に詳しく､backgr()undknowledge (物語の背景知識)を十分に備えている､

即ち､Richardsの言う scrlptCOmpetenCe(台本の理解力)を所持していると推定 した

からであった｡しかし残念なことに､毎年の受講者の中に筆者が期待する予備知識を持っ

ている学生の数は少ない｡(表1参照)そこで､先ず最初にしていることは､学生達に原作

者 LauraWallderの伝記､原作物語集､物語関連写真集等､大学の図書館にある物を

紹介 したり､LLに収録された録画ビデオを見てもらって､予備知識をつけさせているこ

とである｡

表 1 大草原の小さな家に関する学生の予備知識調査

種類 質問事項 92年 構成比 93年 構成比

1 ほとんど毎週見ていた 2 9.09% 2 10.5 3 %

時々見ていた 3 13.64% 4 21.05%

ほとんど見ていなかった 17 77.27% 13 68.42%

2 登場人物を知っている 4 18.18% 4 21.05%

登場人物はよく知らない 18 81.82% 15 78.95%

映像の具体的な使用法について:

授業の進め方として､聴き取り練習のために最初に使用するビデオは､ ｢ローラ先生｣

(SILENTPROMISES)で､14才のローラが唖の青年､ダニエルに手話を教える経験を通し

て､人間として､また教師として､成長していく物語である｡手話でローラか話す場面

は一方通行の会話で､速度が遅く発話も簡単なので聴き取り易いから選んだのであるが､

普通45分のプログラム中には､開通した短いエピソー ドが幾つも折り込まれていて､色々

な人物による自然な速度の会話が多く､学生には聴き取れない難しい部分も多い｡Dunkel

の聴き取り前作業の注意に従って､LLで初めてこのビデオを見せる前に､その内容や登

場人物について簡単な説明をし､特に注意して見てほしい場面や､人物の会話に学生の

関心が向くように指導しておく｡

授業は週1回85分間であるが､45分プログラムのビデオ教材の下見は､エピソー ドの切

れ目で切って､3週～4週にわたって分割して見せざるをえない｡そしてこの約15分間は､

学生は映像を見なから各自のテープに音声を録音しているので､教師はビデオを止めて

説明を加えることは出来ない｡学生は初めて映像を見るのであるが､会話の内容理解に

努めると言うよりは､むしろ､画面に吸い付けられて､映像の中に自己を没頭しきって

いる｡この最初の下見だけで､学生に映像の助けを借りて物語の流れを汲み取り､内容

理解の把握を求めることは不可能に近いと言ってよい｡この下見はむしろ聴き取り作業

への motivationであると筆者は理解している｡音声録音後､再度ビデオを一緒に見な

から､必要と思われる解説を付け加え､聴き取り宿題として dlctatlOn して来る部分

を､画面と音声で確認させて明確に指定しておく｡学生は映像が記憶にない時､テープ

63



小笹 久二子

のどの部分が宿題か分からなくなって､やる気を失ってしまうことがある｡また､その

部分に登場する人物の名前や､新しい語糞､語句､並びに聴き取り難い表現等を印刷し

たリストも与えておく｡ Dictation をさせる部分は学生の能力を考慮し､易しくて面

白い部分を適量に指定する｡速くて難しいエピソードの script作成は要求しないで､

むしろ内容や大要の聴き取り理解だけをさせている｡

2.LISTENING(聴き取り作業)

この段階に関連して Dunkelは､上達する聴き手が二つの聴き取り方策､predlCtlOn

making(予想)と 1gnOrlngandselecting(無視と選択)の二つを使用していることを指

摘している｡前者に関しては聴き取り前作業の段階で､学生の schemataを活性化する

ことによって､聴き手は話し手が言おうとしていることや､聴き取る内容が何であるか

を予想し､予測することが可能であると判明している｡ 後者に関して言えば､学生が必

要な情報を拾い､不用なものを無視して聴き取りが出来るように､リスこングのための

明確な目標を与え､その目標に関連のある作業を与えるべきであると Dunkelは付け加

えている｡

DlCTAT10N方式による聴き取り作業と補助教材DICTATlON方式の実態:

大草原のビデオの dictatlon の宿題に関して､初年度は筆者の未経験と研究不足の

ため､量的にも､難易度的にも学生に過酷なものを要求し過ぎて､フラストレーション

だけを与え､余り効果が上がらなかった｡その上に最初から大草原の映像だけを用いて､

聴き取り練習をさせたために失敗した｡英語の話し言葉の音変化を組織的に学ばせ､練

習できるような補助教材使用9)の必要性に目覚め､翌年度から M.Rost& M.Urun｡ の

STRATEGISINLISTENIhTGを使用し始めた｡以来ずっと註の9)に示すものを補助教材と

して使用し､成果を上げている｡

一方学生のアンケート調査によると､家で dictation をする時､最初のビデオの下

見(映像)と､語句のリストか大きな助けとなっていることが判明した｡

蓑 2 ｢ローラ先生｣のビデオ教材についての調査

質 問 の 種 類 回 答 91年度 92年度 93年度

最初の聴き取り教材として難易度か 適当 ある 18 16 15適当 ない 0 2 4

分からない 0 1 0
映像使用がディクテーションに 非常に役立つ 18 14 10かなり役立つ 0 5 9

役立たない 0 0 0

語句リストがディクテーションに 非常に役立つ 16 17 13かなり役立つ 2 2 6

役立たない 0 0 0
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即ち､映像を見せられた学生は､映像の中の人物が何を話しているかを具体的に聴き取

りたいという欲望を与えられ､容易に聴き取れない部分であっても､リス トの語句を手

かかりとして､ビデオから得た背景的知識や､自分の持つ SChemataを総動員して聴き

取りを試み､穴埋め式に dlCtationを完成して来るのである｡先ず､聴き取れた音を

書き留めて､歯抜け状態でも再度聴き直している中に､文法力や想像力を総合的に働ら

かせて穴を埋めて行く｡いわゆる top-downと b｡ttom-upの情報処理方式をうまく利

用して､一文を完成させていく方法を勧めているが､どうしても聴き取れない部分や語

句は空白のまま､次週の聴き取り後作業の授業に持ち込ませて､他の学生と話合いをさ

せた後に完成させている｡(表2参照)

補助教材テキス トとテープ:

上述のごとくに筆者は 1988年度から音声テープ付きの textbookをリスニングの補

助教材として使用しているが､1993年度は E.Martin良T.Matsulの THEESSENCEOF

COLLEGEENGLISHI)ICTATION(註9参照)を採用して､大草原のビデオに先行して聴き取

り練習をさせてみたが､音の堕鎧や壁蓬や旦蛙等､基本的な説明に加えて､それらを含

む練習問題が簡潔に一課毎にまとめられているので､ビデオの聴き取りに備えての基礎

練習として非常に役立った｡学生の音声言語学的スキーマを豊かにし､bottom-up､top-

down両方式によるよい練習になったと考えている｡(衰3参照)

表 3

質問の種類 回 答 90年度 92年度 93年度

草原のディクテーションに備え よい練習になった 18 19 18練習にならなかった 0 0 1

分からない 0 0 0

毎週家で予習してクラスに出た 必ずしていた 4 7 17余りしなかつた 14 10 2

全然しなかつた 0 2 0

このテキス トの内容と練習は 楽しかつた 8 12 10普通だと思う 8 7 9

楽しくなかった 2 0 0

テキストについて

STRATEGTESJNLISTENING ('90)

GIROGOESTOAMERICA (t92)

TTIEESSENCEOFCOLLEGEDTCTATT()N ('93)
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3.POST-LISTENING(聴き取り後作業)

Dunkelの言葉を要約すれば､ ｢外国語の学習者にとって､聴き取り理解の正確さを調

べる力が､この段階で養われなければならない｡教師は､前述の1.と2.の聴き取り作業

を終わって､その結果に対するフィードバックを求めている学生達と情報の交換をし､

話し合いを十分にしなければならない｡｣と教えている｡このフィードバックと話し合

いが､聴き取り理解の自己採点欲を満足させる方策なのである｡そして､更に聴解力を

伸ばすためには､ リ--サルや昼堕や聴き直しが効果的であるといわれているが､ ｢反

復は必ずしも口に出さなくてもよい｡頭の中で黙読をするだけで十分なこともよくある｡｣

と Dunkelは結んでいる｡

聴き取り後作業の手順と目標

竹重のヒアリング指導システムより:

Dunkelの言う聴き取り後作業の理論との関連において筆者は竹蓋幸生著の 『ヒアリン

グの指導システム｣ 10)の第10章:｢指導開発のための実験｣より深い示唆を得て､1992

年度より聴き取り後作業としての授業の進め方を改善し､効果を認めている｡竹蓋は 1993

年 8月の語学ラボラトリー学会 (於早稲田大学)で､椎名と共に更に同じ実験を重ねた

最近の研究成果を ｢音声形式の聴解力養成手法の開発と試用｣ ll)と題して発表した｡そ

の概略は､次のようになっている｡

Step1: プリテストの問題文を1文ずつ OtIPなどで見せ､テストの結

果を ｢自己添削｣させた上で､一度ずつその文を聞かせる｡

Step2: 正解をきれいに ｢清書｣させた上で､もう一度その文を一文

ずつ聞かせる｡

Step3:各文を聞かせた後､その文を頭の中で ｢復唱｣させる｡

竹蓋と椎名は ｢まず､Steplでは､学習者は 『自己添削』をすることで自己の弱点を自

覚し､以後そこに焦点を絞った聞き取り(オペラント条件づけ､認知学習)を行う｡次に

Step2では､問題文を 『清書｣することで文の全体像が頭に入り､ トップダウンの音声

情報処理を行えるようになる(認知学習)｡さらに書くことで記憶の保持を促進したり文

構造の学習も可能となる｡最後のStep3の作業では､聞いた結果を体全体の器官を活

用してより確実に記憶するために 『復唱jを行うO｣(pp.103-104)と説明し､結論にお

いて竹蓋は､ ｢開発された3段階方式の音声形式聞き取り力指導法は､再現性､定着度､

応用力への転移率､いずれでも十分なものがあり､コミュニケーション能力の育成に､

有効な指導法であると結論した｡｣(p.105)と結んでいる｡

聴き取り後作業の具体的な手順:

竹蓋の研究報告を得て､筆者は益々 Dunkelが提唱している第3段階の POST-LISTEN-

INGにおける後作業の重要さを考えさせられた｡先ず､学生が各自の能力に応じて一生

懸命やって来たdlctationにたいするフィードバックの与え方である｡竹蓋は Steplで

学習者の答えを自己添削させることで､学習者自身に自己の弱点を自覚させ､以後そこ
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に焦点を絞った聴き取りを行わせると言っている｡Dunkelもフィー ドバックと話し合い

が､聴解の自己採点欲を満足させる最終の方策であると言っているように､自分のやっ

て来た dlCtatlOn が正しい答えであったと知った時の学生の喜びと言うか､満足感は

非常に大きい｡(表5参照)しかし､初めからそんなに出来る学生は少なく､聴き放れない

挫折感とフラス トレーションに悩む者か多い｡筆者は正しい答えを与える前に､先ずビ

デオを短く区切って再度見せ､学生が聴き取って来た昔が一文の中に一つでも二つでも

あれば､それらを基にして前後の文脈や物語の状況から､もう一度よく考えさせるO正

しい答を抽出して自己添削か出来たら､各自にその英文を確認させるために､意味を考

えながら音読させる｡(Dunkelは頭の中で黙読をするだけで十分なこともあると言い､

竹蓋は頑の中で ｢復唱｣させると言っているが｡)もう一度ビデオを見せながら､今度

は自己の添削文のように聴こえるかとうかを確認させる｡一度で解答の通りにはなかな

か聴き取れないのか普通であるから､この時の学生と教師､また学生同士の話し合いが

非常に大切である｡彼らの耳が納得するまで､何度も同じシーンを繰り返して見せ､聴

き直させながら話し会う時もある｡

この作業の目標:

聴き取り作業の最終ともいえるこの段階において､教師としての筆者が目標としてい

るものは､学生各自が自分の聴き取り難い音や､誤聴習慣を自分で発見し､その改善に

努めながら､自分に最も適した聞き取りの方策を体験学習してくれることである｡クラ

スの後､家でも再度テープを聴き直して復習をするように勧めているが､アンケー トの

結果はあまり芳しくない｡聴き直しの練習よりも scriptの清書をしている学生が多い

のは予想外であった｡これか Helgesenの指摘している日本の大学生の特徴かも知れな

い｡(表4参照)

蓑 4 再度映像を見ながら聴き取りを確認した後作業について

質 問 事 項 具 体 例 92年度 93年度

自分の聴き取り難い音の分析や誤聴習慣の修正に 役立った 18 19

役立たなかった 1 0
クラスの後､家でテープを聴き直し､scriptも清書した 4 6

クラスの後､scriptの清書だけした 14 10

クラスの後､聴き直しも清書もしなかつた 1 3

ⅠⅠⅠ 聴解におけるスキーマの役割

ⅠⅠで Dunkelの触れた schemataと聴き取り理解との関係について､もう少し詳しく

具体的に､吉田､竹蓋､天満の文献から調べてみることにする｡

先ず､ 『英語展望』(1992春号)の ｢リスニング特集一最新理論と指導のポイント｣の

中で吉田は12) ｢適切なインプットはスキーマを前提とする｣と述へている｡これを説明
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すれば､人間は､皆､自分か生きてきた過去の経験から､様々な ｢物の見方｣のような

ものを身につけているが､新しいものを見たり､聡いたりする時も､必ずそのような過

去の経験によって築かれてきた ｢スキーマ｣(言語構造的知識や内容的知識)を通して判

断し､理解してしまうと言うのである｡そして､上記の論文の結語で吉田は ｢今後は､

単なる音声の識別だけでなく､スキーマを考慮に入れた 『リスニング･コンプリヘンショ

ンjの教育を目指さなければならないだろう.｣と結んでいる｡(p.6)

同様に､竹蓋も】3)次章で説明するトップ･ダウンとボトム･アップの情報処理過程にお

ける､スキーマの重要性を述べ､具体的には物語スキーマ､対人スキーマ､自己スキ-

マ､役割スキーマなど､種々のものが考えられると言い､大島 (1986)を引用しなから

次のように説明している｡

｢我々が 『人の話を理解する時､自分の頭の中にある構造化された知識

と比較照合し､これとうまくあう部分は正確に知識構造の中に統合され

るが､あわない話は埋解されない』 ｡ 逆に難しい文章や講

演､許義の理解も同じことで､特定のジャンルの文章や講義等の理解に､

不可欠の専門用語の知識や､その分野で常識と考えられていること､た

とえば定理､公理､～ の法則､それに教師の説明の仕方のパターンといっ

たことが分かっていれば､理解は容易になるということである｡｣

(pp.107-108)

次に､天満は英文読解のストラテジーについて論じている著書】4)の中で､ ｢スキーマ

とは､長期記憶内に貯えられている総称的概念 (generlCCOnCeptS)の表現であって､

我々が日常的に経験する事物､状況､出来ごと､活動､あるいはその連続､などの理解

はこのスキーマを何らかの形で利用しているものと言える｡｣と説明している｡英語を

理解するという点において､スキーマの基本的な役割と､それに関する理論は､読解に

おいても､聴解においても､同じであると筆者は理解しているので､天満の文献より学

ぶところが多い｡

lV 聴解におけるTOp-DOYNとBOTTOM-UP

IIの聴解に関する Rixonの仮説以後､再出してきた ListeningProcessにおける

Top-downとBottom-up方式についても､次の文献を参照しなから､もう少し論理的に､

且つ具体的に解明を試みてみることにする｡

先ず､I.C.Richardsは､ ''THELANGUAGETEACHING姐ATRIX''15)の中で､Bottom-upと

Top-downProcesslngを次のように説明している｡(以下は小笹の要約である)即ち BOT-
TOM-UPPROCESSINGは入力されたデータの意味が理解できるまで､sounds,words,

clausesandsentencesと言うような､組織的なデータ分析の段階を経て進められる方

式で､DecodingProcess(符号化または復号化過程)とも呼ばれる｡そして､聴き手の

語桑と文法的な語学力が､B()ttom-up方式の情報処理を助けると Richardsは言ってい
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る.一方､TOp-DOWNPROCESSINGは､入力されたデータの意味を理解するにあたって､

背景的知識 (backgroundknowledge)を利用する方式で､この背景的知識には色々なも

のが含まれていると言う｡例えば､交わされている談話の トピックに関する既習の知識

であったり､特定の場面や分脈に関する知識であったり､概要 (schemata)､台本

(script)等の形で長期記憶 (long-termmemory)に記憶されている知識であったり､

事態の全体構造図や事態と事件とに関わる､非言語的な要素をも含む総合的な知識であっ

たりもすると説明している｡また､人間が日常生活から得る知識の多くは､ある特定の

状況に関するもの､又そのような状況の下で出会う人々､そして､それらの人々が持つ

目標や目的が何であって､それらの実現に向かってどのような態度で向かって行くか､

等に関するものであると説明を加えている｡氏はこれら既習の予備知識を人々や､事件

や､特定の状況に照合しなから､聴解をtopから下に向かって進めて行くのか､聴解にお

けるTop-down方式で､聴き手は入力された談話から先ず､自分の立てた意味の予測を確

認し､必要な細かい情報だけを拾って行くのであると説明している｡そして､Richards

は ｢もし､聴き手がこの Top-downProcessingができなければ､聴解は成立しない｡

又 Bottom-upProcessingだけでは､しばしば不十分な聴解におわる｡｣と結んでいる

のである｡

次に天満16) は､学習者が英文読解におけるインプット情報の処理にあたって､両方式

を如何に応用するかを説明しているか､前章でも述べたように､筆者は聴解においても､

学習者の トップ ･ダウンとボ トム ･アップの応用法は､同じであると解釈している｡以

下は天満の トップ ･ダウンとボトム ･アップの説明からの引用である0

｢スキーマは階層状をなしており､特定の情報は下位層に位置づけら

れている｡ある情報が受理されると､その入力データに適合する特定の

下位スキーマが活性化され､やがてより上位のスキーマも活性化される｡

このように､下位層のスキーマが関連のある上位の有望スキーマを喚起

する処理をボトム ･アップ処理といい､データ駆動型処理 (data-drlVen

processlng)とも呼ばれる｡ 一方､ トップ ･ダウン処理とは､

喚起されたスキーマに基づいて､予想を立てたり､関連する下位スキー

マを活性化して､その予想の適合性を評価する処理をいい､概念駆動型

処理 (conceptually-drlVenprocessing)とか期待駆動型処理 (expec-

tatlon-drivenprocesslng)ともよばれる｡｣

と説明し､文章理解は､ボトム ･アップ処理とトップ ･ダウン処理の相互作用によるも

ので､個から全体-の活性化と､全体から個への活性化の両者を必要とすると述べてい

る｡そして最後に ｢一般に､ トップ ･ダウン処理に依存し過ぎると､テキス トの内容に

合わない推論をして誤りを招き､一方､ボトム ･アップ処理にのみ時間をかけ過ぎると､

個々の語や語句の域から脱しにくく､全体の意味把握が不能になる｡要は両者をバラン

スよく使用することであるo｣と結んでいるので､天満も先に上げた RIChardsと同じ

見解に立っていることがわかる｡
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次に D.R.LONG(1989)17)も外国語の聴き取りに関する実験の結果､ ｢L2の聴き取り

の過程では schemataか理解に重要な役割を演じ､聴き手が適当な schemataを持ち合

わせていない時は､言語学的知識が重要な役割を演じる｡しかし､聴き手か適当な sche-
mataを持ち合わせている場合は､言語学的知識は聴解のために重要な役割を演じないO｣

と報告している｡

これと同様のことを竹蓋も先に紹介した ｢指導法の開発の為の実験｣ 18)で､次のよう

に述べている｡

｢自然な発話が音声構造や語嚢の構造から見ても . . 大変くずれた

ものであるという前提を避けて通ることはできない｡このことを認めた

上でヒアリングカをつけるための指導を考えるとなると . .『トップ

ダウン､ボトムアップなとと呼ばれる､高速で交互に作動する情報処理

のプロセス』を学ぶことこそが､ヒアリング学習の基本ということにち

旦Lそれか各単語の音声表象として直列的に正確に発音されるのを期待

して待ち､順次知覚していくという伝統的なボトムアップ方式一本やり

の訓練では､実践的ヒアリングの訓練にはならないということである｡｣
(p.116)[ は小管が付加]

V 聴解力促進のための映像の効果

Takeuchletal.(1990)19)は映画を教材とした大学生の聴解能力の研究報告の中で､

映画は大学生の聴き取り意欲を非常に高揚するが､聴解力促進には効果が認められない

と報告し､聴解練習の授業の中で無計画に映画やビデオを教材として使用することに警

告を与えている｡映像の使用が聴き取り能力を確かに伸ばすと結論づけている研究報告

はまだ出ていない｡筆者は､映像の選択とその使用方法､および練習のさせ方や環境の

設定､ならびに能力の進歩か科学的に測定出来るテストの開発など､多岐にわたる研究

の必要性と､長期にわたるデータの収集に時間かかかり､結論は容易に出ないと考えて

いる｡筆者自身､7年間にわたる実験を経ても､そのデータが学生のアンケート調査や､

意見に重点を置いているために､結論が出せないでいるが､効果かあると見て実践して

いるものを次に紹介する｡

LISTENtNGPROJECT(聴き取り課題):

毎年､大草原のビデオ教材と併行して補助教材テキストとテープの練習を終了した時

点で､学生に個人またはグループで､やりたいLISTENINGPROJECT(scrlpt作成を基本

とした)の計画を立てさせる｡これは長い2カ月の夏休みも学生が絶えず何かを聴き取り

続けて､前期の間に培った聴き取り能力を低下させないためでもある｡しかし､本来の

目的は､前期に習得した聴解能力を利用しながら､具体的に何かをさせることによって､

自信をつけ聴解力を着実に促進させるためであるOこの聴き取り課題を完成して提出す

るのは1月上旬であるが､10月にクラスで各グループが中間発表をし､クラス全体で各グ

ループの研究内容と､夏休み中の成果を検討評価させる｡彼らが自由に選ぶ聴き取り練

習のビデオ教材も､研究の内容も千差万別であるが､この中間発表が各グループのよい
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刺激になって､それぞれの課題の完成に向かって､後半の作業を続けて行くようである｡

以下それら研究課題の一例を上げてみると:

･大草原の小さな家=シナリオ作成､オルソン夫婦の性格､オルソン夫人の人物描写､

ミス､ワイルダーの性格､アメリカと日本の親子間の愛情表現の違い､セリフを練

習してアフレコ式にダビングをしたグループもあった｡

･｢奇跡の人｣ヘレンケラー=サリバン女史の教育方法､及び日英語の手話の比較研究｡

･FanllyTies=吹替えの日本語訳の検討､日本とアメリカにおけるユーモアの違

い､日米の男女交際の比較｡

･SesameStreet= 日本の幼児向けTVプログラムとの比較､英文紙芝居の作成と上

演O･Ghost=アメリカ人と日本人の幽霊観とその描写の仕方の違い｡

･TheSoundofMuslc=物語の歴史的背景の研究､コーラスの部分をscrlptにしてク

ラスの全員に教えて歌わせたグループ｡

･StandByMe=映画における英語と日本語訳の違いについてO

IMyGirl,TheBodyguard,PrettyWoman=三つの作品中の女性に焦点を当てて､

それぞれの恋愛を比較する｡

･AChorusLine=その歴史を研究し､劇団四季による日本の舞台と映画との比較｡

･KramerVS.Kramer=離婚問題を論じ､現代日本における離婚率と実態の調査報
.'_lこ
r=†○

以上いずれも RIXSOnや Dunkelが指摘しているように､何を､何のために聴き取る

かが明白なために､また各自で選択する作品が学生のレベルと興味に合っているため､

聴解能力が促進されるのだと考えられる｡更に､ほとんと全員が個別作業ではなくて､

グループによる共同作業を選択し､互いに話合い､助け合いっつ､楽しみながら課題を

完成することに､進歩の漁があることを強調したい｡学年末に施行する学生の自己評価

を見れば､その効果が明確に示されている｡(表5､6参照)

表 5 ビデオの聴き取り作業 -DICTATION作業 -に関する調査
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蓑 6 学生の学年末自己評価

年度､及び回答者総数 92年度 22名 93年度 19名

と思う､分らない?､思わない と思う ? 思わない

が聴解能力を増した

PROJECTで聴解能力がついた

英会話のクラスが楽しくなった

英会話の力がついた

9 8 5

と思う ? 思わなし

1 2 4 3

10 7

英語の語糞も表現力も増した ll 4 7 4 13 2

英語の文法と作文力がついた 9 2 ll 9 9 1

LISTENINGDIARY(聴き取り記録):

上述の大草原のビデオと､補助教材テキストの聴き取り練習で学生は手一杯のはずで

あるが､中にはこれらが難し過ぎたり､また半強制的に毎週決められた宿題をするのに

抵抗して､聴き取り練習を横極的にしない学生への持続聴き取り練習対策として､LIS-

TENINGI)IARYをつけさせている｡しかし理論的根底には､Krashenの comprehenslble

lnput(理解可能なインプット)仮説と､竹蓋のヒアリング学習論がある｡竹蓋は ｢ヒア

リング学習とは､何か特定の要因の徹底的な学習で一朝一夕にその効果が見られるよう

なものではなく､多くの要因の併行的学習とその学習結果が適切に活用でき､ トップダ

ウン処理やボ トムアップ処理か上手にできるようになることによってのみ達成されると

いうことである｡｣(註13の p.127参照) と説明している｡筆者は学生にできるだけ多

くの楽しいインプットを幅広 く経験してほしかった｡それは吉田が ｢適切なインプット

はスキーマを前提とする｣と言っているように､各学生の持つスキーマを発展させるか

らである｡

この LISTENINGDIARYの記入様式は自由であるが､聴き取りをした日時の記入と､

内容(ラジオや TV の英会話プログラム､バイリンガル ･ニュース､映画､ミュージッ

クテープ､あるいは電車の中やレストランでの外人の会話等､何でも､意識的に聴き取っ

たものを含む)の記録､また学生個人の学習メモや感想を自由に記入させている｡毎月1

回提出するために､学生はほとんど毎日努力して何かを聴き取り､その記録や感想等を

脅き留めて提出する｡聴解力を伸ばそうと真剣に取り組んでいる学生は､授業でやった

補助テキス トのレッスン･テープを聴き直したり､大草原の答え合わせをしたスクリプ

トに従って､自分が聴き違えたり､聴き取れなかった音が聴き取れるまで､何度も音声

テープを聴き直して努力している様子がよく読み取れる｡また､学生の DIARY を読ん

で､その涙ぐましい努力に感心した教師がコメントをつけて返却することによって､学

生と教師の間に予期しなかったコミューニケーションが成立して､二重の成果が上がっ

ている｡教師にとっては授業中には分からない各学生の個性というか､学習態度や方策

の是非や傾向が掴めて､学生か個人的に聴き取り指導を求めて来る際に､的確なア ドバ
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イスを与えるのに役立つ｡また個人だけでなくクラス全体としての､学生の志向や傾向

を把握するのにも役立っている｡-方､学生も DIARYをつけることによって､聴き取

りに関する自己内省､分析､啓蒙が可能となり､自己の弱点を修正しながら､最も効果

的な聴き取り方策を各自で見出そうと努力している｡年度末に行う学生のアンケー ト調

査にも､この効果がはっきりと認められる｡

LISTENINGDIARYが ｢聴解能力促進に役立った｣と､｢LISTENINGが好きになった｣

と答えた学生が ●93年度に増しているのは､年度学生の質にもよるが､教師の指導法(聴

解力促進の理論を明確にし､LISTENINGDIARYを通して各学生に十分なコメントを与え

続けたこと)が大きく影響していると筆者は見ている｡その他 ｢色々な種類を聴いた｣､

｢LISTENINGの習慣がついた｣も増えて来ていることは､学生が聴き取りの楽しさを経

験し､自信も得てきたと解釈できるO教師にとって､学生の聴き取りに対する椴極性が

出てきたことが何よりも嬉しい｡(表7参照)

蓑 7 LISTENINGDIARYについての調査

Vl 日本人学生の聴解f旨導について

JALT(全国語学教育学会)の月刊誌 THELANGUAGETEACHERの 1993年 8月号に､宮城

学院女子大の 柑arcHelgesenが ''CREATINGACTIVE,EFFECTIVELISTENERS"20)(積極的

で､有能な聴き取り者の養成)と題して､日本人大学生の聴解指導に示唆深い論文を記

載している｡この論文は 1.日本人の学生は何故リスこングに弱いか､ 2.とうしたら

リスこングの効果を上げさせられるかについて論じている｡Helgesenは日本の学生は

grammar-translationmethod(文法訳読法)で教え込まれているので､bottom-up方式

の読解習慣が身に付いているため､聴き取りにおいても先ず一語一語の意味を碓認して

から､全体としての意味を把握しようとする習性かあるため､効果的な聴解を妨げてい

ると指摘している｡しかし､学生が既に習得している語衆力や､文法力及び人生経験の

背景的な知識を高く評価しており､これらを最大限に活用させれば効果が上げられると

している｡氏も Dunkel同様､学生の持っているスキーマの活性化を図るための聴き取

り前作業が､リスニングに欠かせないことを力説している｡日本人学生がこれから聴 く

テキス トの内容と､言語に関する知識の活性化を得る聴き取り前作業を経て､得意とす

る bottom-up方式で取り組んで行けは､t叩-d()wn方式も相互作用して､次第に聴き取

りの成果を上げることができるであろうと教えている｡そして､学習者自身が､リスニ
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ングの練習をする必要はもちろんであるが､それ以上に､ ｢どのように聴くか｣という

リスニングの方策を､教師側が学習者自身に体験学習させる必要があるO即ち､色々な

タイプのリスニングのストラテジーと作業を体験させ､練習させる必要があると薦めて

いる｡そして､ ｢もし我々教師が､学習者にこれら総てのストラテジーを体験させ得る

ならば､ mli-極的で､より有能な聴き取り者を育てる｣ことか可能であろう｡｣と結ん

でいる｡(以上は小笹の要訳)

VH 結語

以上､リスこングのプロセスは我々の想像以上に複雑であることを見て来た｡竹蓋や

M.Helgesenが説明しているように､その効果は一朝一夕に上がるものではなく､時間を

輩する練習の積み重ねである｡また､多くの要因の併行的学習と､その学習結果が適切

に活用できて､Top-downや Bottom-up処理が上手に出来るようになって､漸次達成さ

れるものであると再認識させられる｡従って､短大2年生の一年間 (週1回85分×24回の

授業)で､とれ程の効果が上げられるのか悲観的にならざるを得ない｡しかし､上記の

文献から教えられた聴き取りの理論に基づいて､自分のこれまでの経験を科学的に分析

しながら､今後も映像の効果的な使用法を模索しつつ､次の3点を目標として聴解指導に

当りたいと思う｡

1. ビデオ教材と､補助教材テキストを併用した聴き取り作業を通して､各学生に先ず

集中して聴くという､リスこングの方策を体験学習させ､自分自身の聴き取りの弱

点を自己分析し､修正ができるように指導すること｡この段階において日本人の学

生のためには､nelgesenも指摘しているように､映像と音声を併用した dlCtation

方式 が非常に有効であると筆者は考えている｡

2. LISTENINGDIA-RYやLISTEN川GPROJECTにおける自主的なリスニング練習を通し

て､自覚的にスキーマの活性化を図り､トップ ･ダウン方式とボトム ･アップ方式

を使い分けたり､併用したりする ｢こつ｣を覚えて､自分に最も適した固有の聴き

取り方策を見つけ出させること｡

3. 自分で､積極的に生の英語を聴き取る習慣を身につけ､卒業後も､幅広く英語を楽

しんでもらうことである｡

毎年､この研究演習のクラスは1クラスだけで､映像を使用して訓練した学生の聴解力

の伸びを､映像を使用しないで､音声のみの訓練を受けた学生と､比較実験できない弱

点を抱えている｡また筆者が､学生一人一人の聴き取りに対する取り組み方に重点を置

くため､聴解テストのデータを科学的に分析して摘出するより､学生によるアンケート

調査や､自己評価のデータを尊重しすぎた傾向があったことを反省している｡今後は､

個々の学生の聴解能力の伸びを数字で明確に示す必要が､教師のためにも､学生のため

にもあると思うので､LESSON毎に五分間のリスニング･テストがついた補助教材テキス

トの使用や､定期的に聴解能力の進歩を確実に測定できる､リスニング･テストの施行

を取り入れて行きたいと考えている｡

更に､学生の聴解力が英会話のクラスでのパーフォーマンスに､どのような変化と影
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饗を及ぼしているかを､英会話担当教師の協力を得て､これまで以上に数値的に調査 し

て行きたいとも考えている｡

註

1) 2年生であれば希望者は誰でもこの演習が選択できる｡クラスの構成は約20名

2) ナ88年より毎年補助教材としてリスこング用の教科書と付属の音声テープを各学生

に持たせて練習させている｡註9)､および本文 pp,ll-13参照

3) 映像を見なから音声を学生のテープに録音し､家でディクテーションしたものを次

週のクラスに持ち寄って発表させている｡本文 pp.16-19参照

4) クラス外での自由なリスニング活動O本文 pp.28-35参照

5)T'ThcDesignofMaterialstoFosterParticularListeningSkills一㌧TheTeachLng()ILt'stenLng

comprêension.ELTDocumenls,121 pp.68-106,TheBritishCouncil,London
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文日Ⅰ､pp.19-21参照
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ment,LINGUALHOUSE(使用年度 198811991)
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andSpeakL'ng,KINSEIDO (使用年度 1992)

E.Martin&T.Matsui(1991)THEESSENCEOFCOLLEGEENGLISHDICTATION,THE

ASAHIPRESS(使用年度 1993)

10)『ヒアリングの指導システムー効果的な指導と評価の方法-』 竹蓋幸生 (1989)研

究社出版

ll)『第33回LLA全国研究大会発表要項』(1993)pp.103-106,ラボラ トリー学会

12)｢リスこング ･コンプリヘンションにおけるスキーマの役割｣『英語展望』､リスこ

ング特集号､ No.98,SPRING(1992)pp.2-6,英語教育協議会

13)『ヒアリングの指導システムー効果的な指導と評価の方法-』 竹蓋幸生 (1989)p.108,

研究社出版

14)『英文読解のス トラテジ-j天満美智子 (1990) 第4章:｢関連用語の解説､スキ-

マ(schema)｣ PP.49-53, 大修館書店

15)TheLanguageTeacht'ngMatrix,(1990)Chap･3 DesigningInstructionalMaterialsfor

TeachingListeningComprehension,ppl50-54,CambridgeUniv.Press,Cambridge

16)『英文読解のス トラテジ-j天満美智子 (1990)第4葦:｢関連用語の解説､ ボ トム ･

アップ処理､ トップ .ダウン処理｣ PP.32-34 大修館書店

17)''WHATYOUDON-TKNOW CAN■THELPYOU,AnExploratoryStudyofBackground

knowlcdgcandSecondLanguageListeningComprehensionHStudteslnSect?ndLanguage
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AcqulSition,CambridgeUniv･Press
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FromASituatedLearningTsPerspective
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GraduateScJIOO]ofHumanSciences

OsakaUniversity

INTRODUCTTON

Therecentdccadewitnessedagreatnumberofnewthoughtssurglngthroughtheeduca-

tionalcommunities.OnemajorcurrenthasbeenSituatedCognitionandLeaming(SL)aspro-

posedbyBrown,CollinsandDuguid(1989)andLaveandWenger(1991);andexpoundedupon

intherecentissueofEducationalTechnology.DiscussionssurroundingSLhaveglVCnanimpetus

toresearchineducationaltechnologyandinstructionandleamlng.Thepaperintendstomakeuse

ofthisbackgroundandextendittocurrentpractices,includingmediause,inforc】gnlanguage

learning,mainlyTEFL(teachingEnglishasaforeignlanguage), anoftenncglcctcdbranch

withintheeducationalmainstream.

Ⅰnretrospect,EFLtcachirlgaridlearmng,nowanestablishedfieldofstudy,hasoverits

shorthistorymaintajncdacross-disciplinarystancewitheducationaswellasotherdisciplhlCS.A

close1()okatthebasicassumptionsOfSLrevealsthattheyimplngeuponTEFL.Asamatterof

fact,languageleamlngWasthelaunchingpadforSLresearchers,as"allknowlcdgcislikelan-

guagewhoseconstituentpartsareaproductoftheactivltyandsituationsinwhichtheyareproI

videdandused(Brownctal,1989:33)･''ItisbelievedthatextrapolatingfromSLmayoffersome

valuable]'nsightstoTEFL,whichcanbeclaimedtohavebeenpursuingItsOwnCourseOfsjtuatcd

learn】ngandtappingnewteChnologleSforeffectivelcarnlngaids,especiallysincetheinception

()ftheCommunicativeLanguageTeaching(CLT).Whatismore,TEFLstudysh()uldcontribute

togenerallcarnlngtheoryandtoabetterunderstandingofSL,inkccplngWithitslegltlmatC

disciplinarystatus,apointwellexpressedbyGass(1993).

Thispaperwillstartwiththemainassumptionsandthelearningenvironment(LE)cndorscd

bySL.Thenitinter)dstorcvicwtheEFLIcarnmgenvir()nmentinlightoftheSL'sframework.

Afterwards,itwillcxamincsituati()nsandmediapracticeincurrentEFLeducationwithregardto

twosamplelessons.Finally,itwillofferageneraldiscussiononsituationandmediauseinTEFL

fromSL'spcrspcctjve.
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ASSUMPTIONSOFSL

Implicitinconventi()natschoollearninglSanassumptionthatknowledgecanbebroken

downintodiscreteentitiesandtransferredfromtheteachert()thestudentviaclassroomactivi-

ties,whichareusuallydivorcedfromitsrealuse An apparentriftexistsbctwcenschoollearnlng

andexpcricncesencounteredbylearnersoutsidetheschooLAs aresult,successinschoolinghas

littlebeanngonperformanceinrealsituations･SuchfailurehasbeenattributedtothedeflLc]-er)cyof

situatednessinpresent-dayschooling.

ProponentsofSLc()ntendthattheacqulSitionofknowledgeisinextricablysituatedinthe

physicalandsocialcontextofitsacqulSitionanduse･UnderlyingSLisaconstructivisttheoryof

lcamlng,accordingtnwhichleamlnglSanactiveandconstructiveprocessWherebythelearner

interactswiththeenvironmentandconstructshisownmeanlngfulreprcscntationoftheworld.

RatherthanpasslngOneWayfromtheteachertothelearner,knowledgeisproducedbythelearner

interactlngwiththesituation,anddistributedacrosstheLE.Thisiscontrastedtotheprevalent

objectivisticviewofleamirlg,tOWhichbehaviourismbelongs(Jonassen,1991a)･Accordingtothe

latter,thereexistsanobjectiverealityextemaltouswhichweaslearnerstrytoassimilateandas

teacherstrytotransmit.

Builtuponrealworldleam】ngobservableatworkplaces,SLproposesacognitiveappren-

ticeshiptosituatelearmng,accordingtowhichlearnersasapprenticespickups女illsand'stealr

knowledgefromtheirexperiencedpeersandmaster-coachesthroughongolngSOCialpractice

(BrownandDuguid,1993)1Oneeffectivewayistoengageleamersinauthentictasksandprob-

1cm-solvlnglnaCOmplexandrealisticcontext.Therationaleforthisapproachliesintheincxplト

cablenatureofmuchofthecomplexlearmng.Toputitinanotherway,learnlngdoesnotinvolve

simplywhataninstructorintendstoimpartbutmanyperipheralandcovertaspectswhichresist

instructionalefforts･TheLE,ratherthantryingtOControlthewholeleamlngprocess,Should

affordasocialenvironmcnttoenablelearnerstoTstealtknowledge.

TheLEsoconceivedcontrastswithprevalentschoolleamlngWhichfollowsamainlyana-

lytic,top-downprocessbypredeterminingtheinstructionalcontentandrnethods･Consequently

instructionalpracticestendtoTTunderrepresentcognitiveprocessescomparedwiththediversesitu-

atiorlSOutsidetheclassroom(Harley,1993:47)･'1Inthesamevein,technologiesoftenplaya

facilitativeroleinreinforcingthisprocess･Thecontextsmediatedbytechnologytendtodepnve

learnersoftherichaudio-Visualresourcesaffordedbytherealworld,byreducinglearmngto

finely-tuneddiscretefragments･Thisresultsinatheft-proofLEwhichtendstoshorトcircuitthe

cognitiveprocesses･ThegoalofuslngteChnologleStOCreateatheft-pronecontextandtomakeit

anintegralpartofLE,allowingStudentsanaccesstoasmuchactualpracticeaspossibleandto

increasinglygreaterdepth,As SLrestsuponrealworldexperiences,aclassroom-basedSL

appr(-ac九becomesimpoverishedwithoutthebackupoftheappropriatetcchnologlCS･

SLoffersnotrivialchallengestothepresentcorlCePtSOfschooling,hlStruCtionaldesignand

mediauseandintheserespectsholdsimplicationsforEFL16amlngaSWell･
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SITUATEDNESSINEFLLEARNING

TurnlngtOLanguagelearT)lng,situationalcor)texthasbeenakeycomponcrlt.Withthe

Situat舌()natApproachtoIAnguageTeaching,situationintermsofconcrcteobjects,p】ctures,rcaLja

andgcsturcshavebccnutilizedtodcmor)Stratcthemeaningsofnewlanguagejtcms(Richardsand

Rodgcrs,1986)･Howcvcr,uptothereccnHimes,languagelearninghasbccndominatedby

audiolingualism whichrcndcrslearninglntOaStimulus-responseprocess,structurcdaround

grammaticalrulesandpattcms･Toomuchemphasishasbeenplacedupontheaccuratemastery｡f

theformalaspectsofthclanguage,resultinglnaSimilarriftbetweenhowthelanguageistaught

andhowitisusedintherealworld･Thisapproachhasbeencalledintoquestionbynativists

withintheChomskyiantraditionandsociolinguistsmaintainingthecommur)icativeandcontextual

p()tcntialoflanguage･As aresult,languagelearnlnghasbeenusheredontoacommunicativepath･

Thekeynoteofcommunicativecompetencehasbecomeaprimaryfocus,whichcanbedcfincdas

theabilitytour)dcrstandandproduceutterancesappropriatetOthesituation.Likcwiscinpractice,

thereisagrowlr)gCOnCernWithengagingleamersintasksandcontcT)トbascdactivitiesandwith

situat-nglcarnlnginthecontextofcommunicativeuseinwhichlingulSticformsarcnoHhccndin

themselvesbutameanstofulfillcommunicativeandsocialfunctions.

Thccommunicativedrivehasgatheredsteamwithadvancesincomrmnicationtcchnol()gy

withoutwhichCLTals()becomesimpoverished.TechnologiesCannowbringalmosteverykind

ofauthenticsituationintoclassroL)ms,creatingaconductivelanguagelcarnlngCnVironmcntwhich

wasnotpreviouslypossible.Classroomscannowbecomethesceneofrichcommunicativeactjvi-

tics,thankstonewgadgetssuchasinteractivemuユti-media,e-mailnetwork,vide()telcphonc,ctc.

andthepresenceofnatiyespeakers.ThisprovestobeavaluableassetinanEELcnvironmcnt

whereEnglishasameansofcommunicationisseldomusedoutsideoftheclassroom.Theclass-

roombecomesthemainsourceoflanguageexposure,orindeedthebestplaceasclaimedbythe

NaturalApproach.

ThecclnCCmwithsituationalaspectsinlanguageleamlngCOnCurSwithSLbutsituatedness

inEFLlearnlngderivesfromapedagog-calrationale.Whileincreasingattentionispaidtothe

situationalfactorsaridauthentictasks,theinstructionalbasisisrootedinobjcctivismalongsidea

persistentresidueofbehaviourism.LeaminglnmanyCasesisstilldecomposedintodiscrctc

fragmentsonanessentiallystructuralbasis,andtransmittedaomtheteachertothelcarncrvia

somemedia.Thelcamcriscxpcctcdtolearnapredeterminedsetofitemsfromaprcdetcrmincd

syllabusalongapredetcrmincdlinearroutethroughthemediumoftextbookssupplemcntcdby

othermedia(Windeatt,1992)･Technologiesremainasidedishinatextbookmenu,providing

pnncIPallyaculturalandlinguisticcontextforillustratlngmeanlng,CemCnt】ngthetransmissioII

viewoflcamlng.

TODAY-SPRACTICE

Concomitantwiththeincreaseofinterculturalcommunicationandthedemandforinterrla-

tionalunderstanding,rcalizir)gthecommunicativefunctionsoflanguageandkeyinglcarnlngtO

situationshavecometotheforefrontoflanguageteaching.WhatkindofLEcanbcfoundin
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today-sEFLclassroom?How islearnlngSituated?Whatroledoesmediaplay?Towhatextent

d()csEFLIcamlngCa汀yOvertOSLprinciples? Withthesequestionsinmind,Wewillexamine

tworecentELTopenlessons･

ThetwolessonsrepresentthepositiveinstructionalandexperimcntaleffortstowardsCLT,

thoughtheybynomeansrenectgeneralanddiversepracticestoday.Inbothcases,thereisa

heavyuseofmediatocontextualizelearnlng･

TABLEI

SltuationaLAnalysisofTwo

SloSInteraction

TI()S(ludenl)Interac-

1】()∩

tndiv】dualw()rk

Med∫aSetting

VideoWatching

SltUatlOnaland/or

SluracluralPractlCe

OneqlleStio】1-aTISWerduringcompre-

hensionCheck

Teacher-controJ]edworkoncomr)re-

hens10nqlleSlion

Multi-medialnCOmPUterlabcorn-

puler,videodlSC,dalavlじW,el°

Fllmwithcatp10nSTotalvlewlng

lime17min

CompnihenslOnquestion.RcvleWkey

partsWhereanswersare]ocatcd.Tdト

rects良givesanswers

Revl'ew2sceneswithscripts.ExpJarla-

1ion)nidiomaticexpressionsandvo-

cabu】ary

Warming-up･questionclime,weather,

dale,ctc.(2min.)ComprellenSionQ&

A(4mlrL.)

S(1meduringindividtJalwork

Blank-filling& T/Fexercises(6･30

min)

Languagelabwlthvldeo,datavleW,

bl)t)1hmonitor,el°

Educali(lnalfilm(aJapanesefamily

hostsaforelgnguest),Vicwd5times(13

mln.)

RevICWWh()Jevideo4times.ComT))cle

blank-fllJjngandT仔choiccs

TwodialoguescontainlrlgPasttense

verbs,repeated良practised(6mm)
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LessonAatoneseniorhigh schoolisanchoredinamulti一mediasystemwhichrelegates

sound,imageandtextunderthereinofacomputer. Comprehensionissituatedinthevideo

contextofafeaturc別mwithcapt10nS･Beforeviewlngthewholeepisode,studentswereg】vcn

someattentionpolntCrSWithvideofilmaccompaniment.Afterviewmg,theyWcrcledthrough

somecomprehensionquestionswithmultipleanswers･ncn,twosccncsWcrcsclcctedforsen-

tencepracticeinWhichsentencesandcxprcssionswereexplainedinJapancsc,andpractised.The

lessonfinishedwithavicwlngOfthewholecpisodc.Ingcncra1,thelessonisc()ntcnt-basedand

supportedbyaneasy-to-retrievemulti-mediasystem.However,itisteacher-controlled,1cav-

1nglittleinteractionamongthestudentsandbetweentheindividualStudentsandtheteacheronthe

onehand,andthemediaontheother.Themajoremphasisappearstobeplacedor)Comprehcn-

si【}n･AsimpleanalysisofclassroomactiviticswitharoughcountofthetimespentisglVenin

Tablet.

LessonBfromoneJuniorhigh schoolwasconductedinLL･FolloWlngSomeWarm-uP

cxcrcises,Studentswerefirstledthroughapracticeintwosituationaldialoguesinwhichpast

tcrlSeWasembedded.Theyrepeatedafterthecassette,altcmateddialoguepartsandreproduced

EnglishversionsassistedbyJapanesetranslations･Thedialoguescriptswereprojectedbythe

dataviewsystemonthemonitorssharedbyeachpair･Nexttheywereaskedtowatchavideofilm

andthenfinishsomecomprehensionexcrcises･Finally,theteacheraskedsomequestionsbased

onafill-inexercise.ThereismoreinteractioninLessonB.Audio-visualmediagatheredinLL

provideabasisforunderstandingandpractislng.AsimpleanalystsOfclassroomactivitieswitha

rl)ughcountofthctimespentisglVeninTableI.

Thetwolessons,whileinnowayidealexamples,doshowsomepositiveinstructional

practicesusedtodayaimlngataCOmmunicationorientedapproachandeffcctivcmcdiause.Itcan

beseenthattheLEwhensupportedbyaudiovisualpropssuchasTV,videoandmulti-mediacan

facilitatelanguageleamingbyprovidingananchortothetargetcultureandanaccesstoauthentic

samplesoflanguageinbothaudioandvisualfo-S･ Thisisespeciallyvaluableinafore1gn

languagesettlngWhcrcimmediatetargetcultureorcommunitiesforpracticearenotavailableand

mastersorcoachesarcinmanycasesnotexperts.H()wever,notallactivitiessharethesame

dcgrccofcontcxtualization･LeaminglngreatPartisstructurallybasedaT)dofferedinasecureLE

inwhichmediascrvcasadeliverytooLItappearsthattheEFLIslearr"ngenvironmentpresentsa

differentscenariofromthecomplex,realistlC,theft-proT)eLEchamplOnCdbySL.

DISCUSSION

TheprecedingsectionshaveexploredthepossibilityofcontemplatingTEFLfromanSLrs

pcrspective･Lookingback,gel)erallcarnlngtheoryhasconstitutedapowcrfulinputtoourunder-

standingoflanguagelcarn】ng･As rcscarchinlearnlrlglSCurrCntlyundcrgo】ngaparadigmshift

I()wardsconstructivism,languagelcarn】ngoughtto kccpabreastofsuchprogressandscck

Lcgltimatecxtrap()1ation.Moreover,thefactthatlanguagelcamlnghasbccntheplatformforSL

thinkingfurthervalidatessuchanapproach･Inthislight,towhatcxtcntcanSLrspcrspcctjve

offerrlCWaVer]UCSforthinkingaboutEFLlearningbecomesanissueofsignificance.Howcvcr,it
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shouldbep()lntCdoutthatforclgnlanguagelcarnlnglSaC()rr)PIcxprocesscallingformultlPIc

之tCCOUntStOUntieitswebofmyth.An SLalaconstructivism,stHlintheprocessofcxploration

andexpcrimcntation,Canhardlyprovideaninstantbreakthr()ugh,butit()ffersaneducational

vantagct(-rcvicWTEFL lnreturn,EFLIcarn】ngs｡C()nstrucdcanc()ntributctoabetterundc卜

standing()fSL･As thcrehasbeenlittlediscussionofthisnatureintheliterature,thefollowlng

discussionandcommentismeanttobetcntativc.

Thcrccanbclittleargument()∩l)r∩()vcltylnSituatlnglcam】nglnarealisticcontext･TEFL

canclaimtohavealonghistoryofdoingsituatedlcarnlnginthissensc･Thecruxliesinhowzlnd

whyitissjtuatcd･SLrejectsamerelyphysicalcontextinaffordingsituatednessandemphasizes

thesocialmilieu,a"fullc【)ntcxt''inBr榊′nandDuguidlsterms(1993)･Lcamingisnolongeran

l'ndividualacquisitionshapedbyinstruction,butasharedanddistributedsocialpracticeresiding

ingroups,media,teachersandcommunitiesatlargethroughconstantinteractionandcollab()ra-

tion.SuchartecologicalandscICialviewoflcarmnglSOftenabsentintheclassroomLE.As SL

pcoplcargue,thisaccountsforthefailureofmuchoftheschoollearmng･

Whilcaconstructive,situatedcognitiveapproachtoEFLleamlnglSCOntrOVerSialatprcscnt,

theidea()fsituatinglearnlnglSnotnewWithTEFL WithCLTtakingthelead,placlnglcamlngln

realcontextshasgainedmomentum･Patternpracticeandmemorizationdrillshavegradually

glVCnWaytOaburgconlngOfroleplay,taskperformance,andproblem-solvlngaTldinforma-

tion一gapactivitiesIHowever,fundamentalchangeshavebeenhampcrcd,partlyduetothegram-

mar-orientedevaluationsystemandpartly,thedifficultylnmOtivatlnglearnersinanEFLsctt】ng

inwhichlittlenec°canbcfoundforusingEnglish.Inaddition,CLThasbecomepolyscmousin

practicc･Atoneend,itshowslittledeparturefromthestructuralmethod,merelyclothedundera

diffcrcntcloak.As aresult,prc-planned,controlledandteacher-centcrcdinstructionbasedupon

contriveddiscoursesisstillprevalent･ h rlguagcistreatedasapurelyacademicsubjcct･The

emergcnccofnewmedia,insteadofbring】ngchangesinlearmngascxpectcd,mayendupln

perpetuatingandreinforcingthetraditionalinstructionalandmediapractice･

ThctwoopenlessonsreflectpositiveeffortstowardsCLT,butjudgingfrom theSL-sposi-

tion,thetotalityofLEismisslng.ItisacorltrOlled,predeterminedLE,intendedtodemonstrate

mcanlng,eitherstructuralorsociolingulSticandtotransmitfine-tunedsamplesoflanguage,ln

whichmediaremainsadclivclySystem.Besides,thereissurpns】nglylittlecollaborationand

interaction amongtheleamersandbetweentheteachersandtheindividuals･ Al thoughvideo

filmsprovideabettercontextforcomprehension,Otherleamrngactivitiesareshallowlysituated,

farfromthe"fullcontextT'asadvocatcdbySL･IAnguageleamlngaLs()involvesmanymorecovert

andpcriphcralfeaturesthaninstructioncanhandle･

ltcanbcseenthatSLfavoursanexpcricntialapproachtolcarnlr】glnWhichlcarncrsare

immcrscdir)carrylngOuttasksandproblem-soLvlngactivities,whileinteractlnglnasocialLE

whichenablesthemt()accessandrsteal■knowledgelatentintheperiphcry･TheLEswingstowards

thenaturalisticendofthependulum.Thisres()mateswithsomei)fthetheorizingbchiTldCLT･

Communicativehardlincrstalkaboutaleamlng-by-doingoralcamlng-through -communicatior)

approachbyreplicatlngnaturalisticconditiorlSunderwhichnodelibcratcattemptlSmadetoshape
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theLE,aswcacquireOurLlandmanyotherskills･However,WithinsecondlanBuagCaCqulSト

tionfield,studiesaboutcxpcricntialvs･analytic,formalvs･informalorclassroomvs･naturalist]'c

learninghavepr()ducedmiXedresults(Ellis,1990;Stern,1991).Ncithcrcanofferasatisfactory

account･Acomplimentaryroleseemstobethemcssagcandthcrcisaneedtofindabalance

bctwccnthetwostrands.Inthisway,C()ntrolledpracticeunderc()ntrollcdconditionsstillhasa

placeinatleasttheearlystagesofleaming(Tripp,1993),whenlearnersarestillstrugglingwith

theforTrlalsystem()fthelanguage･Thisisc()mpatiblewiththeJonasscn■stri-stagemodelof

developingcxpcrtiseinwhichthefirststageisbasicallyobjcctlVisticorbehavioral(Jonasscn,

1991b).rnfact,manyproponentsofCLThavemaintajncdthencccssityofapre-communicative

stageasinLittlewood(1981),andthescaffoldingfromstructural,situatiomltoexperier)tial

stagesasinAllen(1983)IViewedinthisway,adcsirablcexpericntialapproach,infactSL,to

lcarmngwouldcomprisediscoursealongananalytictoexpericntialcoTltinuumwithvarylrlgde-

grees｡fsituatedncssinaccordancewithleanerneeds･

Theroleoftcchn()logiesbecomesself-evidentandistobccmbeddcdintoabroadcontextof

socialambience,ratherthanpresentedinisolatedfragments.Formanyyears,theuseofaudio-

viSualaidshasbecomepartandparcelofTEFLforthepedag()g】Calandpracticalreasonsstated

earlier.Withthespreadofinformationtechnology,anewgenerationoftechnologywithinterac-

tivemuユti-mediacapacltyisbeginnlngtOknockatTEFLIsdoor,hailedtoeffectchangesin

teachingandlcarnlng.However,itsrolehasbeenanissueofgrcatintcrcst.Sofar,researchhas

notbec°ablet【)catchupwiththetechnologlCaladvancesandpmvidcasoundtheoreticalunder-

pinning(Garrett,1991).Clark(1983)ClaimsthatmediaarelTmerevehiclesthatdeliverinstruc-

ts()n."withnoinfluenceonachievement･IrlPractice,newtcchnologlCShavenodoubtfacilitated

teaching.Butwhcthcrtheirroleturnsouttobedifferentincsscncefromthatoftheexisting

reperto]Lrc,orwhethertheyalsoprovetobeeffectivelcamlngandcognltivet()olsawaitsfurther

rcscarch.Inrecentyears,wehaveseenrcscarcheffortsmovlngawayfromcomparisonstudies

forlearnlnggainstowardssituatlngmediausewithinthelargecontextofcognltiveleamlngtheory

andexplonngtcchnologlCStOprovideanenrichedleamlngCnVir｡nment･Itisofparamountim-

portancethatmediastudyandpracticeinTEFLshouldalignitselfandinteractwithlearning

the【)ryandeducationalmediapracticeinthemakingofaneffectiveLEandseekitsJuStificatior)･

CONCLUSION

Thispaperh･dSSpeculativelypresentedabriefaccountofSLasassociatedwithEFLleam-

1ng.ItcanbcdisccrncdthatSLandTEFLsharealotillCOmmOnintheiremphasisonsituatedncss,

andthatthebasicpremisesofSLsupporttheoryandpracticeofCLT.Givenitsslgnificancein

learn】ng,SubstantialadditionaltheoreticalandempiricalresearchisneededtoinvcstlgateWhat

kindofsituationsyieldmaximallearnlng,aSI-notallsituationsaffordlcarnlngtOthesamedegree

(Young,1993)･''WeneedtodeterminespecificallywhatsituatioT)alconfigurationpromotes

lcamlng,WllCtheritistwopersonscontrivlngaCOnVerSation,intcractivcmuユti-mediaorreal

worldcxpericncc,andinwhatskillandcontentareasandatwhatlevcL

PedagoglCally,ltisimpossibletoforeseeeverysituationandthustopreparelearnerstoact
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appropriatelylnallsituations･AnSLapproachnec°stocnsurcthatknowledgeacquiredwillnot

bewcldcdtoonlythosecontextsinwhichitwaslearned,andthatlanguageskillsaequircdwill

∩()Ibecome1()StoncetheclassroomscttlnglSremoved.

Classr(10m-basedSLneedstoexplorewaystorcprcsentsituati【)nsbearingsocialambience

inaclassroomsetting,whichhasbeentraditicInallysuitedtoanalyticleamlng.Atthemoment,no

intelligenttechnologycanrestagetherealworldwithfullhumaninteractivlty･LEcanonlyafford

apartialcontextdifferentinessencefromtherealworld.Thishasspecialmeanlngforforclgn

languagelcarnlng,Sincetheclassroomisusuallytheonlyplacetoexperiencethetargetlanguage

andculturc.

ltisbeyondthescopeofthispapertodealindepthwithallthepolntSintrylngtOunderstand

EFLleamingfromSL■sstance･Forinstance,theimpactofsituatedcognitiononEFLlearnlng

andtheplausibilitythat■●allknowledgeislikelanguage,"sincefewEFLleamerscanreachthefull

cxpertiscasc【)mparedwithotherleamlng･Apparently,moreinteractionisrequiredbetweenEFL

IcamlngaTldgencrallearnlngtheorylnaJ01ntefforttouncoverthecomplcxityofleamlng･

* Ashortversionofthepaperwaspresentedbytheauthoratthe9thannualconferenceof
JapanSc)cl'etyofEducationalTechnology,heldl'nMukogawaWomen'sUniversl'tyonocto-
berlO&ll,1993
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大学英語教育における ｢グループ ･ワーク｣の試み

早田 武四郎

和歌山大学 教育学部

1.序 論

(1) 問題の背景

電気､電子工学が発達した現在､優れた視聴覚教育機器が生まれている｡これらのメ

ディアを英語教育に導入しない理由はない｡大学英語教育においても例外ではない｡設

定した学習目標達成のために効果があると思われる機器はすべて使うべきであろう｡こ

れらは主に LL教室-そこの設備 ･備品を含む-や視聴覚教育機器を指す｡しかし､目

を転じて見れば､設定した目標達成のために必要なものは､必ずしも視聴覚機器とその

教材 ･使用技術-ハード､ソフト･ウェアーばかりではない｡学習者と英語の間に存在

する可視､あるいは不可視のメディア(媒体)も学習目標達成のために重要である｡それ

らの中には学習者の学習意欲､教師の指導技術や人柄､テキスト､テープその他の教材､

個人-､グループ ･プロジェクト一個人-､班単位の課題-､種々の一教師 ･学習者間､

グループ成員間､グループ間､通常授業と課題間､課題間一交互作用等がある｡筆者は

英語教育の更なる科学化と発展のためには､これらの媒体も教育資材として認知し活用

する必要があると考える｡この認識に立てば英語教育の態様として様々な方法が成立す

る｡教師-学習者を中心として､色々な形の媒体(マルチ ･メディア)を結集して､設定

した学習目標の達成を図ることが可能となる｡このような視座をもって､筆者は 1983年

度より授業(6)と並行してグループ ･ワークの学習転移効果について実験を重ねてきた｡そ

の結果は次の通りである｡なお､今回は 1992年度の実験によって仮説の検証を試みる｡

実験(テスト)の信頼性係数 (r)はキューダー ･リチャー ドソン公式 21によって､

4月テストが 0.830､12月テス トは 0.902であった｡

(2) 研究の経緯

1)1983年度～1992年度

使用したテーマは延べ 43､重なった場合を除くと 17であった｡そのうち､総合英語

テス ト ー 後期英語定期テスト､後期英語定期テス ト前期英語定期テストの差､7月

英語共通テス ト､7月または 12月(or1月)英語共通テス トと 4月英語共通テス トの

差- で統制群 - グループ ･プロジェクトをなにも課さない班;クラスに 1また

は2班 - に比べて得点が優るか得点の伸びが認められ､統計的に有意になったテー

マは 13であった｡すなわち､｢(親近性の高いテーマによる)班討議を経た日本語小論

文の執筆｣2回､ ｢基本英会話表現集の作成｣ 3回､ ｢絵葉書(当該大学紹介または大

学所在地紹介)｣2回､ ｢日本の乗用車のニックネームの意味および由来｣1回､ ｢英語

のシンボル ･マークの作成｣4回､ ｢日米プロ野球のニックネームの意味と由来および

本拠地紹介｣ 1回である｡
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1983年～1992年度の結果の概要は次の表に示す通りである｡表中に掲示している場

合を除き､統計の手法は t検定である｡なお､等質性の検定は両側検定､ 5%水準で統

一した｡有意性の検定は両側検定を用いた｡(##:1%水準 -､#'5%水準で統制群有

意､ S.:実験群有意､ -S.:統制群有意､∩.S.:有意差なし､前定:前期英語定期テス ト､

後定:後期英語定期テス ト)

表11983-1992年度 ク寸Jト70･ワーク結果概要

年度 タイ トル 被験者数 等質性検定 有意性検定

19831)イラスト(1) 15(15) p〈.05 -S.∩.S.n.S. pく.01S.**∩.S.∩.S.

2)英語の歌 10(10)

3)小論文(2) 12(15)

19841)小論文 18(10) ∩.S.(分散分析) pく.0l s.2)英語の歌 ll(10) pく.01 -S.##

19851)絵葉書 27(35) ∩.S.∩.S.n.S.n.S. n.S.∩.S .∩.S.∩.S.(後定一前定)

2)しおり 36(35)

3)和風英語 33(35)

4)英会話表現集(3) 31(35)

19861)デザイン .建築(a) 用語(4)2)デザイン .建築原書の訳(4) 13(13)4(13) ∩.S.∩.S. n.S .∩.S.

19861)英会話表現集 15(26) ∩.S.pく.05 -S.∩.S. pく.0l s.∩.S.∩.S.(前定一5月テ)

(b)2)ク十ルントピー(5) 16(26)

3)英語国がイド 22(26)

19871)小論文 105(77) p(.05 -S.∩.S.n.S. pく.01 S.

2)絵葉書(大学所在地紹介)3)絵葉書(大学紹介) 78(77)38(77) pく.05 S.∩.S.

.19881)小論文 18(22) ∩,S.∩.S.∩.S.∩.S.∩.S. pく.05 S.∩.S.∩.S.pく.01 S.

(a)2)絵葉書(大学所在地紹介)3)英会話表現集 32(22)19(22)

4)日本の乗用車 15(22)

5)英語のシンホ～ルマーク 24(22) pく.05 S.
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2)英会話表現集 28(20) ∩.S.∩.S.∩.S. p〈.0l s.∩,S.n.S.

3)日本の乗用車 38(20)

4)英語のシンホヾルマーク 27(20)

19891)小論文2)絵葉書(大学所在地紹介) 34(67)57(67) n.S.∩.S .∩.S.n.S.n.S. ∩.S.pく.05 S.3)英会話表現集 34(67) p〈-01 S.∩.S.pく.05 S.

4)日本の乗用車 38(67)

5)英語のシンポ lh,一夕 35(67)

19901)絵葉書(大学所在地紹介)2)絵葉書(大学紹介)3)英語のシンホ'1ルマーク ll(17)ll(17)6(17) ∩.S.n.S.∩.S.∩.S. ∩.S.∩.S.pく.05 S.∩.S.4)小論文 7(17)

19911)絵葉書(大学紹介)2)絵葉書(大学所在地紹介)3)英語のシンホ寸ルマーク ll(19)18(19)21(19) n.S.n.S.~S.n.S. ∩.S.∩.S.∩.S.∩.S.4)小論文 19(19)

19921)日米プロ野球 14(40) ∩.S.∩.S.∩.S.∩.S. pく.05 S.2)英語のシンボルマーク 18(40) pく.05 S.n.S.∩.S.3)しおり(キャンハ8ス動 .植物)4)小論文 ll(40)16(40)

※被験者数欄()内は統制群の人数

3_ グループ ･プロジェク ト(班単位課題学習)について

1)本研究､グループ ･プロジェク ト･(ワーク)の定義

5-9名のメンバーから成る班を構成 し､教師の設定した数個のプロジェクト(研究課

題)およびプロジェクトがない統制群を含めて抽選によって分担し､期限までに完成する｡

4月または 5月初旬に授業(6)時間の 30分を使ってオリエンティシヨンを行 うほかは､

殆ど課外作業となる｡質問や問題が生じた場合は班のメンバーで協議､必要に応 じて教

師に相談する｡グループ ･プロジェクト･(ワーク)は班単位の授業外 ･課題学習であり､

大学の専門課程や大学院で広く行われている､いわゆるLゼミ'とは趣を異にするOなお､

少なくとも3回のミーティングと共同作業(学習)および 1回の最終チェックを義務とし

た｡止むを得ない事情で休む場合は 1回まで可とした｡
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2) 英語と学習者間のメディ7(媒休) (cf,図 1)

匡垂司

メディア (媒休)

教師

教具 (テキスト､

テープ他)

個人 ･グループ課題

教授法

各種交互作用

学生の英語に対する

イメージ

etc.

[亙亘]

高い 親近性

図 1 英語と学習者間のメディア (媒休)

3) 英国で広く試みられているーprojectWork'っいて､

筆者は 1986(昭和61)年6月29日～8月24日､英国の著名な英語学校 BellSchool,Bath

校､続いて8月24日～9月20日は同じくN()rwich校で practlCalEnglishと英語教授

法を研修する機会に恵まれた｡Bath校では思いがけず ーprojectYork'なる班単位課

題学習を今度は学生の一人として体験した｡それを本研究のグループ ･プロジェクトと

比較すると､前者は一定期間 (4週間の学期の後半 10日間)の授業時間をフルに使い､

更に課外時間にその不足を補うため教師の指導が多いのに対して､後者では授業時間は

殆と使わないが､作業期間は 1.5-2カ月と長く､教師の指導が少ないこと､また､学

生の平均年齢は前者が 17才位､後者が 20才位､班の構成人員は前者が平均 12名前

後､後者は平均7名程度､メンバーの国籍は前者が平均8カ国､後者は1カ国という具

合である｡

4. 本研究､グループ ･プロジェク ト･(ワーク):

班単位課題学習に連なる先行研究の概観

Slavin,R.E.(1980)は小集団学習に関する 28例の小学生､中学生を対象にした､

少なくとも2週間を費やした実験の結果を総覧し結論を導いている｡その中で､ ｢①学

力養成において､協同学習は伝統的な方法に劣らず､多くの場合､有意に優れている｡

(参協同学習は学習者の自信を高める.③協同学習を用いた授業の学習者は伝統的な方法

で教えられた学習者より授業を好きになる｡④協同学習は伝統的な競争を中心とした学

習の補足ではなく､大幅にそれにとって代わりうるものである｡｣と述べている｡では

llU,同学習法は伝統的な学習法より､優れている理由としてとのようなことか考えられる
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だろうか｡

Webb,N.A.(1982)によれば､ ｢他の場面と協同学習を区別する重要な特徴は学生

間の交互作用である｡グループに編成した学生は課題を完成するために大抵一緒に学習

する｡これに対 して他の学習場面では､学習者は自分自身の席で学習するか､大抵の交

互作用が教師と学生の間でしか起こらない大集団で指導を受ける｡最近の幾縮かの小集

学習に関する総覧は協同習の有意を示しているo(Johnscln,1981;Johnson, 良John-

son,1974;Sharan,1980;Slavin.1980a.b)

第2童 研究の目的

1. 研究の目的

本研究の目的は大学英語教育において､親近性の高いテーマの課題を協同作業によっ

て完成させることが学生の英語に対する関心と取り組みを高め､その後2週間以内に行わ

れる総合英語テス トー速読-､リスニングー､基礎学カー､クローズ ･テス ト､テープ ･ディ

クテーションtの得点を向上させるかどうかをグループ ･プロジェクトを課さない場合

と比較して明らかにすることである｡

2. 仮 説

英語学習において､親近性の高いのテーマの課題を協同作業によって完成させること

は学生の英語に対する関心と取り組みを高め､その後､2週間以内に行われる総合英語テ

ス ト｢速読-､リスニングー､基礎学力-､クローズ ･テスト､テープ ･ディクテーションー

の得点をグループ ･プロジェクトを課さない場合と比較 して向上させる｡

第 3童 実 験

1.実験の方法

1) 実験

被験者 D大学 経済学部 1年生 34名

商学部 1年生 25名

人文学部 2年生 40負

計 99名

2) 処遇の配置について､

※処遇-グループ ･プロジェクト①～⑤-が上記､被験者 99名､18班にランダムに

割り当てられた｡ (⑤ はグループ課題を何も与えられない場合)

2. 実験材料

4つのテーマ共に､特に指定せず､学生の班討議を経た選択に委ねた｡教師は必要に

応じて相談を受けた｡
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3. 実鼓の手順

1)各処遇は次のように実施 された｡

i)グループ ･プロジェク ト ① ～ ④ は平成4年11月一杯を作業期間 とし 12月22日(火)

授業時 (2-4校時) までに完成作晶が提出された｡なお､作業期間の途中でグルー

プ ･プロジェク ト･チェック票が参加者全員に配 られ､提出時に作品に添付 された0

4 実験の結果

実験の結果は次の表に示す通 りである｡

表2 1992 4実験群と統制群のSD､平均値､被族者数 4月テス ト

実験群 テストの調査 種類の項 目 速読 リスニンクヾ 基礎学力 クロース～ 総合

7Dロ野球 SD 4.69 4.06 3.13 3.39 9.20

ニックネーム英語の `M 15.36 13.39 18..5 9.93 57.71

N 14 14 14 14 14

SUM 215 195 259 139 808

SD 5.88 3.87 4.37 3.71 13.24

シンボ ル. M 16.67 14.67 16.83 9.5 57.67

マークしお り小論文 〟 18 18 18 18 18

StjM 300 264 303 171 1038

SD 4.18 4.52 1.81 4.32 9.05

M 15 12.36 17.45 10.36 55.18

N ll ll ll ll ll

SUM 165 136 192 114 607

SD 6.64 3.33 1.98 4.8 9.97

M 13.59 14.44 17.75 8.38 54.16

N 16 16 16 16 16

SUM 217.5 231 284 134 866.5

疏 SD 4.66 2.82 2.99 4.57 9.97

刺 M 16 12.13 17.5 8.3 53.93

秤 N 40 40 40 40 40

sD･標準偏差値､M平均値､N･被験者数､SUM総和
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蓑3 19924実験群と統制群のSD､平均値､被験者数 12月テス ト

SD 2.28 4.16 2.52

M 23.2 15.5 19.10

N 14 14 14

SUM 325 217 267.5

SD 2.51 3.65 2.43

M 23.06 15.44 19.17

N 捕 18 捕

SUM 415 278 345

SD 5.13 3.53 2.02

M 21.82 14.45 19.09

N ll ll ll

SUM 240 159 210

SD 2.02 4.24 2.66

M 22.19 15.69 19.38

疏 SD 2.53 3.54 3.26 4.66 4.34 ll.06

刺 M 22.ll 13.63 18.25 13.5 6.3 74.03

料 N 40 40 40 40 40 40

記号の表示は蓑 1に同じ

表4 1992 4実験群と統制群問の t検定結果 等質性の検定

1 日米70 ロ -0.43 1.77 1.04 1.16 1.22

野球(14名) ∩.S. ∩.S. ∩.S. n.S. ∩.S.

2 英語のイメ-シ11 0.46 2.76 -0.67 0.96 1.01

(18名) ∩.S. ∩ .S . ∩.S. ∩.S.∩.S.3しおり -0.63 0.20 -0.05 1.31 0.37

(11名) ∩.S. ∩.S. ∩.S. ∩.S. ∩.S.

4 小論文 -1.51∩.S. 2.57 0.30 0.06 0.07(16名) S. ∩.S. ∩.S. ∩.S.
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表5 4実験群と統制群間のt検定結果 有意性の検定

実験柿 テストのチ-+■1■.-.-.A-.I_周 類 速読 リスニンク～ 基礎学力 チ-7Dディクテーション クロース十 総合

1 日米プロ野球(14名) 1.40∩.S. 1.60∩.S. 0.87∩.S. 1.82∩.S. 2.08く.05S 2.32く05S

2 英語のイメ-ゾ(18名) 1.35n.S. 1.74∩.S. 1.06n.S. 1.33∩.S. 1.30∩.S. 2.03pく.05S.
3 しおり(目名) -0.80n.S. 0.69∩.S. 0.50∩.S. 0.92n. S. 0.30∩.S. 1.00∩.S.

4 小論文(16名) 0.111∩.S. 1.82∩.S. 1.06∩.S. 2.20pく.05S. 0.38∩.S. 1.79∩.S.

5. 結 果

1) 結果の考察

グループ ･プロジェクト(Dのテーマ ●日米プロ野球のニックネームの意味と由来および

本拠地の紹介は日本で最もポピュラーなスポーツである野球､そのプロ球団のニックネー

ムと由来､これまで日本プロ野球のモデルであった米国プロ野球のニックネームの意味

と由来､その本拠地(所在市)を調べ紹介することは､英語と最も関係の深い国アメリカ､

また日本の若者が最も行って見たい国の1つであるアメリカの主要都市を知る機会となり､

少なからず学生の興味をそそり､協同作業およびそれを通じた交互作用を促進したもの

と想像される｡これらが他のテーマの作用と共にプラスに働き結果に影響を与えたと思

われる｡

さらに､グループ ･プロジェク ト②英語のイメージについて班討議し､A4判の画用紙

にシンボル ･マークを描くことは珍しく､学生の興味を深める作用をしたと考えられる｡

それが班討議､協同作業の中の交互作用と相俣って結果に影響を与えたと思われる｡

また､グループ ･プロジェクト③大学キャンパス内の動 ･植物を題材として､しお り

を作成することは作業期間の中での協同作業の楽しさが英語-のイメージを高め､学習

意欲を高めると考えられたが､それが結果に現れなかったO原因として､班討議や共同

作業が充分に行われず､またテーマの親近性が学習者にとって必ずしも高くなかったこ

とが考えられる｡そして､グループ ･プロジェクト ① 三つのテーマ (2)から1つを選

択 し､ 1人1編の文献を読み､3回以上の班討誌を経て小論文 (2,000-3,000字)を纏

めることは協同学習の楽しさを学生に経験させ､且つ豊富な交互作用をもたらすと思わ

れたが､それが現れなかった｡個人で文献を読むことや討議が充分に行われず､メンバー

間-､学習者とテーマ間の交互作用が充分生じなかったためであろう｡さらに総合的に見

ると､6種類のテス トの値が一定せず､まちまちであるOこれは場合によっては Group

作業以外の変数の影響を受けているのかも知れない｡また､テス トの値がまちまちなの

は､Group作業の特徴 (つまり､能力の伸びのムラを引き起こす可能性)が出ているの
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かもしれない｡これ らは今後､検証すべき課題 と考えられる｡

2)結 び

1992年度はこれまでの反省に基づいて､協同作業が正しく行われるために､グループ ･

プロジェク トについての説明､すなわち､それがプロジェク ト･ワークと呼ばれ英国を

中心に世界的にかなり広く行われている学習法であること､筆者 自身も英国で学生とし

て体験 したこと､その時の状況等を説明した｡加えて､チェック票(7)を配布 し､協同作

業が間違いなく行われるよう手だてを講 じた｡これ らがグループ ･ワークが正 しく行わ

れ上でプラスに作用 したと考えられる｡さらに､ 3クラスとも､授業が比較的スムーズ

に行われたことが結果につながったと思われる｡すなわち授業や､それに随伴する他の

課題､班内や個人間の交互作用がある程度有効に働いたためであろう｡学生の反省 ･感

想文を読んでもそれが伺えた｡なお､作品提出直前に参加クラス全員の集会で作品の発

表会を行 うことは英国ではかなりのウェイ トを置いて行われているが､筆者の場合は授

業との並立性や継続性の観点から実施 していない｡プロジェク ト･ワークがさらに効果

をあげるために行 うべきかもしれない｡参加クラス全員の集会が不可能な場合はクラス

単位で行 うことを含めて今後検討したいと思 うOさらに今後､統制群として ｢グループ ･

ワーク｣をしなかった班でなく､ ｢グループ ･ワーク｣に参加 した班を用いることも考

えたい｡

注

(1)｢物語のイラス ト化とヒアリング ･テス ト問題の作成｣を指す｡

(2)1983-1989年度のテーマは ｢なぜ英語を学ぶか｣または ｢私の英語学習論｣であっ

た｡1990-1993年度は3つのテーマから1つを選択するものであった｡ちなみに1992

年度のテーマを掲げると､

① 主に経験を通 して得た私の実用英語学習法

② 英語の歴史 一文献を写さず､自らの言葉で書くこと-

③ 外国で最も行って見たい国 一理由およびその国の紹介､日本がその国に学ぶべ

きこと-

(3)メイン ･テキス トより100の重要表現を選び､基本英会話表現集を作成する｡100に

満たない場合は他の文献より選ぶことも可とした｡

(4)1983-1985年度､筆者は北海道旭川市の北海道東海大学芸術工学部デザイン学科､

建築学科で教鞭をとった｡ ｢デザイン｣､ ｢建築｣は共に密接な関係をもつ言葉で

デザイン建築､両学科共通でテーマとすることができた｡

(5)学校法人東海大学の創立者､故松前重義氏は学園創設に当たって､デンマークの偉

人 N.F.S.グルン トピーに学ぶことが多かった｡すなわち､グルン トピーは敗戦

(1864,対プロシャ､オース トリア)に沈む祖国を救 うためには教育によるしかない

と考え､国民高等学校なる農民師弟を教育する学校を全国に設立した｡ (修業期間4

カ月でカルチャー ･センター的な要素もあり､高等学校とは言っても大学と言った
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ほうが適当であろう｡) そこで､育った農民師弟が中心となって祖国の復興が進

められた｡その結果､現在の平和､福祉国家デンマークの礎が築かれた｡松前重義

氏はデンマークの国民高等学校をモデルとして東海大学を設立した｡そのような経

緯があり､デンマークとその偉人 N. F. S. グルントピーは学校法人東海大学

にとって大変関係の深い国であり人物である｡本課題はグルントピーの伝記を班員

各自が精読し班討議の後､要旨をまとめ感想を添えるものであった｡

(6) 用いたテキス トは RoaldDahl, LambtotheSlaughterandAnotherStory, 葦

書房 ･福岡 (1990)､井戸 修､早田 武四郎､横山 東 編注である｡このテキ

ス トは筆者らが文学教材と実用英語の橋渡しを企図して編集したものである｡すな

わち､それを果たすものとして､実用英語力において中心的な役割をしているリス

ニングと速読を採り上げた｡Dahlの短編集､Tales()fTheUnexpectedより2編

を選び､それぞれ 11と 19の章に分け､更に各章を3つの節に分けた｡これを左

頁に配し､ExercISeの欄を右頁に設けたCこれは A･B･Cの3つのパー トとその

下に意味と発音記号を付した WordsandPhraseを配置した｡Aは3つの節に対応

する各3問,計6間の True-FalseQuestionを配した｡Bは同意語(偶数頁)反意

語(奇数頁)､Cは3つの節より各 1つの参考文を抽出し､それを応用する和文英訳

である｡テキス トの1充を Appendixlに例示する｡

授業の順序は次の通りである｡

① テープによるVordsandPhrase学習 - 2回後をつけて読む｡その後､教師が

意味を説明したあと､さらに2回教師の後をつけて読む｡-

(診 ExercisesA.True-FalseQuestionsの意味の確認

③ リスニングor速読orリスニング十速読によりTrue-FalseQuestionsに答えさせ

る｡④ 精読により T.F.Questionsの答の櫛認(自己採点)

6)教師によるTrue-FalseQuestlOnSの答の板書

⑥ ExerciseB(Synonyms良Antonyms)と ExerciseC(応用英作文)の指名板苔

⑦ 教師による板雷されたExercISeSB,Cの採点

⑧ 教師による模範朗読と範訳

⑨ コーラス ･リーディング ー教師の範議の直後､学生は後をつけて朗読する｡-

⑩ 指名朗読

⑪ 難解文の意味碓認 一学生に指名して訳させる｡一 なお､この他に年度当初､

課題表を配布している｡これも A,B,C3つのパー トに分かれ､Aは必修課

題､Bは選択個人課題､Cは本稿の主題,班課題である｡Aの1の内容は別

教材- リトール ドされたロビンソン･クルソー物語､テープ付- をウォーク

マンまたは通常のカセット･テープレコーダーで出来るだけ多く聞き､出来る

だけに多く朗読する｡一それぞれ実施記録表:100マスのグラフ用紙配布- Aの

2は A の1の教材から3カ所を指定し､選択させて朗読､暗唱のテス ト､ら

の 1は英語検定試験の受験 ･合格､Bの2は T()eflの受験 ･合格､Aの3は

ラジオ英語会話の継続聴取､A の4はテープ付きの英会話教材- 200以上の
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表現を含んだもの-を購入し､200を抽出､10回読み､ノー トに5回書き､ 1

回意味を書く､という内容である｡

(7)チェック票を Appendix2に示す｡

参考 ･引用文献

Fried-Booth,D.L.,"ProjectWork",OxfordUniversityPress,1986

Jonhnson,D.W.,''Student-studentinteraction;Theneglectedvariableineducation''Educational

Researcher,1981,10(1)5110

Johnson,D･W.,皮Jolmson,R･T･''Instructionalgoalstructure:cc-operativecompetitive,()rindi-

vidualistic.'lReviewofEducationaLResearch,1974,44,3121340

Sharan,S･'TCooperativelearninglnSmallgroups:Rcccntmethodsandachievement,attitudes,and

etlmicrelations.Revt'ewofEducatt'OnalReseaT'Ch,1980,50,241-272

Slavin,R･E･,"Cooperativeleaming.'IReviewofEducatT'onalResearch,1980,50,3151342･(a)

Slavin,R.E.,"CooperativeleamlnglntCrms･.Stateoftheart:'EducatlonaEPsychologLSt,1980,15,

931111･O))

早田 武四郎 ｢大学一般英語教育におけるtゼミ型式学習':班単位課題学習の効果に

関する実験と考察｣東海大学紀要(外国語教育センター)第10輯 1989,ll-23

Webb,N･M･,一一StudentInteractionandLeaTninginsmallgroups,''Ih,L'ewofEducaEt'onalIkfeaCh,
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大学英語教育における ｢グループ ･ワーク｣の試み

Appendix2

グループ ･プロジェクト､セルフチェック票

大学 学籍番号 氏名 提出日

平成 年 月 日

(1)個人チェック欄

口 1. 3回の打ち合せに参加しましたか?

D 2. 3回の共同作業に参加しましたか?

□ 3. グループの一員として責任を果たしましたか?

ロ 4, 個人プレーの傾向はありませんでしたか?

□ 5. 英語は正しく記述されていますか?

ロ 6. イラス トの色はきれいに塗られ､文字はきちんと書かれていますか?

(2)グループチェック欄

□ 7. 作品の表紙またはケースの衰 (おもて)には参加者全員の学籍番号と氏名か記

されていますか?

□ 8. 作品完成後グル-プ全員でチェックしましたか?

ロ 9. 全体を通して整合性 (統一がとれ､まとまっていること)かありますか?

□ 10. 提出期限を守っていますか?

チェックマーク ○ 条件を満たしていると思う

× 条件を満たしていないと思う

★ このグループ ･ワークにつ いて､感想を書いて ください｡

詫そ このチェック票は各 自記入の上､作品に添付して提出する｡

L0._i



編 集 後 記

『LLA関西支部研究集録』5号をお届けします｡本号は関西支部担当の第 34回

LLA全国研究大会と同一のテーマ ｢マルチメディアと外国語教育｣を特集することに

なりましたO本号が会員の皆さんのマルチメディア-の理解を深め､外国語教育の改善

に役立てば幸いです｡最後になりましたが､全原稿の編集作業の労を取られた北村 裕

先生 (関西大学)に心より感謝いたします｡

編集委員一同

編 集 委 員

原田高好 (編集長 :大阪城南女子短大)､千種基弘 (羽衣学園短大)､

河野守夫 (神戸市外国語大学)､北村 裕 (関西大学)､中迫俊逸 (中央大学)､

斉藤栄二 (京都教育大学)､杉森幹彦 (立命館大学)､鈴木寿- (三国ヶ丘高校)

竹内 理 (同志社女子大学)

1SSNO915-9428

LLA関西支部研究集録 第5号

発行日 1994年7月30日

印 刷 木村桂文杜 phone:075-38ト9784

発 行 語学ラボラトリー学会(LLA)

関西支部

〒610-03 京都府箱書郡田辺町

同志社女子大学英語英文学科内



Panasonic

授業の流れをパターンメモリー｡

授業の流れにともなう-一連の操作

を1つのスイッチに登録Oあとはワ

ンタッチでONやPLAYを実行0

8パターンまで茸録できま10

ワンタッチで次の操作へ｡

ある棟作から次の操作へ移るとき

もワンタッチでOKo次のスイッチ

をタ+1レクトにONするだけで切り

換えられます｡

LLからAV鵬 をフルリモコ>.

VTR､LDなどをLLからリモート

コントロールo映像教材も効果的

に71利Hできま1Oさらに､他教科で

クイツクスタート&応答｡

電.ll,qiONからわずか3秒でシステ

ムが立ち上がります｡しかもLLネJ)

のI-TRON抹 刷で､スピーチ斗な

操作応答を実現Lました｡

聞き取り再生速度をコントロ-ル｡

LL初のDSP(デジタルシグナル

プロセッサー)を採用｡杓牛速度

を変えでも､エコーのかからないri

もLLを利用Lやすくなりました｡ 然な音声が流れま.ち

操作

に

悩

ま

貧

惑

わ

な

い

.

ス
ム去

授

業
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業界をリー柑る最新のLLシスガ､誕生｡
先生が求めた実用性と機能性､ビクターが徹底追求した先進性がここに結実｡

●先生独自の操作画面を実現 ●映像2元送出を標準装備

●S対応AVスイッチャーを標準装備(AV6入力)

●フルステレオ/バイリンガル/フルトラックダビング機能を搭載

●VSCP(Va｢iableSpeedwithConstantPitch)機能を搭載

●サイマル機能を搭載 ●フルオートテスト機能を搭載

●インテリジェントアナライザーを標準装備

I

●お問い合わせ､カタE)グのご言行束は､El暮t:つ9-8まき社

● 特機事業部特捜営業部 (〒(92)東京都八王子市石川町2969-2℡(0426)60-7243

● 特機営業本部 (〒柑3)東京都中央区日本橋浜町2-l-1缶(D3)3663-5442 VKTOR(REATES



モニターTVと操作ボタンの完全分離による
操作性の向上｡●

先生の操作手順をモニタITVと操作ボタンの
LEDでガイドするHELP機能｡●

生徒名の記憶(メモリー)やデータ記禄ができる
3.5日フロツピ｣ディスクを搭載｡●

アナライザー試験は.自動化を追求した
自動問題提示機能｡

お問合せ先 赤井電横株式会社 デバイス特機書集部･LL推進部 〒144東京都大田区東椛谷2112-14函 O120-345-399(フリータイアル)



SONY

Chapterl

教室に簡単.便利なLLがやってきた
EasyandconvcnientLLcomestoourclassroom.

(下 軽 部 ① の 解 放 】ス イッチ ボ ン の 簡 単 操 作 で 0.1秒 以 内 に 頭 出 し｡ ●お印 ちのテー7-赦鵬 そのまま使用することができまTo

馴 州 の教材でも､聴き1こい文費の番号を選びボタン糾 すfJ･日で 瞬時(:嫡出L升 スクなのでテ- ●的 ろん･CD軟鉄 ビテオ桝 杓 ども使えまTo●センテ
/スことl=､日本桔1沢.文法解税など､先生自身のコメント

プのLLのようなロスタイムがあは せん｡接柴がどんどんはかどるから･先生ニコニコ 生徒もこコこコ｡ 約 つまて入力可能｡紬 紗 蛸 動 く行えまT.●げ オ

教材を301TT逆の,L:..速で/i:徒朋のメモリーl:移すことができます｡IJと乙ば.10JJlの教材ならわすか せた視聴米横幕が廃物できまTo●各生徒

約20秒というすばやさ｡手間ヒマのかかる授業の唯偏がカンタン･スピーチ+ll:なって.先生ラタラ7. の学習の進み見合をモニターで確認できまT.

岬 L -J
光tB九

MOディスクが実現した使いやすさ.簡単さ｡ソニーのLLシス弘｡
●小冊子｢YES.lV/lLLJを二希望の方は.,､ガ辛に住所･氏名.年齢･qEt云番号.学校名を明紀のうえ,下妃までお申し込みください｡
〒108東京都希区高輪4T目10-18ソニー株式会社 ンステムヒ/ネスカンパニー /ステム営業推進部 文教-/ステム喋

北浦ih甘*所(011)231-8121兼北曹暮所(aZ2)Z5ト7m)千文官事¢【C])5448ぺ740事+賞暮所(DI25)481311屍王宮*所(桝8)515倒 れ浜官■所(粥)2431711千暮官暮所(043)297-鮎l東海宮I払(防2)201一朝71
書E)賞井利払l)253-81G7北犀官一所(07SZ)《ト8110近t告*鉢(仏日11･朋11京温賞暮所(075)69117肘)汁戸官#所(07B)3221万51中血官(節(亡貯)24ト9211四国告*所(CR78)5l-3942九M宮t所(呼)7J1-2761
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